
【
資
料
紹
介
】

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵
の
土
肥
鶚
軒
旧
蔵
日
本
漢
詩
文
書
目
録（
稿
（

町　

泉
寿
郎

は
じ
め
に

　

国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
土
肥
慶
蔵
（
一
八
六
六
〜
一
九
三
一
、

東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
、
皮
膚
黴
毒
学
講
座
、
鶚
軒
と
号
す
（
旧

蔵
の
鶚
軒
文
庫
は
、
日
本
漢
詩
文
に
お
け
る
最
大
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
最
晩
年
の
土
肥
の
言
葉
を
引
け
ば
、「
邦
人
の

著
に
係
る
漢
詩
文
集
を
蒐
輯
す
る
多
年
、
今
や
我
が
鶚
軒
文
庫
所
蔵
の

書
冊
は
約
四
千
部
九
千
冊
に
及
」
び
、「
大
学
退
官
後
の
晩
年
を
之
が
整

理
と
研
究
に
送
ら
ん
と
欲
し
て
目
録
は
既
に
成
っ
た
」（
昭
和
六
年
四
月

二
十
九
日
稿
「
藤
原
惺
窩
の
文
集
と
遺
墨
」、『
鶚
軒
游
戯
』
所
収
（
と

述
べ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
土
肥
が
言
う
目
録
と
は
、
一
一
〇
〇
部
強
を
収
録
す
る
刊
本
の

『
鶚
軒
文
庫
日
本
漢
詩
文
書
目
録
』（
一
九
一
二
年
刊
（
の
こ
と
で
は
な
い
。

「
鶚
軒
文
庫
蔵
書
目
録　

土
肥
家
用
紙
」
と
印
字
さ
れ
た
用
紙
に
ペ
ン

書
き
さ
れ
た
『
鶚
軒
文
庫
蔵
書
目
録
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、「
書
誌

書
目
シ
リ
ー
ズ
」
八
八
所
収
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
八
年
（
が
そ
れ
に

当
た
る
。
巻
頭
に
「
昭
和
四
年
六
月
製
本
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
時
期

が
分
か
る
。
一
三
二
四
頁
（
＋
目
録
一
六
頁
（
に
上
る
同
目
録
の
な
か

で
、
漢
詩
文
は
そ
の
三
分
の
一
強
（
四
九
七
〜
九
八
六
頁
（
を
占
め
て
い

る
。
用
紙
は
一
頁
十
行
の
縦
罫
と
、
上
か
ら
順
に
書
名
、
著
訳
編
者
刊
行

年
月
、
装
釘
形
状
、
冊
数
、
函
架
段
行
、
番
号
、
備
考
の
項
目
に
分
け
る

横
罫
が
入
っ
た
も
の
、
し
た
が
っ
て
四
九
〇
頁
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
た
漢

詩
文
は
四
九
〇
〇
部
足
ら
ず
と
な
る
が
、
実
際
に
は
中
国
人
の
詩
文
も
混

入
し
て
い
る
の
で
（『
四
部
叢
刊
』
の
集
部
の
書
籍
を
五
十
音
順
に
分
け

て
収
録
し
て
い
る
ほ
か
、
和
刻
本
の
集
部
の
書
籍
も
含
ま
れ
て
い
る
（、

日
本
漢
詩
文
集
の
概
数
と
し
て
は
約
四
〇
〇
〇
部
と
な
る
。
『
鶚
軒
文
庫

蔵
書
目
録
』
の
分
類
を
こ
こ
に
掲
出
し
て
お
こ
う
。

第
一
門　

総
記　

い
書
目　

ろ
叢
書

第
二
門　

哲
学　

い
経
子　

ろ
神
書
宗
教　

は
教
育　

に
人
相
占
易

第
三
門　

法
制
経
済
社
会

第�

四
門　

史
伝　

い
歴
史
記
録　

ろ
伝
記
系
譜　

は
年
表
年
代
記　

に
武
鑑　

ほ
兵
書
武
家
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第
五
門　

地
理　

い
地
誌
紀
行　

ろ
地
図　

は
江
戸
古
図　

第�

六
門　

文
学
語
学　

い
国
文
学
小
説　

ろ
和
歌
狂
歌
俳
諧　

は
草

双
子　

に
稀
書
複
製
会
本　

ほ
辞
書
字
典　

へ
語
学　

と
欧
和
対

訳　

ち
漢
詩
文　

り
漢
詩
文
雑
誌　

ぬ
漢
文
小
説

第
七
門　

医
学
本
草

第
八
門　

理
学
博
物

第�

九
門　

芸
術
諸
芸　

い
美
術
書
画
印
譜　

ろ
泉
貨　

は
建
築
工
芸　

に
音
楽
歌
謡　

ほ
生
花　

へ
香
茶
料
理
化
粧　

と
碁
将
棋
遊
戯

第�

十
門　

雑
誌
雑
書　

い
医
学
雑
誌　

ろ
医
事
及
一
般
統
計　

は
医

学
以
外
の
学
術
紀
要
報
告　

に
医
学
以
外
の
一
般
雑
誌　

ほ
職
員

録
名
簿
諸
会
報

　

土
肥
の
歿
後
、
こ
の
蔵
書
は
妻
多た

を越
子
（
三
井
元
之
助
の
妹
（
の
縁
で

三
井
文
庫
に
移
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
概
ね
次
の
四
機
関
に
分
蔵
さ

れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
古
医
書
（
三
〇
〇
〇
部
強
（
は
東
京
大
学
総

合
図
書
館
、
日
本
漢
詩
文
は
国
立
国
会
図
書
館
、
皮
膚
科
学
を
中
心
と
し

た
和
洋
医
書
・
医
学
雑
誌
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
附
属
図
書
館
、
そ
れ
以

外
の
分
野
（
哲
・
法
制
・
史
・
地
理
・
文
・
芸
術
等
（
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
図
書
館
。

　

筆
者
は
二
〇
二
一
年
度
、
研
究
休
暇
を
取
得
し
て
、
バ
ー
ク
レ
ー
で
数

か
月
を
過
ご
し
た
が
、
事
前
に
バ
ー
ク
レ
ー
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
タ
イ
ト
ル
に
「M

itsui-gakken

」
と

だ
け
あ
っ
て
タ
イ
ト
ル
が
取
ら
れ
て
い
な
い
書
籍
が
数
百
点
に
上
り
、
特

に
そ
れ
が
コ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
「
二-

一
六-

（
数
字
（」
の
箇
所
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
こ
の
「
二-

何-

何
」
の
コ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
は
三

井
鶚
軒
本
、
つ
ま
り
三
井
文
庫
旧
蔵
の
う
ち
土
肥
慶
蔵
蔵
書
に
由
来
す
る

こ
と
を
示
す
（
な
お
、
コ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
「
一-

何-

何
」
が
旧
三
井
文
庫

基
本
図
書
、「
三-

何-

何
」
は
三
井
本
居
本
―
本
居
豊
穎
蔵
書
、「
四-

何-�

何
」
は
三
井
宗
辰
本
―
三
井
高
辰
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
を
示
す
（。

　

一
方
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
鶚
軒
文
庫
の
請
求
記
号
は
「
詩
文-

（
数
字
（」
で
あ
り
、
現
在
、
一
番
か
ら
四
一
二
三
番
ま
で
確
認
で
き
る
。

こ
の
数
字
に
は
ま
ま
抜
け
て
い
る
番
号
が
あ
り
、
そ
の
抜
け
て
い
る
番
号

と
バ
ー
ク
レ
ー
校
図
書
館
の
「
二-

一
六-

（
数
字
（」
の
番
号
が
ほ
ぼ
一
致

す
る
。
こ
の
数
字
は
三
井
文
庫
時
代
の
整
理
の
際
に
与
え
ら
れ
た
番
号
で

あ
り
、
漢
詩
文
の
書
籍
に
対
し
て
は
「
鶚　

詩
文
（
数
字
（」
と
印
字
さ

れ
た
三
井
家
家
紋
入
り
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
こ
の
数
字

は
、
遡
れ
ば
前
述
の
『
鶚
軒
文
庫
蔵
書
目
録
』
に
記
載
さ
れ
た
書
名
の

五
十
音
順
（
旧
仮
名
遣
い
（
に
由
来
す
る
。
し
た
が
っ
て
結
論
と
し
て

は
、
バ
ー
ク
レ
ー
校
図
書
館
所
蔵
の
「
二
―
一
六
」
の
書
籍
は
鶚
軒
文
庫

の
日
本
漢
詩
文
の
う
ち
国
立
国
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
な
か
っ
た
分
に
当

た
る
の
で
あ
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
で
鶚
軒
文
庫
を
購
入
す
る
際
に
こ
れ
ら
を
除
外
し
た

理
由
と
し
て
は
、
既
に
国
立
国
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
書
籍
に
つ

い
て
重
複
本
を
避
け
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
納
本
制
度
と
の
関
係
か

ら
、
重
複
本
は
明
治
以
降
の
刊
行
物
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
と
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さ
ら
に
明
治
以
降
の
書
籍
を
除
外
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

但
し
三
井
文
庫
時
代
の
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
貼
付
さ
れ
て
い
な
い
書
籍

も
散
見
す
る
。
ま
た
土
肥
慶
蔵
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
を
示
す
痕
跡
と
し
て

は
、表
紙
に
貼
付
さ
れ
た
蔵
書
票
や
、
蔵
書
印
「
土
肥
慶
蔵
」（
円
形
唐
獅

子
の
意
匠
（「
鶚
軒
文
庫
」（
長
方
型
（
が
あ
る
も
の
の
、
蔵
書
票
の
多
く

は
三
井
文
庫
時
代
に
そ
の
多
く
は
剝
が
さ
れ
た
ら
し
く
、
蔵
書
印
が
押
さ

れ
て
い
な
い
書
籍
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
以
外
に
三

井
鶚
軒
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
根
拠
が
見
出
だ
せ
な
い
書
籍
も
存
在
す
る
。

　

し
か
る
に
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
鶚
軒
文
庫
の
う
ち
請
求
記
号
「
詩

文-

（
数
字
（」
で
番
号
が
抜
け
て
い
る
書
籍
の
数
は
約
一
〇
〇
〇
点
弱
に

数
え
る
が
、
本
稿
で
目
録
化
す
る
「
二-

一
六-
（
数
字
（」
を
附
与
さ
れ
た

書
籍
は
五
三
〇
点
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
の
間
に
は
ま
だ
相
当
数
の
開
き
が
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。『
鶚

軒
文
庫
蔵
書
目
録
』
の
記
載
と
照
合
す
る
と
、
既
に
タ
イ
ト
ル
が
採
ら
れ

て
い
る
書
籍
の
中
に
、
コ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
が
「
二-

一
六-

」
と
も
「
二-

」

と
も
な
っ
て
お
ら
ず
三
井
鶚
軒
本
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
け

れ
ど
も
、
三
井
鶚
軒
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
書
籍
三
〇
〇
点
内
外
が
、

東
ア
ジ
ア
図
書
館
（C.V

.Starr�East�A
sian�Library

（
と
北
部
地
域

図
書
館
（N
orthern�Regional�Library�Facility

（
に
分
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
四
部
叢
刊
の
集
部
の
書
籍
を
加
え
れ
ば
、
ほ
ぼ
『
鶚
軒
文
庫

蔵
書
目
録
』
の
漢
詩
文
の
部
分
が
復
元
で
き
る
。

　

以
下
、
本
目
録
に
見
る
通
り
、
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
明
治
以
降
、
昭
和

初
期
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
漢
詩
文
の
書
籍
で
あ
り
、
江
戸
期
刊
本
や
写
本

は
ご
く
僅
か
で
あ
る
（
こ
れ
に
比
し
て
、
三
井
鶚
軒
本
と
明
示
さ
れ
な
い

が
三
井
鶚
軒
本
の
可
能
性
が
高
い
約
三
〇
〇
点
の
中
に
は
江
戸
期
刊
本
や

写
本
も
含
ま
れ
る
（。
国
立
国
会
図
書
館
本
と
の
重
複
が
多
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
な
い
書
籍
も
一
二
〇
点
を

数
え
、
か
つ
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
書
籍
に
つ
い
て
も
奥

付
の
異
同
な
ど
が
か
な
り
多
く
見
ら
れ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
な
い
書
籍
が
二
割
以
上
存
在
す
る
こ
と
は
、
戦
前
期
の
納
本
制
度
の
限

界
と
も
見
え
る
し
、
ま
た
同
好
者
間
で
少
部
数
流
通
す
る
（
い
わ
ゆ
る
私

家
版
（
こ
と
が
少
な
く
な
い
漢
詩
文
の
分
野
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
も
見

え
る
。

　

土
肥
慶
蔵
自
身
の
漢
詩
文
を
め
ぐ
る
交
流
や
漢
詩
文
に
対
す
る
造
詣
を

窺
わ
せ
る
書
籍
も
少
な
く
な
い
。
股
野
琢
、
岩
渓
晋
、
元
田
直
、
勝
島
仙

之
助
、
入
澤
達
吉
、
福
田
源
三
郎
、
荒
浪
坦
、
三
島
復
等
か
ら
の
献
呈
時

の
紙
箋
等
が
附
属
す
る
書
籍
が
あ
る
。
ま
た
書
袋
や
誤
植
訂
正
の
紙
片
ま

で
よ
く
保
存
さ
れ
て
お
り
、
誤
植
訂
正
な
ど
テ
ク
ス
ト
の
校
訂
を
し
て
い

る
書
入
れ
も
散
見
す
る
。
こ
う
し
た
書
入
れ
の
す
べ
て
が
土
肥
に
よ
る
も

の
と
は
言
え
ず
、
土
肥
が
そ
の
歿
後
に
蔵
書
を
購
入
し
た
同
郷
の
本
城
蕡

（
一
八
六
四
〜
一
九
一
五
、
問
亭
と
号
す
（
に
よ
る
も
の
も
混
じ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
読
書
の
痕
跡
が
残
る
書
籍
が
あ
る
こ
と
も
特
色
で
あ
る
。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
所
蔵

さ
れ
る
土
肥
慶
蔵
旧
蔵
の
日
本
漢
詩
文
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
国
立
国
会
図
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書
館
の
鶚
軒
文
庫
を
補
完
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
特
に
明
治
・
大

正
・
昭
和
初
期
の
日
本
漢
詩
文
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ま
た
日
本
国

外
に
存
在
す
る
日
本
漢
詩
文
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
一
定
の
意
義
を

持
つ
と
考
え
る
。
こ
こ
に
そ
の
目
録
（
稿
（
を
作
成
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
紙
幅
の
制
約
も
あ
り
、
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵
・
三
井
鶚
軒
本

の
日
本
漢
詩
文
の
う
ち
、
従
来
そ
の
殆
ど
の
タ
イ
ト
ル
が
不
明
で
あ
っ
た

コ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
「
二-
一
六
」
の
書
籍
の
み
に
つ
い
て
目
録
化
し
、
三

井
鶚
軒
本
と
明
示
さ
れ
な
い
が
三
井
鶚
軒
本
の
可
能
性
が
高
い
書
籍
群
に

つ
い
て
は
次
報
を
期
し
た
い
。

謝
辞
：
本
目
録
作
成
に
あ
た
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
の
日
本
担
当
司
書
で
あ
る
マ
ル
ラ
俊
江

氏
、
貴
重
書
担
当
司
書
で
あ
る
デ
ボ
ラ
・
ル
ド
ル
フ
氏
か
ら
多
大
な

協
力
と
示
教
を
得
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
稿
は
二
松
学
舎
大
学
特
別
研
究
員
（
海
外
（
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
す
。�

凡
例

一�　

本
目
録
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
る
土
肥
慶
蔵
・
三
井
文
庫
旧
蔵
の
う
ち
、
コ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
「
二
―

一
六
―
（
数
字
（」
を
附
与
さ
れ
た
日
本
漢
詩
文
の
書
籍
五
三
〇
点
、

及
び
こ
れ
と
は
別
に
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
旧
三
井

文
庫
写
本
目
録
稿
」
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
『
調
査
研
究
報

告
』
第
五
号
（
一
九
八
四
年
三
月
（
に
基
づ
い
て
管
理
さ
れ
て
い
る
書

籍
の
う
ち
図
書
ラ
ベ
ル
に
よ
っ
て
三
井
鶚
軒
本
の
漢
詩
文
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
四
点
を
加
え
た
、
五
三
四
点
に
つ
い
て
目
録
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
一
部
に
日
本
漢
詩
文
に
分
類
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
書

籍
も
含
ま
れ
る
が
、
敢
え
て
除
外
し
な
か
っ
た
。

一�　

配
列
は
、
コ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
（
書
名
の
五
十
音
順
（
の
順
に
従
い
、

旧
三
井
文
庫
と
漢
詩
文
の
分
類
を
示
す
「
二
―
一
六
」
を
除
い
た
、

「
〇
〇
〇
七
」
か
ら
「
四
〇
三
八
」
ま
で
の
番
号
を
書
名
の
前
に
附
し
た
。

一�　

国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
な
い
書
籍
に
関
し
て
は
、
番
号
の
前

に
▼
を
附
し
た
。

一�　

書
誌
の
記
載
は
、
書
名　

巻
冊　

編
著
者
名　

刊
年　

発
行
者
名　

刊
行
者
名　

旧
蔵
者
情
報　

備
考
の
順
と
し
た
。

一�　

書
名
の
次
に
別
書
名
等
を
丸
括
弧
に
括
っ
て
示
し
た
場
合
が
あ
る
。

書
名
の
次
に
内
容
の
説
明
を
［　

］
に
括
っ
て
記
し
た
場
合
が
あ
る
。

一�　

巻
冊
に
関
し
て
は
、
殆
ど
が
和
装
の
刊
本
の
形
態
を
と
る
の
で
、
そ

れ
と
区
別
し
て
、
洋
装
本
は
洋
と
記
し
、
写
本
は
写
と
記
し
た
。

一�　

編
著
者
名
の
記
載
は
姓
名
を
基
本
と
し
、
字
・
通
称
・
別
号
等
を
丸

括
弧
に
括
っ
て
示
し
た
。

一�　

刊
行
者
名
の
次
に
、
木
版
本
は
刊
、
木
活
字
本
は
木
活
刊
、
金
属
活

字
本
は
活
刊
と
記
し
た
。

一�　

末
尾
に
、
＊
を
附
し
て
注
記
を
加
え
た
場
合
が
あ
る
。
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵

土
肥
鶚
軒
旧
蔵
日
本
漢
詩
文
書
目
録
（
稿
）

〇
〇
〇
七　

�
愛
軒
文
稿　

一
巻
一
冊　

服
部
愛
軒
著　

安
田
笙
水
編　

明
治
三
十
五
年
六
月　

福
井
・
安
田
九
四
郎
発
行　

福

井
・
山
上
宗
兵
衛
山
上
印
刷
所
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵

書
」

〇
〇
二
一　

�

桜
関
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

室
直
養
著　

室
直
與
／
神
谷
氏

興
編　

明
治
二
十
四
年
七
月　

福
島
・
室
直
與
／
神
谷
氏

興
発
行　

東
京
・
根
岸
高
光
秀
英
舎
活
刊

〇
〇
二
二　

�

桜
詞
集　

二
巻
一
冊　

道
家
大
門
編　

石
坂
堅
壮
閲　

明

治
十
六
年
四
月　

岡
山
・
道
家
大
門
発
行　

活
刊

〇
〇
二
三　

�

続
桜
詞
集　

一
巻
一
冊　

服
部
謙
吉
編　

明
治
二
十
九
年

十
二
月　

岡
山
・
服
部
謙
吉
発
行　

東
京
・
松
本
秋
斎
葆

光
社
活
刊

〇
〇
二
四　

�

桜
史
新
編　

一
巻
一
冊　

青
山
春
夢
著　

明
治
十
三
年
序　

青
山
勇
発
行　

青
山
氏
含
雪
楼
活
刊

〇
〇
三
五　

�

鴨
厓
小
寓
詩
草　

二
巻
二
冊　

長
谷
川
方
省
（
秋
水
（
著　

明
治
三
十
五
年
十
二
月　

京
都
寄
留
・
長
谷
川
方
省
刊　

京
都
・
笹
川
延
太
郎
京
都
印
刷
株
式
会
社
活
刊　

蔵
書
印

「
鶚
軒
文
庫
」

〇
〇
四
四　

�

行
脚
非
詩
集　

附
行
脚
小
文
／
草
鞋
抄　

不
分
巻
一
冊　

中
根
香
亭
（
有
髪
比
丘
癡
淑
・
行
脚
房
癡
淑
（
著　

中
根

淑
発
行　

東
京
・
帝
国
印
刷
株
式
会
社
活
刊

〇
〇
五
二　

�

葦
杭
游
記　

一
巻　

附
録
一
巻　

一
冊　

股
野
琢
（
藍

田
（
著　

明
治
四
十
二
年
二
月
序
活
刊　

「
土
肥
慶
蔵
殿　

股
野
琢
」
と
墨
書
の
あ
る
書
袋
附
属

▼
〇
〇
五
三　

�

以
興
吟
社
詩
存
第
二
集　

二
巻　

附
笠
原
桂
舟
遺
稿　

一

巻　

二
冊　

近
田
彌
三
郎
編　

大
正
三
年
十
月　

京
都
・

近
田
彌
三
郎
発
行　

京
都
・
片
桐
治
太
夫
合
資
商
報
会
社

活
刊

〇
〇
六
九　

�

游
韓
餘
意　

一
巻
一
冊　

越
前
・
水
野
昌
（
子
華
（
著　

大
正
三
年
十
二
月　

愛
媛
・
水
野
昌
雄
発
行　

大
阪
・
長

尾
政
吉
大
阪
国
文
社
活
刊

〇
〇
七
三　

�

游
毛
小
詩　

一
巻
一
冊　

山
縣
篤
蔵
編　

明
治
三
十
六
年

九
月　

東
京
・
山
縣
篤
蔵
発
行　

東
京
・
高
城
寛
雄
堀
田

印
刷
所
活
刊

〇
〇
八
七　

�

游
毛
百
詩　

一
巻
一
冊　

野
村
文
夫
（
雨
荘
（／
真
木
痴

嚢
著　

明
治
二
十
一
年
八
月　

東
京
・
岡
初
平
団
々
社
書

店
発
行　

東
京
・
山
口
竹
二
郎
国
文
社
活
刊

〇
〇
八
八　

�

優
游
吟
社
詩　

二
巻
二
冊　

小
野
長
愿
（
湖
山
（
編　

明

治
二
十
二
年
序
刊

▼
〇
一
〇
一　

�
有
子
山
園
記
略　

一
巻
一
冊　

桜
井
勉
著　

大
正
三
年
三

月
序
活
刊
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▼
〇
一
〇
二　

�

有
真
楼
文
集　

一
巻
一
冊　

川
口
東
洲
著　

小
田
久
／
岩

成
信
順
／
新
井
順
編　

明
治
四
十
年
十
二
月　

東
京
・
新

井
助
信
発
行　

東
京
・
飯
田
三
千
太
郎
秀
英
舎
第
一
工
場

活
刊

〇
一
〇
三　

�
有
真
楼
家
乗　

一
巻
一
冊　

川
口
陳
常
／
梨
本
璋
編　

明

治
四
十
一
年
十
二
月　

東
京
・
新
井
助
信
刊　

東
京
・
飯

田
三
千
太
郎
秀
英
舎
第
一
工
場
活
刊

▼
〇
一
〇
四　

�

游
燕
詩
草　

一
巻
一
冊　

山
本
悌
二
郎
（
二
峰
（
著　

大

正
十
五
年
序　

中
華
民
国
・
海
山
仙
館
活
刊

〇
一
二
一　

�

一
枝
文
詩
鈔
（
一
枝
文
鈔
／
一
枝
詩
鈔
（
二
巻
一
冊　

岩

国
・
南
方
厚
（
士
載
（
著　

明
治
三
十
年
六
月　

山
口
・

南
方
書
佐
発
行　

東
京
・
松
澤
［
玒
］
三
同
労
舎
活
刊

〇
一
二
三　

�

一
百
二
峰
堂
詩
鈔　

五
巻　

附
録
一
巻　

一
冊　

高
橋
通

久
（
松
園
（
著　

男
高
橋
通
明
校　

明
治
二
十
一
年
八
月

跋　

羽
後
・
高
橋
通
明
刊

▼
〇
一
四
一　

�

出
雲
詩
綜　

五
巻
一
冊　

横
山
重
国
（
耐
雪
（
編　

大
正

八
年　

島
根
・
剪
淞
吟
社
発
行　

活
刊

〇
一
五
八　

�

飲
夢
（
記
飲
／
記
夢
（
二
巻
一
冊　

小
原
寛
（
鉄
心
（
著　

明
治
十
二
年
六
月　

大
垣
・
小
原
迪
発
行　

岡
安
慶
介
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
一
七
二　

�

羽
北
遺
稿　

三
巻　

附
別
集　

一
冊　

佐
伯
真
満
（
羽

北
（
著　

明
治
二
十
七
年
七
月　

仙
台
・
佐
伯
三
郎
／
伊

藤
安
右
衛
門
発
行　

東
京
・
曲
々
田
成
東
京
築
地
活
版
製

造
所
活
刊
蔵
書
印
「
中
野
蔵
書
」「
本
城
蔵
書
」

▼
〇
一
七
九　

�

雲
谷
山
唱
和
集　

一
巻
一
冊　

清
藤
東
白
（
秋
窓
（
編　

明
治
四
十
三
年
十
月　

熊
本
・
清
藤
東
白
長
崎
書
肆
発
行　

熊
本
・
寺
尾
範
次
文
英
堂
活
刊

〇
一
八
七　

�

雲
如
山
人
詩
抄
（
京
塵
集
／
桟
雲
集
／
湖
雲
嶽
雪
集
／
島

雲
漁
唱
（
四
巻
二
冊　

遠
山
澹
（
雲
如
（
著　

文
久
三
年

十
月　

伊
勢
屋
小
四
郎
等
刊　

〇
一
九
〇　

�

雲
邨
詩
鈔　

一
巻
一
冊　

新
井
真
尚
（
子
和
・
鼎
二
郎
（

著　

明
治
十
七
年
九
月　

千
葉
・
新
井
甚
左
衛
門
発
行　

東
京
・
国
文
社
活
刊

▼
〇
一
九
一　

�

雲
潭
詩
文
第
一
集
（
朱
子
学
第
五
十
六
号
附
録
（
二
巻
洋

一
冊　

大
野
太
衛
（
子
醇
（
著　

明
治
三
十
三
年
五
月　

東
京
・
大
野
光
同
人
学
舎
発
行　

東
京
・
熊
田
活
版
所
活

刊

　

〇
二
〇
二　

�

絵
島
唱
和　

一
巻
一
冊　

城
井
国
綱
（
錦
原
（
著　

明
治

十
七
年
二
月　

東
京
・
城
井
国
綱
発
行　

東
京
・
石
川
治

兵
衛
刊

〇
二
〇
八　

�

詠
史
楽
府　

二
巻
一
冊　

亀
谷
行
（
子
蔵
・
省
軒
（
著　

明
治
三
十
三
年
六
月　

東
京
・
榊
原
友
吉
発
行　

東
京
・

野
村
宗
十
郎
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
刊

〇
二
二
六
甲�
越
渓
遺
稿　

一
巻
一
冊　

増
村
度
弘
（
子
律
・
信
次
郎
（
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著　

明
治
二
十
年
六
月　

新
潟
・
増
村
度
次
発
行　

東

京
・
柳
河
梅
次
郎
／
越
後
・
室
直
三
郎
刊　

蔵
書
印
「
鶚

軒
文
庫
」

〇
二
二
六
乙�
越
渓
遺
稿　

一
巻
一
冊　

増
村
度
弘
（
子
律
・
信
次
郎
（

著　

明
治
二
十
年
六
月　

新
潟
・
増
村
度
次
発
行　

東

京
・
柳
河
梅
次
郎
／
越
後
・
室
直
三
郎
刊　

蔵
書
印
「
本

城
蔵
書
」

〇
二
二
九　

�

燕
雲
楚
水　

附
録
随
行
日
誌　

一
巻
一
冊　

釈
宗
演
（
楞

伽
道
人
（
著　

附
録
二
條
毅
堂
著　

大
正
七
年
五
月　

神

奈
川
・
東
慶
寺
発
行　

同
活
刊

▼
〇
二
三
一　

�

燕
蘇
従
軍
集　

一
巻
一
冊　

小
林
慶
次
郎
（
雲
卿
（
著　

明
治
三
十
五
年
三
月
刊
記　

明
治
三
十
五
年
四
月　

東

京
・
染
谷
仙
蔵
発
行　

東
京
・
青
木
弘
秀
英
舎
活
刊

　

〇
二
五
二　

�

甕
谷
遺
稿　

八
巻
八
冊　

岡
松
辰
（
君
盈
（
著　

岡
松
参

太
郎
／
井
上
匡
四
郎
編　

明
治
三
十
九
年
三
月　

吉
川
半

七
吉
川
弘
文
館
発
行　

本
間
季
男
活
刊

〇
二
五
四　

�

欧
米
游
草　

一
巻
一
冊　

土
方
久
元
（
秦
山
（
著　

明
治

二
十
一
年
九
月
刊

▼
〇
二
六
〇　

�

鷗
盟
集　

一
巻
一
冊　

福
井
・
内
田
謙
太
郎
（
耕
雨
（
著　

明
治
四
十
三
年
二
月　

京
都
・
佐
々
木
惣
四
郎
発
行　

京

都
・
布
部
活
版
所
活
刊　
「
進
呈　

越
前
南
條
郡
武
生
町

内
田
謙
太
郎
」
と
ス
タ
ン
プ
の
あ
る
書
袋
附
属

〇
二
六
一　

�

大
磯
竹
枝　

一
巻　

附
淘
綾
漁
唱　

一
巻　

一
冊　

長
谷

川
正
直
（
城
山
（
著　

明
治
三
十
三
年
八
月　

東
京
・
長

谷
川
正
直
発
行　

東
京
・
安
井
臺
助
刊

▼
〇
二
七
〇　

�

奥
山
吟
詠
輯　

不
分
巻
二
冊　

松
久
芥
舟
編　

明
治
十
八

年
一
月　

松
濤
窟
発
行　

静
岡
・
開
明
堂
逸
平
活
刊

〇
二
七
九
甲�

温
泉
紀
行
鶏
肋
集　

一
巻
一
冊　

玉
井
是
一
（
伊
兵
衛
・

柿
庵
（
著　

明
治
八
年
五
月
序　

美
濃
・
玉
井
忠
造
刊　

蔵
書
印
「
丹
羽
蔵
書
」

〇
二
八
二　

�

霞
庵
詩
鈔　

六
巻　

附
録
一
巻　

三
冊　

関
沢
清
修
（
霞

庵
（
著　

大
正
十
四
年
十
月　

東
京
・
関
沢
清
修
発
行　

浜
松
・
尾
藤
光
之
介
開
明
堂
活
刊

〇
二
八
三　

�

霞
城
集　

一
巻
一
冊　

荒
浪
煙
崖
（
市
平
（
著　

大
正

十
三
年
九
月　

東
京
寄
留
・
荒
浪
市
平
発
行　

東
京
・
福

王
俊
禎
東
京
印
刷
麹
町
出
張
所
活
刊

〇
二
八
七　

�

霞
浦
游
藻　

一
巻　

附
録　

一
冊　

三
島
毅
（
中
洲
（
著　

明
治
九
年
六
月　

東
京
・
森
春
濤
発
行　

東
京
・
須
原
屋

源
助
等
刊　

巻
末
に
林
孚
一
宛
三
島
毅
書
簡
貼
付

〇
二
九
二　

�

嘉
道
六
家
絶
句
（
舒
位
／
呉
嵩
梁
／
楽
鈞
／
孫
原
湘
／
劉

嗣
綰
／
屠
倬
（
六
巻
六
冊　

菊
地
晋
（
惺
堂
（／
内
野
悟

（
皎
亭
（
編　

明
治
三
十
五
年
八
月　

東
京
・
菊
地
晋
二

／
内
野
五
郎
三
発
行　

東
京
・
野
村
宗
十
郎
東
京
築
地
活

版
製
造
所
活
刊　

蔵
書
印
「
土
肥
慶
蔵
」
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▼
〇
三
〇
二　

�

賀
詞
唱
和　

一
巻　

洋
一
冊　

松
村
茂
隆
（
半
川
（
著　

大
正
六
年
五
月
序　

福
井
・
松
村
茂
隆
発
行　

活
刊　
「
土

肥
先
生
」
と
墨
書
の
あ
る
大
正
七
年
元
旦
賀
詞
一
葉
附
属

▼
〇
三
〇
七　

�

鵞
湖
漫
藻　

一
巻　

附
録　

洋
一
冊　

三
島
毅
著　

明
治

四
十
四
年
一
月　

東
京
・
堀
内
伊
太
郎
発
行　

活
刊　

蔵

書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
三
二
七　

�

海
鷗
遺
稿　

一
巻
一
冊　

菱
田
重
禧
（
海
鷗
（
著　

大
野

鐡
之
助
（
百
錬
（
編　

昭
和
三
年
四
月　

東
京
・
安
藤
又

三
郎
発
行　

岐
阜
・
河
田
貞
次
郎
西
濃
印
刷
活
刊

▼
〇
三
二
八　

�

海
東
遺
稿　

二
巻
二
冊　

藻
谷
鴻
（
子
文
・
海
東
（
著�

明
治
四
十
年
十
月　

富
山
・
藻
谷
伊
作
発
行　

東
京
・
本

間
季
男
内
外
印
刷
活
刊

〇
三
二
九　

�

海
南
遺
稿　

三
巻　

附
海
南
手
記　

一
巻　

四
冊　

藤

野
正
啓
（
伯
廸
（
著　

重
野
安
繹
（
士
悳
（
編　

明
治

二
十
四
年
二
月　

東
京
・
藤
野
漸
発
行　

東
京
・
田
埜
邨

錦
四
郎
刊　

蔵
書
印
「
山
本
氏
蔵
書
印
」

〇
三
三
三　

�

皆
山
閣
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

隄
正
勝
（
静
斎
（
著　

門
人

小
松
恒
／
松
平
康
国
校　

明
治
十
八
年
十
二
月　

東
京
・

石
川
治
兵
衛
刊

〇
三
三
五　

�

皆
夢
文
詩
（
旧
夢
詩
史
（
一
巻
一
冊　

三
島
毅
／
川
田
剛

著　

明
治
十
二
年
八
月　

東
京
寄
留
・
高
木
弘
平
編
刊

▼
〇
三
三
六　

�

介
寿
集
［
股
野
達
軒
七
十
賀
詞　

寿
序　

賀
歌
］
一
巻
一

冊　

股
野
琢
／
長
尾
景
弼
／
股
野
潜
編　

明
治
十
九
年
六

月　

東
京
・
股
野
琢
／
長
尾
景
弼
／
股
野
潜
発
行　

東

京
・
博
文
本
社
活
刊

▼
〇
三
五
〇　

�

畦
陰
詩
存　

一
巻
一
冊　

森
畊
陰
著　

森
一
兵
編　

大
正

十
二
年
五
月　

東
京
・
森
一
兵
発
行　

東
京
・
富
岡
辰
司

光
画
房
活
刊　

加
藤
正
治
の
土
肥
慶
蔵
宛
葉
書
附
属

〇
三
五
三　

�

香
雲
閣
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

石
川
良
信
（
桜
所
（
著　

明

治
十
六
年
三
月　

東
京
・
石
川
千
里
発
行　

東
京
・
島
邨

利
助
英
蘭
堂
刊

▼
〇
三
五
八　

�

香
臭
記
（
花
郊
記
／
糞
坑
記
（
二
巻
一
冊　

田
中
参
（
隠

居
放
言
（
著　

明
治
二
十
九
年
六
月　

東
京
・
田
中
次
郎

発
行　

東
京
・
田
中
正
造
同
志
社
活
版
所
活
刊　

蔵
書
印

「
本
城
蔵
書
」

▼
〇
三
六
一　

�

香
雪
遺
稿　

一
巻　

附
録
竹
渓
遺
稿　

一
巻
／
松
石
遺
稿　
　

一
巻　

洋
一
冊　

沼
田
香
雪
／
沼
田
竹
渓
／
長
谷
川
松
石

著　

大
正
四
年
三
月　

広
島
・
香
雪
先
生
建
碑
会
代
表
沢

井
常
四
郎
発
行　

東
京
・
島
連
太
郎
三
秀
舎
活
刊

〇
三
六
五　

�

香
南
詩
鈔　

四
巻
二
冊　

香
川
香
南
（
皋
・
子
朔
（
著　

�

大
正
十
五
年
十
一
月　

東
京
・
香
川
小
次
郎
発
行　

東
京
・

陸
軍
省
構
内
小
林
又
七
印
刷
所
活
刊　

帙
に
著
者
か
ら
土

肥
慶
蔵
に
贈
る
墨
書
「
丙
寅
杪
冬
詩
鈔
成
、
作
此
寄
似
諸

友
（
七
絶
（」
あ
り
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〇
三
六
九　

�

高
山
流
水
餘
韻　

一
巻
一
冊　

竹
末
朗
徳
（
梧
軒
（
編　

明
治
十
五
年
七
月　

神
戸
・
竹
末
朗
徳
発
行　

神
戸
・
晩

翠
舎
活
刊

〇
三
七
四　

�
稾
園
百
絶　

一
巻
一
冊　

西
川
文
仲
著　

明
治
十
二
年
二

月　

滋
賀
・
西
川
文
仲
発
行　

滋
賀
・
高
田
義
甫
活
刊

〇
三
八
〇
甲�

江
月
斎
遺
集　

二
巻
二
冊　

久
阪
実
甫
（
玄
瑞
（
著　

久

阪
道
明
編　

明
治
十
年
二
月　

山
口
／
群
馬
寄
留
・
久
坂

道
明
発
行　

刊

〇
三
八
二　

�

江
西
観
蓮
集　

一
巻
一
冊　

服
部
轍
（
擔
風
（
著　

明
治

三
十
三
年
八
月　

愛
知
・
服
部
粂
之
丞
発
行　

名
古
屋
・

水
谷
三
次
郎
有
隣
堂
刊

〇
三
九
七　

�

航
西
詩
稿　

一
巻　

附
録
一
巻　

一
冊　

南
條
文
雄
（
碩

果
（
著　

明
治
二
十
六
年
五
月　

東
京
・
南
條
文
雄
発
行　

愛
知
・
池
田
謙
吉
扶
桑
新
聞
社
活
刊

〇
四
〇
一　

�

更
上
楼
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

古
和
流
水
（
澹
斎
（
著　

明

治
二
十
三
年
十
一
月　

島
根
・
古
和
鍬
一
郎�

東
京
・

近
藤
圭
造
活
刊

〇
四
〇
七　

�

聱
牙
遺
稿　

十
六
巻
十
冊　

土
井
聱
牙
著　

楓
井
純
編　

明
治
十
九
年　

三
重
・
土
井
文
次
発
行　

活
刊　

書
袋
附

属

〇
四
〇
八　

�

聱
牙
斎
詩
稿　

附
聱
牙
先
生
行
述　

五
巻
五
冊　

土
井
聱

牙
著　

茅
原
藤
八
郎
／
正
野
玄
三
編　

明
治
二
十
九
年

十
一
月　

三
重
・
土
井
文
次
発
行　

三
重
・
鈴
木
嘉
兵
衛

活
刊

〇
四
〇
九　

�

聱
牙
斎
存
稿　

三
巻
三
冊　

土
井
聱
牙
著　

楓
井
純
編　

明
治
二
十
一
年
六
月　

三
重
・
土
井
文
次
発
行　

東
京
・

加
藤
源
次
郎
朝
宗
館
活
刊

〇
四
一
三　

�

客
遊
詞
草
（
日
本
名
所
客
遊
詞
草
（
二
巻
二
冊　

宮
内
猪

三
郎
（
赤
城
（
著　

明
治
二
十
五
年
一
月　

東
京
・
宮
内

猪
三
郎
発
行　

東
京
・
根
岸
高
光
秀
英
舎
活
刊

〇
四
一
八　

�

鶴
山
遺
詠
（
詩
集
一
巻
／
歌
集
一
巻
（
二
冊　

正
木
鶴
山

（
照
蔵
（
著　

大
正
十
四
年
九
月　

東
京
・
小
寺
謙
吉
発

行　

東
京
・
竹
内
喜
太
郎
日
清
印
刷
活
刊

〇
四
二
二　

�

鶴
鳴
詩　

一
巻
一
冊　

鶴
田
斌
（
仲
斌
（
著　

鶴
田
皓

（
玄
縞
（
編　

明
治
十
二
年
四
月
序
刊

〇
四
二
四　

�

鶴
梁
文
鈔　

十
巻
四
冊　

林
長
孺
著　

慶
應
三
年
序　

刊　

〇
四
二
五　

�

鶴
梁
文
鈔
続
編　

二
巻　

附
作
文
秘
訣　

一
巻
／
豈
止
快

録
一
巻　

二
冊　

林
長
孺
著　

林
圭
次
編　

明
治
十
三
年

二
月　

東
京
・
林
圭
次
発
行　

東
京
・
山
中
市
兵
衛
刊

〇
四
三
二　

�

蠖
堂
遺
稿
初
集　

二
巻
二
冊　

山
田
政
苗
（
実
成
（
著　

慶
應
三
年
序　

栃
木
・
求
道
館
発
行　

東
京
・
木
邨
嘉
平

刊

〇
四
三
七　

�
学
海
画
夢　

二
巻
二
冊　

依
田
百
川
（
学
海
（
著　

片
桐

正
気
評　

明
治
二
十
七
年
再
版　

大
阪
・
青
木
恒
三
郎
嵩
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山
堂
刊

〇
四
四
一　

�

学
孔
堂
遺
文　

六
巻
二
冊　

亀
田
保
（
鶯
谷
（
著　

明
治

十
六
年
七
月　

東
京
・
亀
田
英
発
行　

活
刊

▼
〇
四
四
八　

�

可
窓
短
述　

一
巻
一
冊　

落
合
為
誠
（
士
応
・
東
郭
（
著　

昭
和
三
年
六
月　

熊
本
・
菊
池
直
人
発
行　

熊
本
・
寺
尾

範
次
文
英
堂
活
刊

▼
〇
四
六
一　

�

川
中
島
懐
古
集
（
漢
詩
／
和
歌
／
遺
芳
／
俳
句
（
一
巻
一

冊　

結
城
琢
（
蓄
堂
（
編　

明
治
四
十
一
年
十
一
月　

長

野
・
杉
山
光
恭
発
行　

東
京
・
市
川
七
作
博
文
館
活
刊　

見
返
し
に
「
鶚
軒
先
生
哂
存　

著
者
結
城
琢
拝
贈
」
と
墨

書

〇
四
六
七　

�

盍
簪
餘
事　

一
巻
一
冊　

江
帾
通
静
（
澹
園
（
著　

明
治

二
十
三
年
五
月
序
刊　

秋
田
・
江
帾
通
静
寧
静
吟
社
発
行

▼
〇
四
六
八　

�

蒲
門
盍
簪
録　

二
巻
二
冊　

蒲
生
重
章
（
褧
亭
（
編　

明

治
二
十
七
年
十
二
月　

東
京
・
蒲
生
氏
青
天
白
日
楼
発
行　

東
京
・
森
田
鐵
五
郎
大
倉
書
店
刊

〇
四
七
六　

�

鎌
倉
雑
詩　

一
巻
一
冊　

瓜
生
寅
（
梅
邨
（
著　

明
治
四�

十
年
八
月　

東
京
・
瓜
生
寅
発
行　

東
京
・
吉
川
半
七
内

外
印
刷
活
刊

〇
四
七
九　

�

敢
為
篇　

一
巻
一
冊　

馬
場
毅
（
不
知
姣
斎
・
不
知
也
（

著　

明
治
二
十
七
年
十
二
月　

岡
山
・
横
山
治
平
発
行　

岡
山
・
松
井
寿
士
郎
文
友
館
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵

書
」

▼
〇
四
八
九　

�

韓
雲
蘭
雨　

一
巻
洋
一
冊　

松
浦
厚
（
鸞
洲
（
著　

平
井

魯
堂
評　

大
正
三
年
以
降
活
刊

〇
五
〇
七　

�

簡
堂
二
十
八
字
詩　

二
巻
／
同
続
編
一
巻　

各
一
冊　

高

谷
邇
（
易
卿
（
著　

明
治
三
十
七
年
七
月　

京
都
・
高
谷

宗
兵
衛
発
行　

京
都
・
曽
我
部
了
吉
合
資
商
報
会
社
活
刊　

続
編
明
治
四
十
年
八
月　

京
都
・
高
谷
宗
兵
衛
発
行　

京

都
・
笹
川
延
太
郎
京
都
印
刷
活
刊

〇
五
〇
九　

�

函
峰
文
鈔　

三
巻
三
冊　

村
上
珍
休
（
季
慶
（
著　

明
治

四
十
年
十
二
月　

東
京
・
吉
川
弘
文
館
発
行　

東
京
・
内

外
印
刷
活
刊

〇
五
二
五　

�

帰
展
詩
稿　

一
巻
一
冊　

山
田
宣
（
子
昭
・
新
川
（
著　

明
治
三
十
年
六
月　

東
京
・
山
田
東
平
発
行　

東
京
・
戸

田
直
秀
活
刊

〇
五
二
六　

�

帰
展
日
誌　

一
巻　

附
遊
湘
小
稿　

一
巻
／
瓊
琚
詩
歌�

一
巻　

洋
一
冊　

三
島
毅
（
風
流
判
事
（
著　

明
治
二
十�

六
年
十
二
月　

東
京
・
三
島
広
二
松
学
舎
発
行　

東
京
・

東
京
活
版
所
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

▼
〇
五
三
〇　

�

記
災
存
稿　

一
巻
一
冊　

岩
渓
晋
（
裳
川
（
著　

大
正
十�

三
年
一
月
跋　

石
印　

表
紙
に
著
者
の
朱
書
「
呈
鶚
軒
先

生
」
あ
り

〇
五
四
七　

�
淇
水
詩
艸　

一
巻
洋
一
冊　

徳
富
一
敬
（
吾
不
与
斎
（
著　
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明
治
二
十
四
年
九
月　

東
京
・
徳
富
猪
一
郎
発
行　

東

京
・
小
林
真
太
郎
秀
英
舎
活
刊　

蔵
書
印
「
こ
ほ
り
あ
つ

し
」「
本
城
蔵
書
」

〇
五
六
五　

�
擬
陸
游
誌　

一
巻
／
赤
倉
二
十
勝
記　

一
巻　

洋
一
冊　

三
島
毅
（
中
洲
（
著　

明
治
二
十
七
年
十
二
月　

東
京
・

三
島
復
二
松
学
舎
発
行　

東
京
・
弘
文
堂
活
刊

〇
五
七
二　

�

牛
山
清
嘯　

一
巻
一
冊　

内
村
義
城
編　

明
治
十
四
年
七

月　

大
阪
・
柏
原
政
次
郎
刊

〇
五
八
五　

�

求
志
洞
遺
稿　

二
巻
一
冊　

小
林
虎
（
炳
文
・
雙
松
・
寒

翠
（
著　

明
治
二
十
七
年
四
月　

東
京
・
小
金
井
権
三
郎

／
小
金
井
良
精
発
行　

東
京
・
杉
原
辨
次
郎
杉
原
活
版
所

活
刊

▼
〇
五
八
七　

�

菊
畦
一
枝　

四
集
／
五
集　

各
一
巻
一
冊　

西
川
光
（
子

明
（著　

大
正
十
三
年
十
二
月
／
昭
和
三
年
二
月　

山

形
・
西
川
豊
太
郎
発
行　

山
形
・
五
十
嵐
幸
吉
山
形
活
版

社
活
刊　

西
川
菊
畦
「
隠
居
詩
」
及
び
西
川
菊
畦
夫
妻
結

婚
五
十
年
自
寿
詩
の
各
一
枚
刷
附
属

▼
〇
五
八
八　

�

菊
畦
吟
交
集　

一
巻　

附
録
一
巻　

一
冊　

西
川
光
（
菊

畦
（
編　

大
正
十
年
十
二
月　

山
形
・
西
川
豊
太
郎
発
行　

山
形
・
五
十
嵐
幸
吉
山
形
活
版
社
活
刊

▼
〇
六
一
七　

�

久
地
探
梅
詩　

一
巻
一
冊　

三
田
正
綱
編　

明
治
二
十
七

年
十
月　

神
奈
川
・
三
田
正
綱
発
行　

東
京
・
山
口
啓
助

青
山
活
版
所
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
六
二
一　

�

虚
舟
遺
稿　

二
巻
二
冊　

落
合
済
（
君
楫
・
済
三
（
著　

明
治
二
十
四
年
九
月　

山
口
・
落
合
兼
文
発
行　

東
京
・

長
尾
景
弼
活
刊

〇
六
三
四　

�

旭
川
詩
鈔
初
編　

二
巻
二
冊　

大
賀
賢
励
（
旭
川
（
著　

明
治
三
十
二
年
三
月　

三
重
・
門
脇
任
賢
刊

〇
六
三
五　

�

旭
峯
詩
鈔
初
編　

三
巻
三
冊　

狩
野
良
貴
（
徳
蔵
（
著　

明
治
四
十
二
年
八
月　

秋
田
・
狩
野
貞
吉
発
行　

秋
田
・

石
岡
政
吉
秋
津
活
版
所
活
刊

〇
六
三
六　

�

旭
邨
詩
鈔　

一
巻
一
冊　

蒲
池
雍
（
伯
和
・
桑
洲
（
著　

明
治
三
十
四
年
十
月　

大
分
・
蒲
池
米
太　

岡
栄
太
発
行　
　

大
分
・
蒲
池
忠
鎮
日
田
活
版
所
活
刊

▼
〇
六
五
一　

�

玉
峰
詩
鈔　

一
巻　

写
一
冊
（
七
十
九
丁
（
綱
取
善
成
著　

大
沼
枕
山
朱
筆
添
削　

明
治
十
二
年
五
月
至
同
十
三
年
十

月
の
自
筆
詩
稿　

*m
anuscript1727

〇
六
五
二　

�

槿
域
游
草　

一
巻　

附
三
韓
楽
府　

一
巻　

一
冊　

久
保

得
二
（
天
随
（
著　

大
正
十
三
年　

京
城
・
朝
鮮
総
督
府

活
刊

〇
六
五
六　

�

古
今
文
章
評
解　

八
巻
八
冊　

村
山
自
彊
（
行
健
・
冥

冥
（
編　

第
一
巻
明
治
十
七
年
一
月
／
第
二
巻
同
二
月
／

第
三
巻
同
三
月
／
第
四
巻
同
四
月
／
第
五
巻
同
五
月
／
第

六
巻
同
七
月
／
第
七
巻
同
九
月
／
第
八
巻
同
十
月　

東
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京
・
村
山
自
彊
発
行　

東
京
・
野
口
愛
／
村
山
自
彊
奎
文

堂
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
六
五
七　

�

今
世
名
家
詩
鈔
（
明
治
新
撰
今
世
名
家
詩
鈔
（
三
巻
三
冊　

池
田
観
編　

明
治
十
二
年
七
月　

大
阪
寄
留
・
池
田
観
発

行　

大
阪
・
辻
本
信
太
郎
刊　

蔵
書
印
「
節
常
」

〇
六
七
三　

�
金
洞
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

智
仙
（
井
田
日
爽
（
著　

明
治

十
二
年
十
月　

根
岸
書
院
刊

〇
六
八
一　

�

金
陵
遺
稿　

十
巻
四
冊　

芳
野
世
育
（
金
陵
（
著　

明
治

二
十
年
八
月　

東
京
・
芳
野
世
経
発
行　

東
京
・
原
亮
三

郎
金
港
堂
刊　

蔵
書
印
「
欲
及
時
堂
蔵
書
」

〇
七
〇
三　

�

錦
渓
集
初
編
（
寒
霞
渓
記
勝
（
一
巻
一
冊　

中
桐
絢
海

（
星
岳
（
編　

明
治
二
十
二
年
十
一
月　

香
川
・
木
村
彌

助
紅
雲
亭
発
行　

香
川
・
新
居
政
七
活
刊

▼
〇
七
〇
四　

�

錦
山
遺
稿　

二
巻
二
冊　

矢
土
勝
之
著　

大
正
十
五
年
八

月　

伊
勢
・
澹
園
小
錦
山
房
発
行　

〈
中
華
民
国
〉
活
刊

▼
〇
七
〇
五　

�

錦
山
遺
稿　

一
巻
一
冊　

佐
藤
三
蔵
著　

大
正
四
年
十
月　

朝
鮮
・
佐
藤
恆
丸
発
行　

朝
鮮
・
朝
鮮
総
督
府
官
房
総
務

局
印
刷
所
活
刊

〇
七
一
六　

�

今
古
九
十
一
家
絶
句
錦
繡
屏
風　

三
巻
三
冊　

楢
崎
隆
存

編　

明
治
十
年
十
一
月　

大
阪
・
此
村
庄
吉
／
此
村
彦
助

発
行　

同
刊　

蔵
書
印
「
謝
北
蔵
書
」

〇
七
二
三　

�

錦
洞
小
稿　

二
巻
一
冊　

市
村
水
香
（
梅
軒
（
著　

明
治

四
十
年
五
月　

大
阪
・
市
村
文
発
行　

大
阪
・
谷
口
黙
次

大
阪
活
版
製
造
所
活
刊

〇
七
三
三　

�

欽
堂
遺
稿　

一
巻
一
冊　

佐
竹
義
準
（
季
綸
・
欽
堂
（
著　

松
浦
厚
（
鸞
洲
（
編　

平
井
参
（
魯
堂
（
評　

大
正
十
四

年
四
月
序　

活
刊　

見
返
し
に
「
亡
弟
佐
竹
欽
堂
小
祥
忌

ニ
付
贈
呈　

伯
爵
松
浦
厚
」
と
印
字
し
た
紙
箋
貼
付

〇
七
四
九　

�

空
華
小
録　

一
巻
一
冊　

貞
山
宗
恒
（
空
華
庵
（
著　

明

治
三
十
四
年
三
月　

東
京
・
大
橋
春
崖
発
行　

東
京
・
澤

村
則
辰
成
章
堂
活
刊

〇
七
五
二　

�

空
洞
遺
稿
（
文
／
詩
／
和
歌
（
三
巻
一
冊　

石
坂
堅
壮

（
空
洞
（
著　

明
治
三
十
二
年
十
二
月　

東
京
・
石
坂
惟

寛
発
行　

東
京
・
佐
久
間
衡
治
秀
英
舎
活
刊

〇
七
五
五　

�

寓
茗
黌
詩
文
鈔　

二
巻
一
冊　

中
村
桑
（
子
楡
・
三
焦
（

著　

明
治
二
十
六
年
八
月　

香
川
・
中
村
正
蔵
発
行　

香

川
・
入
江
倍
太
郎
開
文
舎
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
七
七
三　

�

華
陽
洞
文
集　

一
巻
一
冊　

中
臺
直
矢
著　

野
澤
鎌
治
編　
　

明
治
二
十
六
年
二
月　

山
形
・
松
森
又
次
郎
発
行　

山

形
・
相
馬
正
吉
活
刊

〇
七
七
八　

�

浴
沂
風
詠
臥
游
集　

一
巻
一
冊　

三
宅
徳
介
（
白
壺
酔
漁
（

編　

明
治
三
十
七
年
九
月　

兵
庫
・
城
崎
温
泉
事
務
所
発

行　

兵
庫
・
由
利
力
三
郎
豊
岡
由
利
活
版
所
活
刊

〇
七
九
〇　

�
絵
原
有
声
画
集　

一
巻　

附
消
間
文
一
巻　

洋
一
冊　

三
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島
中
洲
著　

三
島
桂
編　

大
正
八
年
四
月　

東
京
・
三
島

桂
絵
原
村
荘
発
行　

東
京
・
百
目
木
智
璉
共
栄
舎
活
刊

〇
七
九
一　

�

懐
古
田
舎
詩
存　

六
巻　

附
詩
歴
一
巻　

六
冊　

本
田
幸

之
助
（
種
竹
山
人
（
著　

大
正
元
年
九
月　

東
京
・
本
間

十
三
郎
発
行　

東
京
・
日
清
印
刷
活
刊

〇
七
九
五　

�

会
心
詩
録　

三
巻
三
冊　

関
根
柔
（
癡
堂
（
編　

明
治

十
七
年
十
二
月　

東
京
・
関
根
癡
堂
発
行　

東
京
・
大
塚

嘉
蔵
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
八
〇
一　

�

香
草
吟
廬
存
稿
（
外
征
紀
事
五
十
絶
（
一
巻
一
冊　

福
原

亮
（
公
亮
・
周
峰
（
著　

明
治
二
十
九
年
一
月　

大
阪
・

青
木
恒
三
郎
発
行　

大
阪
・
谷
口
黙
次
大
阪
活
版
製
造
所

活
刊

〇
八
〇
四　

�

広
陵
雑
詞　

一
巻
一
冊　

山
縣
篤
蔵
（
適
処
（
編　

明
治

十
四
年
一
月　

広
島
・
江
山
吟
社
発
行　

京
都
・
村
上
勘

兵
衛
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
八
一
一　

�

黄
山
遺
稿　

二
巻
一
冊　

中
島
淳
（
黄
山
（
著　

竹
内
貞　

（
東
仙
（
編　

明
治
十
九
年
十
一
月　

福
島
・
七
島
徳
太

郎
成
章
書
房
発
行　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
八
一
二　

�

黄
石
斎
第
一
集　

同
第
二
集　

同
第
三
集　

同
第
四
集　

各
二
巻
二
冊　

岡
本
廸
（
吉
甫
・
黄
石
（
著　

第
一
集
明

治
十
三
年
十
月　

第
二
集
同
十
四
年
二
月　

第
三
集
第
四

集
同
十
五
年
四
月
華
頂
山
房
刊
記　

東
京
・
岡
本
黄
石
発

行　

東
京
・
磯
部
太
郎
兵
衛
刊　

蔵
書
印
「
清
音
館
」

〇
八
一
三　

�

黄
石
斎
六
集　

六
巻
三
冊　

岡
本
廸
（
吉
甫
・
黄
石
（
著　

明
治
二
十
三
年
十
二
月
晩
晴
閣
刊
記　

明
治
二
十
四
年
一

月　

滋
賀
／
東
京
寄
留
・
宇
津
木
豊
吉
発
行　

同
刊　

蔵

書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
八
二
六　

�

皇
朝
詠
史　

一
巻
一
冊　

大
塚
尚
（
如
雲
（
編　

明
治

十
一
年
十
二
月　

埼
玉
／
東
京
寄
留
・
大
塚
尚
発
行　

東

京
・
石
川
治
兵
衛
同
文
社
活
刊

〇
八
三
六　

�

皇
朝
百
家
絶
句　

三
巻
三
冊　

水
越
成
章
（
耕
南
（
編　

亀
山
雲
平
（
節
宇
（
増
評　

明
治
十
八
年
一
月　

兵
庫
・

本
荘
輔
二
／
本
荘
千
代
平
／
大
阪
・
濱
本
伊
三
郎
刊　

蔵

書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
八
四
一　

�

晃
山
紀
勝　

一
巻
／
松
島
紀
行　

一
巻　

一
冊　

大
村
斐

夫
（
桐
陽
（
著　

明
治
十
六
年
七
月　

岡
山
・
大
村
斐
夫

発
行　

岡
山
・
横
山
治
平
活
刊

〇
八
四
四　

�

灌
園
遺
稿　

二
巻
二
冊　

石
津
発
三
郎
（
士
節
・
灌
園
（

著　

明
治
三
十
年
八
月　

京
都
・
石
津
儀
一
発
行　

京

都
・
石
黒
剣
次
郎
合
資
商
報
会
社
活
刊　

書
袋
及
び
石
津

灌
園
「
清
廿
四
家
文
録
跋
」
一
紙
附
属　

蔵
書
印
「
本
城

蔵
書
」

〇
八
六
〇　

�
観
光
紀
游
（
巻
一
航
滬
日
記
／
巻
二
三
蘇
杭
日
記
／
巻
四

滬
上
日
記
／
巻
五
六
燕
京
日
記
／
巻
七
滬
上
再
記
／
巻
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八
九
十
粤
南
日
記
（
十
巻
三
冊　

岡
千
仭
著　

明
治
十
九

年
八
月　

東
京
・
岡
千
仭
発
行　

東
京
・
吉
川
半
七
近
藤

活
版
所
活
刊

〇
八
六
一　

�

観
光
紀
游
（
巻
一
航
滬
日
記
／
巻
二
三
蘇
杭
日
記
／
巻

四
滬
上
日
記
／
巻
五
六
燕
京
日
記
／
巻
七
滬
上
再
記
／

巻
八
九
十
粤
南
日
記
（
十
巻
三
冊　

岡
千
仭
著　

明
治

二
十
五
年
十
一
月　

東
京
・
岡
千
仭
発
行　

東
京
・
添
田

文
次
郎
活
刊

〇
八
七
四　

�

煥
斎
遺
稿　

一
巻
一
冊　

村
上
知
二
郎
（
士
章
（
著　

村

上
純
之
編　

明
治
十
七
年
六
月　

京
都
・
村
上
克
己
発
行　

活
刊

〇
八
七
五
甲�

還
読
斎
遺
稿　

二
巻
二
冊　

富
田
厚
積
（
鷗
波
（
大
正
二

年
八
月　

福
井
・
富
田
婉
発
行　

岐
阜
・
河
田
貞
次
郎
西

濃
印
刷
活
刊　

「
土
肥
先
生　

進
呈　

福
田
源
三
郎
」
の

紙
箋
附
属

〇
八
八
五　

�

環
翠
楼
詩
鈔　

二
巻
一
冊　

横
山
政
和
（
敬
夫
・
蘭
洲
（

著　

明
治
三
十
五
年
九
月　

北
海
道
・
横
山
隆
起
発
行　

東
京
・
野
村
宗
十
郎
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
刊

〇
八
九
四　

�

桂
陰
詩
集　

二
巻
一
冊　

棚
谷
元
善
（
桂
陰
（
著　

丸
山

宇
米
古
編　

大
正
十
年
十
一
月　

東
京
・
棚
谷
伸
彦
発
行　

東
京
・
加
藤
喜
三
郎
加
藤
活
版
所
活
刊

〇
八
九
五　

�

桂
園
遺
稿　

二
巻
二
冊　

田
宮
篤
輝
（
弥
太
郎
・
如
雲
（

著　

明
治
二
十
九
年
十
月　

東
京
・
加
藤
重
太
郎
発
行　

東
京
・
松
澤
［
玒
］
三
同
労
舎
活
刊

〇
九
〇
三　

�

敬
宇
詩
集　

三
巻
三
冊　

中
村
正
直
著　

大
正
十
五
年　

東
京
・
中
村
正
一
発
行　

東
京
・
敬
宇
詩
集
刊
行
発
行
所

活
刊

〇
九
〇
六　

�

敬
宇
文
集　

十
六
巻
六
冊　

中
村
正
直
著　

明
治
三
十
六

年
四
月　

東
京
・
吉
川
半
七
吉
川
弘
文
館
発
行　

東
京
・

吉
川
印
刷
工
場
活
刊

▼
〇
九
一
五　

�

瓊
琚
餘
韵
［
松
井
楓
川
結
婚
五
十
年
松
井
友
石
結
婚

二
十
五
年
賀
集
］
一
巻
一
冊　

松
井
清
編　

大
正
元
年

十
二
月　

東
京
・
甲
津
学
舎
発
行　

東
京
・
金
桂
堂
活
刊

〇
九
二
一　

�

瓊
矛
餘
滴
（
一
名
本
朝
蒙
求
（
三
巻
三
冊　

橋
本
寧
著　

明
治
十
年
二
月　

東
京
・
小
林
新
兵
衛
嵩
山
房
刊　

蔵
書

印
「
本
城
蔵
書
」　

書
袋
附
属　

表
紙
に
「
石
川
県
優
賞

章
」
の
捺
印

▼
〇
九
二
九　

�

経
子
史
千
絶　

一
巻
一
冊　

高
橋
敬
十
郎
（
子
和
・
白

山
（
著　

明
治
四
十
三
年
五
月　

東
京
・
高
橋
作
衛
発
行　

東
京
・
神
谷
岩
次
郎
東
京
印
刷
活
刊

〇
九
三
五　

�

警
軒
文
鈔　

三
巻
三
冊　

阪
田
丈
平
（
夫
卿
（
著　

池
田

精
一
編　

明
治
三
十
八
年
三
月　

東
京
・
阪
田
耐
二
発
行　

東
京
・
斎
藤
章
達
東
京
印
刷
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
九
三
六　

�
警
醒
鐵
鞭　

一
巻
一
冊　

田
中
参
（
隠
居
放
言
翁
（
著　
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小
永
井
小
舟
評　

明
治
十
九
年
十
月　

東
京
・
丸
谷
新
八

発
行　

東
京
・
九
春
堂
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

〇
九
三
九　

�

馨
山
遺
稿　

一
巻
一
冊　

熱
田
登
著　

明
治
三
十
六
年
五

月　

千
葉
・
熱
田
元
太
郎
発
行　

東
京
・
多
田
栄
次
愛
善

社
活
刊

〇
九
四
一　

�

景
蘇
軒
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

向
山
栄
（
欣
父
（
著　

杉
浦

誠
（
求
之
（
編　

明
治
三
十
二
年
九
月　

東
京
・
杉
浦
誠

発
行　

東
京
・
吉
川
半
七
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
刊

▼
〇
九
四
七　

�

同
人
詩
集
奚
嚢　

五　

附
寿
星
帖　

一
巻
一
冊　

昭
和
六

年
四
月　

愛
知
・
奚
嚢
社
同
人
代
表
柳
沼
信
太
郎　

愛

知
・
柳
沼
信
太
郎
油
印

〇
九
五
一　

�

奎
堂
詩
存　

一
巻
一
冊　

清
浦
奎
吾
（
奎
堂
（
著　

大
正

十
五
年
十
一
月　

東
京
・
中
川
吉
郎
発
行　

東
京
・
圓
谷

三
之
助
圓
谷
印
刷
所
活
刊　

見
返
し
に
「
岩
渓
裳
川
詞
兄

哂
存　

著
者
」
の
墨
書
あ
り

〇
九
五
二　

�

褧
亭
文
鈔
初
編　

三
巻
三
冊　

蒲
生
重
章
著　

明
治
三�

十
一
年
九
月　

東
京
・
蒲
生
氏
青
天
白
日
楼
発
行　

東

京
・
森
田
鐵
五
郎
／
大
倉
書
店
刊

〇
九
六
八　

�

邀
月
楼
存
稿　

五
巻
五
冊　

股
野
琢
（
子
玉
・
藍
田
（
著　

大
正
八
年
四
月　

東
京
・
股
野
琢
発
行　

東
京
・
中
島
丑

之
助
東
京
国
文
社
活
刊　

土
肥
慶
蔵
宛
の
進
呈
紙
箋
附
属

〇
九
七
五　

�

月
洲
遺
稿　

三
巻
三
冊　

巖
垣
六
蔵
著　

明
治
十
一
年
三

月　

京
都
・
巖
垣
筠
二
郎
発
行　

京
都
・
林
芳
兵
衛
刊　

上
巻
表
紙
に
「
上
中
下
三
巻　

明
治
卅
七
年
十
二
月
日　

杉
浦
重
剛
兄
寄
贈
」
の
墨
書
あ
り

▼
〇
九
七
六　

�

月
洲
稿
（
甲
申
稿
（
一
巻　

写
一
冊
（
三
十
六
丁
（
江
戸

時
代
後
期　

著
者
自
筆
稿　

*m
anuscript1293

▼
〇
九
九
九　

�

藼
圃
集
（
藼
圃
詩
鈔
一
巻
／
藼
圃
文
鈔
一
巻
（
一
冊　

黒

木
茂
矩
（
方
甫
（
著　

明
治
四
十
二
年
八
月　

東
京
・
黒

木
安
雄
発
行　

東
京
・
七
條
愷
金
属
版
印
刷
石
印

▼
一
〇
二
七　

�

古
香
書
屋
詩
存　

二
巻
二
冊　

吉
嗣
達
（
拝
山
（
著　

吉

嗣
慶
（
鼓
山
（
編　

大
正
七
年
三
月　

東
京
・
中
島
丑
之

助
東
京
国
文
社
活
刊

▼
一
〇
三
六　

�

古
稀
唱
和　

附
古
稀
寿
頌
集
／
祝
賀
和
歌　

不
分
巻
一
冊　

奥
津
広
（
雁
行
（
編　

明
治
四
十
四
年
四
月　

東
京
・
奥

津
寿
発
行　

東
京
・
小
川
徳
治
郎
尚
文
館
活
版
部
活
刊

▼
一
〇
四
六　

�

古
今
名
家
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

渡
邊
助
次
郎
編　

明
治
十

年
十
月　

東
京
・
渡
邊
助
次
郎
発
行　

東
京
・
管
城
舎
刊

一
〇
四
七　

�

古
詩
韻
範　

五
巻
首
一
巻　

一
冊　

武
元
正
質
（
景
文
・

登
々
庵
（
著　

明
治
重
刊
小
本

一
〇
七
八　

�

湖
山
近
稿　

二
巻
二
冊　

小
野
長
愿
（
湖
山
（
著　

明
治

十
年
五
月　

東
京
・
林
春
濤
発
行　

東
京
・
橘
屋
安
之
助

／
島
屋
平
七
刊

一
〇
八
三　

�
湖
山
老
後
詩　

二
巻
二
冊　

小
野
愿
（
侗
翁
（
著　

明
治
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二
十
七
年
五
月　

大
阪
・
石
橋
増
官
発
行　

大
阪
・
赤
川

孫
兵
衛
龍
雲
舎
活
刊　

蔵
書
印
「
古
道
照
顔
楼
珍
蔵
」

「
本
城
蔵
書
」

一
〇
八
七　

�

虎
溪
存
稿　

一
巻　

洋
一
冊　

三
島
毅
著　

明
治
三
十
八

年
四
月　

東
京
・
三
島
復
二
松
学
舎
発
行　

東
京
・
池
田

九
段
印
刷
所
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

一
一
〇
九　

�

五
花
留
影
集　

附
五
花
載
詠
／
碧
雲
仙
館
看
竹
詩
画
冊
不　

分
巻
一
冊　

磯
野
秋
渚
（
惟
秋
（
著　

大
正
五
年
九
月　

大
阪
・
磯
野
於
莵
介
発
行　

大
阪
・
濱
田
正
夫
活
刊

一
一
一
七　

�

五
大
洲
沿
革
歌　

一
巻
一
冊　

草
場
廉
（
船
山
（
著　

明

治
八
年
三
月　

京
都
・
草
場
氏
耕
読
楼
発
行　

京
都
・
文

求
堂
刊

一
一
二
〇　

�

五
楽
園
詩
鈔　

一
巻
／
五
楽
園
別
鈔　

一
巻
／
講
筵
餘
吟

二
巻　

四
冊　

元
田
永
孚
（
子
中
・
東
野
（
著　

明
治

十
六
年
六
月
序　

活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

▼
一
一
二
三　

�

五
龍
文
詩
（
五
龍
文
抄　

一
巻
／
五
龍
詩
抄　

一
巻
（
二

冊　

玉
乃
世
履
著　

明
治
二
十
二
年
七
月　

東
京
・
玉
乃

光
子
発
行　

東
京
・
穴
山
徳
太
郎
有
隣
堂
刊　

蔵
書
印

「
長
谷
川
図
書
印
」
「
鶚
軒
文
庫
」

一
一
二
四　

�

梧
陰
存
稿　

二
巻
二
冊　

井
上
毅
著　

小
中
村
義
象
編　

明
治
二
十
八
年
九
月　

東
京
・
六
合
館
書
店
発
行　

東

京
・
渡
辺
兵
吉
刊

一
一
二
五　

�

梧
園
詩
話　

二
巻
二
冊　

細
川
潤
（
潤
叟
（
著　

明
治

三
十
七
年
二
月　

東
京
・
西
川
忠
亮
発
行　

東
京
・
野
村

宗
十
郎
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
刊

▼
一
一
二
七　

�

後
身
詩
録　

二
巻　

補
遺
一
巻　

二
冊　

太
田
有
終
著　

堀
内
精
校　

大
正
元
年
十
二
月　

静
岡
・
太
田
け
い
発
行　

静
岡
・
松
下
十
七
六
開
明
堂
活
刊　

山
崎
覚
次
郎
及
び
今

福
正
喜
の
名
刺
附
属

▼
一
一
三
一　

�

呉
楚
遊
草　

一
巻
／
遼
月
韓
雲
吟
草　

一
巻　

一
冊　

前

田
慧
雲
（
含
潤
（
著　

大
正
十
一
年
六
月　

東
京
・
前
田

慧
雲
発
行　

東
京
・
黒
木
秀
夫
六
合
社
油
印

▼
一
一
三
二　

�

呉
鳳
集
（
新
鞾
集　

一
巻
／
仙
桃
集　

一
巻
（
一
冊　

清

川
玄
道
（
菖
軒
（
編　

明
治
十
三
年
十
月
序　

東
京
・
清

川
玄
道
杏
花
春
雨
書
屋
発
行　

活
刊

一
一
五
一　

�

弘
毅
斎
遺
稿　

附
弘
毅
斎
先
生
小
伝　

一
巻
一
冊　

奥
平

居
正
（
謙
甫
・
謙
輔
（
著　

大
正
十
五
年
六
月　

東
京
・

萩
事
変
五
十
年
追
悼
会
代
表
堀
栄
一
発
行　

東
京
・
三
澤

善
哉
東
陽
印
刷
活
刊

▼
一
一
六
一　

�

孔
昭
集
［
横
井
忠
直
追
悼
詩
文
］
一
巻
一
冊　

横
井
忠
吉

編　

大
正
七
年
七
月
跋　

活
刊

▼
一
一
六
四　

�

公
餘
漫
唫　

一
巻
一
冊　

芳
川
顕
正
（
越
山
（
著　

明
治

十
九
年
十
二
月
序　

多
色
石
印

一
一
六
六　

�
扛
鼎
集　

二
巻　

続
扛
鼎
集　

二
巻　

各
二
冊　

大
森
惟
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中
編　

明
治
十
六
年
十
二
月
序　

続
集
明
治
十
八
年
七
月　

東
京
・
大
森
惟
中
発
行　

東
京
・
大
手
吟
社
活
刊

一
一
七
二　

�

谷
崗
唱
和　

一
巻
一
冊　

渋
谷
啓
（
子
発
・
牀
山
（／
邨

岡
良
弼
（
良
卿
・
櫟
斎
（
著　

明
治
四
十
一
年
十
月　

東

京
・
国
語
漢
文
会
発
行　

東
京
・
天
野
耕
一
秀
英
舎
活
刊

▼
一
一
七
五　

�

国
香
高
節
集
［
新
居
湘
香
還
暦
祝
賀
詩
文
書
画
］
一
巻　

附
録
新
居
湘
香
吟
艸　

一
巻　

一
冊　

明
治
四
十
二
年
十

月　

北
海
道
・
梁
田
政
輔
発
行　

北
海
道
・
山
藤
敬
助
山

藤
活
版
所
活
刊

一
一
七
六　

�

国
詩
史
略　

二
巻　

附
皇
朝
十
八
孝
伝　

一
巻　

二
冊　

大
槻
清
崇
（
磐
渓
（
著　

明
治
五
年
三
月
刊
記　

石
原
隠

居
発
行　

刊

一
一
九
七　

�

滾
々
寿
集
［
中
野
貫
一
古
稀
祝
賀
詩
文
書
画
］
一
巻
一
冊　

大
正
八
年
一
月　

新
潟
・
林
石
之
助
発
行　

新
潟
・
小
林

良
平
北
越
新
報
社
活
刊

一
二
四
四　

�

犀
陽
遺
文　

一
巻
一
冊　

野
口
之
布
（
士
政
（
著　

永
山

近
彰
（
士
常
（
編　

明
治
三
十
四
年
六
月　

東
京
・
野
口

遵
発
行　

東
京
・
小
林
亀
太
郎
刊

一
二
六
二　

�

巣
雲
存
稿　

一
巻
一
冊　

小
山
轍
太
郎
著　

大
正
十
年
七

月　

東
京
・
小
山
温
発
行　

東
京
・
竹
内
喜
太
郎
日
清
印

刷
活
刊
。

一
二
六
三　

�

蒼
海
遺
稿　

一
巻
一
冊　

副
島
種
臣
（
蒼
海
（
著　

副
島

道
正
編　

武
井
義
／
鈴
木
於
菟
之
助
／
佐
々
木
哲
太
郎
校　

明
治
三
十
八
年
五
月　

東
京
・
佐
々
木
哲
太
郎
発
行　

佐

久
間
衡
治
秀
英
舎
活
刊　

蔵
書
印
「
土
肥
慶
蔵
」

一
二
六
四　

�

蒼
海
全
集　

六
巻
六
冊　

副
島
種
臣
（
蒼
海
（
著　

副
島

道
正
編　

武
井
義
／
鈴
木
於
菟
之
助
／
佐
々
木
哲
太
郎　

校　

大
正
六
年
二
月　

東
京
・
副
島
道
正
発
行　

東
京
・

渡
邊
八
太
郎
日
清
印
刷
活
刊

一
二
六
五　

�

蒼
官
餘
韵
／
同
後
篇
／
同
附
録
［
兵
庫
福
厳
寺
古
松
顕
彰

詩
文
］
各
一
巻
一
冊　

瀧
宜
睦
（
蘭
岳
（
編　

大
正
三
年

五
月　

後
編
／
附
録
大
正
四
年
十
二
月　

兵
庫
・
福
厳
寺　

瀧
宜
睦
発
行　

京
都
・
桑
原
安
貞
合
資
商
報
会
社
活
刊　

書
袋
及
び
土
肥
鶚
軒
宛
て
の
瀧
宜
睦
書
簡
三
通
附
属

一
二
七
五　

�

双
峯
文
鈔
／
同
第
二
編　

各
二
巻
一
冊　

佐
藤
精
明
（
子

廉
（
著　

明
治
四
十
年
八
月
／
第
二
編
大
正
七
年
九
月　

福
島
・
佐
藤
精
明
発
行　

東
京
・
石
川
金
太
郎
秀
英
舎
活

刊
／
第
二
編
東
京
・
中
島
藤
太
郎
神
田
印
刷
所
活
刊

▼
一
二
八
八　

�

蔵
名
山
房
雑
著
第
一
集
（
第
一
冊
東
旋
詩
紀　

一
巻
／
使

会
津
記　

一
巻　

第
二
冊
禺
于
日
録　

一
巻
／
熱
海
游
記

一
巻　

第
三
冊
北
游
詩
草　

二
巻
／
渉
史
偶
筆
巻
一　

第

四
冊
同
巻
二
至
巻
四　

第
五
冊
同
巻
五
巻
六　

第
六
冊
渉

史
続
筆
巻
一
至
巻
三　

第
七
冊
同
巻
四
巻
五　

第
八
冊
同

巻
六
巻
七
（　

八
冊　

岡
千
仭
（
振
衣
（
著　

第
一
冊
見
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返
し
明
治
十
四
年
四
月
刊
記　

第
三
冊
明
治
十
五
年
三
月

序　

第
六
冊
明
治
十
六
年
八
月
序　

岡
千
仭
発
行　

草
私

史
亭
活
刊　

蔵
書
印
「
香
湖
」

一
三
二
二　

�

山
陽
詩
鈔　

八
巻
四
冊　

頼
襄
（
子
成
・
久
太
郎
（
著　

明
治
十
二
年
一
月　

大
阪
・
濱
本
伊
三
郎
／
平
野
藤
七
重

刊

一
三
二
四　

�

山
陽
詩
鈔
註
釈　

洋
一
冊　

奥
山
正
幹
著　

大
正
三
年
十

月
発
行
同
十
一
月
再
版　

東
京
・
山
陽
詩
鈔
出
版
会
代
表

者
大
橋
敏
郎
発
行　

東
京
・
金
子
久
太
郎
三
協
印
刷
活
刊

一
三
二
七　

�

山
陽
先
生
題
跋　

二
巻
一
冊　

頼
襄
（
子
成
（
著　

児
玉

慎
（
士
敬
（
編　

明
治
十
二
年
三
月　

大
阪
・
田
中
太
右

衛
門
／
和
田
次
郎
兵
衛
／
松
村
九
兵
衛
重
刊

▼
一
三
三
二　

�

杉
雨
楼
詩
第
二
集　

一
巻
一
冊　

安
田
義
直
（
泰
道
（
著　

明
治
三
十
四
年
十
二
月　

大
阪
・
八
木
清
九
郎
発
行　

大

阪
・
蔡
倫
社
活
刊　

巻
末
に
「
岸
本
岱
水
所
有
」
の
墨
書

一
三
三
三　

�

棧
雲
峡
雨
日
記　

二
巻
／
棧
雲
峡
雨
詩
草　

一
巻　

三
冊　

竹
添
光
鴻
（
井
井
（
著　

明
治
十
二
年
三
月　

東
京
・
竹

添
進
一
郎
発
行　

東
京
・
野
口
愛
刊

一
三
三
九　

�

三
家
文
鈔　

一
巻
一
冊　

久
保
木
竹
窓
／
宮
本
茶
村
／
吉

川
天
浦
著　

清
宮
秀
堅
編　

明
治
十
一
年
九
月　

東
京
・

玉
山
堂
刊

一
三
四
二　

�

三
嶽
荘
唱
和
編　

二
巻
一
冊　

金
井
雄
（
飛
卿
（
編　

明

治
三
十
七
年
九
月　

東
京
・
金
井
雄
発
行　

東
京
・
長
谷

川
正
直
東
京
印
刷
活
刊

一
三
六
四　

�

新
選
三
体
詩　

三
巻　

附
録
一
巻　

二
冊　

小
野
長
愿

（
侗
翁
（
著　

明
治
二
十
年
四
月　

滋
賀
／
東
京
寄
留
・

横
山
源
太
郎
発
行　

東
京
・
游
焉
吟
社
刊　

蔵
書
印
「
本

城
蔵
書
」

一
三
七
二　

�

三
体
詩
詳
解　

三
巻
三
冊　

野
口
弌
（
一
太
郎
・
寧
斎
（

著　

上
巻
明
治
二
十
六
年
七
月
初
版
同
三
十
六
年
四
刷　

中
巻
同
二
十
七
年
一
月
初
版
同
三
十
六
年
三
刷　

下
巻
同

二
十
七
年
十
月
初
版
同
三
十
一
年
二
刷　

明
治
三
十
六
年

東
京
・
出
村
収
吾
新
進
堂
発
行　

東
京
・
石
崎
安
蔵
共
益

商
社
印
刷
部
活
刊

一
三
八
二　

�

三
餘
堂
詩
鈔　

三
巻
一
冊　

窪
田
茂
遂
（
逢
辰
・
梨
渓
（

著　

明
治
四
十
一
年
九
月　

東
京
・
小
森
澤
長
政
発
行　

東
京
・
田
中
市
之
助
東
陽
堂
活
刊

▼
一
三
八
七　

�

讃
州
詩
草　

附
録
聯
句　

洋
一
冊　

久
保
得
二
（
天
随
（

著　

大
正
九
年
十
二
月
刊
記　

香
川
・
久
保
得
二
（
天

随
（
発
行　

活
刊

▼
一
三
九
四　

�

増
補
頭
字
詩
韻
含
英
異
同
辨　

存
巻
九
至
巻
十
八　

一
冊　

清
・
劉
文
蔚
（
豹
君
（
撰　

明
治
十
三
年
二
月　

岡
山
／

東
京
寄
留
・
吉
岡
保
道
発
行　

東
京
・
聚
星
堂
銅
板
印
刷

一
四
三
四　

�
明
治
詩
語
詩
学
階
梯　

二
巻
二
冊　

楢
崎
隆
存
著　

明
治
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十
一
年
十
月　

大
阪
・
楢
崎
隆
存
発
行　

大
阪
・
三
木
美

記
三
木
書
楼
刊　

蔵
書
印
「
橋
本
政
武
」「
土
肥
慶
蔵
」

一
四
八
三　

�

詩
董
狐　

評
林
第
一
集　

洋
一
冊　

国
分
高
胤
（
青
厓
（

著　

明
治
三
十
年
三
月　

東
京
・
三
樹
一
平
明
治
書
院
発

行　

東
京
・
島
連
太
郎
秀
英
舎
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵

書
」

▼
一
四
九
九　

�〔
詩
文
雑
録
〕（
闕
里
換
骨
／
幕
末
詩
文
抄
出
（
不
分
巻
写

一
冊
（
五
十
五
丁
（
幕
末
明
治
初
期　

吉
田
松
陰
門
下
の

写
本
か　

*m
anuscript2332

一
五
一
一　

�

賜
研
楼
詩　

五
巻
二
冊　

小
野
長
愿
（
湖
山
（
著　

明
治

十
七
年
八
月　

東
京
・
小
野
長
愿
発
行　

東
京
・
前
田
円

鳳
文
館
刊

一
五
一
二　

�

賜
告
土
産
／
続
賜
告
土
産　

二
巻
一
冊　

江
間
政
発
（
些

亭
（
著　

明
治
二
十
六
年
十
一
月　

東
京
・
江
間
政
発
発

行　

東
京
・
島
田
用
定
汽
関
舎
活
刊

一
五
二
〇　

�

紫
陽
遺
稿　

二
巻
二
冊　

増
田
祺
（
白
水
（
著　

明
治

三
十
四
年
十
一
月　

愛
知
・
増
田
鐵
太
郎
発
行　

愛
知
・

山
田
良
弼
一
誠
社
活
刊

▼
一
五
四
三　

�

指
翠
堂
絶
句
鈔　

一
巻
一
冊　

逸
見
三
省
（
希
曽
・
魯

斎
（
著　

明
治
三
十
六
年
十
二
月　

東
京
・
逸
見
荘
左
衛

門
発
行　

東
京
・
青
山
藤
四
郎
青
山
活
版
所
活
刊

一
五
四
七　

�

芝
山
一
笑　

一
巻
一
冊　

石
川
鴻
斎
著　

明
治
十
一
年
八

月　

東
京
・
石
川
鴻
斎
発
行　

東
京
・
熊
谷
庄
七
刊　

蔵

書
印
「
松
田
氏
印
」

一
五
五
〇　

�

芝
山
先
生
遺
稿　

二
巻
一
冊　

後
藤
世
鈞
（
守
中
（
著　

明
治
四
十
一
年
六
月　

香
川
・
香
川
県
教
育
会
高
松
支
部

西
本
政
次
郎
発
行　

東
京
・
大
鳥
居
弃
三
日
清
印
刷
活
刊

一
五
六
四　

�

支
峰
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

頼
復
（
士
剛
（
著　

明
治

三
十
二
年
七
月　

京
都
・
頼
龍
三
発
行　

京
都
・
山
田
茂

助
刊

一
五
八
三　

�

秋
錦
山
房
詩
鈔　

三
巻
三
冊　

平
塚
真
宝
（
梅
花
（
著　

明
治
十
五
年
五
月　

神
奈
川
・
平
塚
真
宝
発
行　

東
京
・

島
屋
平
七
萬
青
堂
刊　

蔵
書
印
「
大
津
」

一
五
八
四　

�

秋
琴
遺
響
（
秋
琴
山
房
文
鈔　

二
巻
／
秋
琴
山
房
詩
鈔　

一
巻
（
三
巻
二
冊　

長
松
幹
（
子
固
（
著　

明
治
三
十
七

年
七
月
刊
記　

活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

一
五
八
五　

�

秋
懐
唱
和
集　

一
巻
一
冊　

入
澤
達
吉
（
雲
荘
（
著　

昭

和
二
年
三
月　

東
京
・
入
澤
達
吉
発
行　

東
京
・
野
田
文

之
助
（
上
海
（
撥
雲
館
活
刊　

贈
呈
の
紙
箋
附
属

一
五
八
六　

�

秋
水
遺
稿　

二
巻
二
冊　

筒
井
載
（
元
卿
・
與
八
郎
（
著　

大
正
六
年
四
月　

愛
知
・
鈴
木
友
次
郎
発
行　

大
阪
・
田

中
辰
之
助
龍
文
舎
活
刊

一
五
八
七　

�
秋
水
存
稿　

二
巻
二
冊　

筒
井
載
（
元
卿
（
著　

明
治

十
四
年
六
月　

愛
知
・
杉
浦
善
七
発
行　

愛
知
・
片
野
東
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四
郎
刊

一
五
八
八　

�

秋
声
窓
詩
鈔　

一
巻
一
冊　

関
義
臣
著　

大
正
十
二
年
三

月　

東
京
・
関
義
寿
湘
雲
書
屋
発
行　

東
京
・
島
連
太
郎

三
秀
舎
活
刊

一
五
八
九
乙�
秋
声
窓
詩
鈔
別
集　

二
巻
一
冊　

関
義
臣
著　

明
治
二
十�

七
年
七
月　

東
京
・
関
氏
湘
雲
書
屋
発
行　

東
京
・
山
本

道
知
刊

一
五
九
〇　

�

秋
声
窓
文
鈔
第
一
編　

二
巻　

附
録
昌
平
坂
学
問
所
在
学

私
記
／
関
男
爵
小
伝　

一
巻　

三
冊　

関
義
臣
（
季
確
（

著　

大
正
四
年
七
月　

東
京
・
大
森
利
学
発
行　

東
京
・

中
野
鍈
太
郎
東
陽
印
刷
活
刊

一
五
九
一　

�

秋
邨
遺
稿　

三
巻　

附
録
一
巻　

三
冊　

柴
莘
（
緑
野
（

著　

柴
直
（
有
孚
（
編　

明
治
三
十
四
年
七
月　

大
阪
・

柴
直
太
郎
発
行　

活
刊

一
五
九
三　

�

秋
碧
吟
廬
詩
鈔　

甲
籤
巻
一
至
巻
三　

三
冊
／
乙
籤
巻
四

至
巻
六　

三
冊
／
丁
籤
巻
十
至
巻
十
二　

一
冊
（
欠
巻
七

至
巻
九
（
七
冊　

久
保
得
二
（
天
随
（
著　

甲
籤
大
正
六

年
八
月　

東
京
・
久
保
得
二
声
教
社　

東
京
・
高
桑
基
次

秀
英
舎
活
刊
乙
籤
大
正
十
年
七
月
活
刊
／
丁
籤
昭
和
二
年

七
月　

東
京
・
久
保
得
二
発
行　

東
京
・
尾
藤
光
之
助
開

明
堂
活
刊

▼
一
五
九
四　

�

岫
雲
文
抄　

一
巻
一
冊　

太
田
有
終
（
岫
雲
（
著　

明
治

四
十
五
年
五
月
松
尾
鍾
跋　

活
刊

一
五
九
五
乙�

囚
山
亭
百
律　

一
巻
一
冊　

芳
川
逸
（
公
晦
（
著　

文
政

十
三
年
二
月
序
刊　

巻
末
に
著
者
自
筆
識
語
「
逸
近
頃
閲

此
巻
、
疵
瑕
百
出
、
不
堪
赧
汗
、
然
既
公
於
世
、
今
難
如

之
何
」

一
六
〇
八　

�

下
谷
吟
社
詩
初
篇　

三
巻
三
冊　

大
沼
厚
（
枕
山
（
編　

明
治
八
年
十
一
月　

東
京
・
大
沼
厚
発
行　

東
京
・
考
詩

閣
刊

一
六
一
一　

�

七
曲
吟
社
詩　

八
巻
四
冊　

有
馬
則
興
（
龍
斎
（／
関

三
一
編　

明
治
十
八
年
九
月　

東
京
・
鱸
松
塘
発
行　

東

京
・
東
生
亀
次
郎
刊　

蔵
書
印
「
有
芳
斎
」「
本
城
蔵

書
」

一
六
一
八　

�

科
野
遊
草　

一
巻
一
冊　

土
屋
弘
著　

明
治
三
十
六
年
十

月　

東
京
・
土
屋
弘
発
行　

東
京
・
野
村
宗
十
郎
東
京
築

地
活
版
製
造
所
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

一
六
一
九　

�

科
野
二
十
八
字
詩　

一
巻
洋
一
冊　

遠
山
恭
（
恭
平
・
乾

斎
（
編　

高
橋
貞
（
白
山
（／
丸
山
鑽
（
龍
川
（
校　

明

治
三
十
二
年
三
月　

東
京
・
上
原
才
一
郎
発
行　

東
京
・

保
阪
治
秀
英
舎
活
刊

一
六
二
六
乙�

習
文
録　

一
編　

二
編　

三
編　

四
編　

甲
乙
判　

各
二

巻　

十
冊　

皆
川
愿
（
淇
園
（
著　

明
治
九
年
五
月　

京

都
・
藤
井
孫
兵
衛
発
行　

寛
政
十
年
刊
後
印
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一
六
二
九　

�

拾
翠
遺
稿　

二
巻　

附
温
石
詩
文
鈔
／
杏
畝
詩
鈔　

一
巻　

一
冊　

井
上
恭
安
著　

井
上
三
省
（
温
谷
（
／
井
上
三
廸

（
杏
畝
（
著　

昭
和
三
年
二
月　

井
上
三
廸
／
井
上
豊
太

郎
発
行　

東
京
・
今
井
健
三
祥
光
社
活
刊

一
六
五
二　

�
賞
心
贅
録
／
賞
心
十
六
事
／
続
賞
心
十
六
事
／
続
続
賞
心

十
六
事　

四
巻
四
冊　

江
馬
聖
欽
（
正
人
・
天
江
（
著　

明
治
十
四
年
九
月　

京
都
・
北
邨
四
郎
兵
衛
発
行　

大
西

為
助
刊　

二
色
套
印

一
六
五
五　

�

墻
東
庵
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

後
藤
謙
（
益
甫
・
東
庵
（
著　

明
治
三
十
一
年
九
月　

福
岡
・
後
藤
謙
発
行　

東
京
・
吉

岡
厳
八
秀
英
舎
活
刊

▼
一
六
六
八　

�

情
声
詩
存　

一
巻
一
冊　

結
城
琢
（
蓄
堂
（
編　

井
土
経

重
（
霊
山
（
補　

大
正
四
年
二
月　

東
京
・
結
城
琢
発
行　

東
京
・
中
島
森
太
郎
神
田
印
刷
所
活
刊

▼
一
六
七
八　

�

種
竹
山
人
枕
上
吟　

附
諸
家
慰
悼
詩　

一
巻
一
冊　

本
田

常
一
（
種
竹
（
著　

明
治
四
十
一
年
五
月　

東
京
・
本
田

常
一
峩
眉
山
房
発
行　

東
京
・
広
瀬
鐘
太
郎
内
外
印
刷
活

刊

一
六
八
一　

�

寿
蔵
唱
和
［
小
野
湖
山
寿
蔵
詩
唱
和
集
］
一
巻
一
冊　

大

竹
萬
吉
編　

明
治
三
十
四
年
六
月　

京
都
・
大
竹
萬
吉
発

行　

京
都
・
奥
邨
藤
次
郎
京
都
印
刷
活
刊

一
六
八
五　

�

樹
堂
遺
稿　

二
巻
二
冊　

青
木
可
笑
（
孟
純
（
著　

明
治

二
十
一
年
一
月　

東
京
・
永
井
久
一
郎
発
行　

東
京
・
永

井
松
右
衛
門
活
刊　

蔵
書
印
「
待
鶯
堂
図
書
印
」「
謹
」

一
六
八
八　

�

従
吾
軒
文
集　

一
巻
一
冊　

田
中
参
（
子
忠
（
著　

明
治

三
十
六
年
六
月　

東
京
・
田
中
次
郎
継
絶
学
舎
出
版
部
発

行　

田
中
正
造
同
志
社
活
版
所
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵

書
」

一
六
八
九　

�

従
心
寿
言
［
三
島
中
洲
古
稀
祝
賀
詩
文
］
一
巻
一
冊　

石

埼
謙
編　

明
治
三
十
四
年
五
月　

大
阪
・
石
埼
謙
／
東

京
・
二
松
学
舎
発
行　

東
京
・
井
上
源
之
丞
翔
鸞
社
活
刊

一
六
九
九　

�

春
江
文
草　

一
巻
一
冊　

安
井
春
江
著　

明
治
十
九
年
四

月　

愛
知
／
三
重
寄
留
・
安
井
春
江
発
行　

三
重
・
鈴
木

嘉
兵
衛
活
刊

一
七
〇
〇　

�

春
嶽
遺
稿
（
文
一
巻
／
詩
一
巻
／
歌
集
二
巻
（
四
巻
四
冊　

松
平
慶
永
著　

松
平
康
荘
編　

明
治
三
十
四
年
十
月　

福

井
・
松
平
康
荘
発
行　

東
京
・
戸
上
義
章
秀
英
舎
第
一
工

場
活
刊

一
七
〇
五　

�

春
山
遺
稿　

一
巻
一
冊　

鈴
木
淳
（
春
山
（
著　

河
野
通

之
（
荃
汀
（
評　

明
治
四
十
一
年
十
一
月　

宮
城
・
鈴
木

惇
発
行　

宮
城
・
佐
藤
源
太
郎
宮
城
活
版
社
活
刊

▼
一
七
〇
六　

�

春
山
詩
草　

一
巻　

写
一
冊
（
四
十
八
丁
（
溝
部
実
光

（
有
謙
・
欽
斎
（
著　

江
戸
後
期　

自
筆
稿
本
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一
七
〇
七　

�

春
山
楼
文
選　

二
巻
二
冊　

小
山
朝
弘
（
遠
士
（
著　

村

山
徳
淳
（
大
樸
（
編　

明
治
十
六
年
八
月　

東
京
・
小
山

朝
弘
无
悶
書
室
発
行　

東
京
・
小
林
八
郎
刊　

巻
頭
に
ペ

ン
書
き
の
目
次
を
貼
付

一
七
一
六　

�
春
濤
詩
鈔
甲
籤　

四
巻
二
冊　

森
魯
直
（
希
黄
（
著　

明

治
十
四
年
七
月　

東
京
・
森
泰
二
郎
発
行　

東
京
・
擁
書

城
／
萬
青
堂
刊

一
七
二
〇　

�

春
畝
遺
稿　

一
巻
一
冊　

伊
藤
博
文
著　

伊
藤
博
邦
編　

中
田
敬
儀
校　

昭
和
五
年
十
月　

東
京
・
平
塚
篤
伊
藤
博

文
公
伝
記
編
纂
会
発
行　

東
京
・
久
保
田
真
吉
不
二
印
刷

社
活
刊

一
七
二
五　

�

詢
蕘
斎
文
鈔　

二
巻
二
冊　

藤
堂
高
猷
著　

鹽
田
重
弦
編　

明
治
十
三
年
一
月
序　

鹽
田
重
弦
発
行　

清
風
明
月
楼
刊　

蔵
書
印
「
鶚
軒
文
庫
」

一
七
五
一　

�

恕
軒
文
鈔　

二
巻　

補
遺
一
巻　

二
冊
／
同
二
篇　

二

巻　

補
遺
一
巻　

二
冊
／
同
三
篇　

三
巻　

三
冊　

信
夫

粲
（
文
則
・
天
倪
（
著　

明
治
十
年
十
二
月
／
二
篇
明
治

十
五
年
五
月
／
三
篇
明
治
二
十
一
年
十
二
月　

東
京
・
信

夫
粲
奇
文
欣
賞
書
楼
発
行　

東
京
・
松
崎
半
造
刊
／
二

篇
三
篇
東
京
・
稲
田
佐
兵
衛
刊　

蔵
書
印
「
鶚
軒
文
庫
」

（
初
篇
二
篇
（／「
本
城
蔵
書
」（
三
篇
（

一
七
五
二　

�

如
鏡
稿　

附
録　

一
巻
一
冊　

武
知
獲
（
伯
慮
・
愛
山
・

清
風
（
著　

大
正
十
二
年
六
月　

東
京
・
伊
藤
鼎
発
行　

東
京
・
中
川
二
郎
新
栄
印
刷
活
刊

▼
一
七
五
四　

�

如
春
小
詩
（
如
春
小
稿
（
一
巻
一
冊　

新
美
直
亮
（
春

浦
（
著　

明
治
三
十
九
年
八
月
刊
記　

活
刊

▼
一
七
五
七　

�

如
風
遺
稿　

附
録　

一
巻
一
冊　

韶
舜
著　

明
治
二
十
年

三
月
序
刊

▼
一
七
六
三　

�

如
蘭
集　

一
巻
一
冊　

長
澤
範
（
松
雨
（
著　

昭
和
五
年

十
月　

新
潟
・
長
澤
範
男
千
秋
庵
発
行　

東
京
・
圓
谷
印

刷
所
活
刊

一
七
七
〇　

�

松
靄
遺
稿　

二
巻
一
冊　

徳
含
円
禅
著　

川
邊
養
信
（
雲

石
（
編　

佐
藤
宥
順
（
臥
雲
（
校　

明
治
十
二
年
十
一
月

刊
記　

刊

一
七
七
一　

�

松
靄
山
房
遺
稿　

二
巻
一
冊　

徳
含
円
禅
著　

川
邊
養
信

（
雲
石
（
編　

佐
藤
宥
順
（
臥
雲
（
校　

明
治
十
二
年

十
二
月　

東
京
・
鱸
松
塘
発
行　

東
京
・
東
生
亀
次
郎
刊　

蔵
書
印
「
鶚
軒
文
庫
」

▼
一
七
七
七　

�

松
雨
詩
文
集　

四
巻
一
冊　

磯
田
正
敬
（
松
雨
（
著　

明

治
四
十
一
年
三
月　

磯
田
正
誼
発
行　

台
湾
・
酒
井
邦
之

輔
台
湾
日
日
新
報
社
活
刊

▼
一
七
八
二　

�

松
琴
詩
史　

一
巻
一
冊　

植
松
敬
治
（
金
兵
衛
・
松
琴
（

著　

明
治
四
十
三
年
三
月　

千
葉
・
植
松
金
兵
衛
発
行　

栃
木
・
阿
部
善
蔵
下
野
新
聞
活
刊
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一
七
八
六　

�

松
窓
詩
鈔
第
二
編　

二
巻
二
冊　

岡
田
英
著　

明
治

四
十
四
年
六
月　

大
阪
・
岡
田
寿
一
郎
岡
田
文
庫
発
行　

大
阪
・
嵩
山
堂
印
刷
部
活
刊

▼
一
七
九
三　

�
松
島
偉
観　

一
巻
一
冊　

依
田
百
川
（
学
海
（
著　

明
治

二
十
七
年
四
月
序　

活
刊

一
八
一
一
乙�

南
海
先
生
纂
評
鍾
秀
集　

一
巻
一
冊　

祇
園
瑜
（
南
海
（著　

草
野
意
儔
校　

寛
政
十
一
年　

草
野
圓
次
郎
発
行　

大

坂
・
河
内
屋
多
助
／
紀
伊
・
加
勢
田
屋
平
右
衛
門
刊　

蔵

書
印
「
松
延
家
図
書
記
」「
水
戸
青
山
氏
蔵
」

一
八
一
三
乙�

鍾
情
集
［
服
部
惟
恭
追
悼
詩
文
］
附
愿
卿
遺
詩
九
十
五
首

／
吊
哭
詩　

一
巻
一
冊　

服
部
元
喬
（
南
郭
（
著　

熊
元

朗
（
華
玉
（
編　

寛
保
元
年
三
月　

江
戸
・
植
村
藤
三
郎

錦
山
房
刊　

蔵
書
印
「
釈
氏
之
印
」「
寛
道
」

一
八
一
六　

�

樅
台
詩
鈔　

六
巻
三
冊　

三
宅
左
平
著　

大
野
憲
三
（
憲

造
（
編　

明
治
二
十
四
年
九
月　

岐
阜
・
浅
野
宗
八
発
行　

同
刊　

蔵
書
印
「
松
田
」

▼
一
八
二
六　

�

新
選
名
家
詩
鈔　

二
巻　

下
巻
欠　

一
冊　

中
村
江
洲
閲　

根
岸
千
引
編　

明
治
十
年
十
月
刊
記　

東
京
・
江
島
萬
笈

閣
刊　

蔵
書
印
「
直
山
」「
聊
作
」「
豊
田
」

▼
一
八
二
九　

�

辛
夷
荘
詩
抄　

一
巻
一
冊　

大
島
貞
益
（
石
華
散
人
（
著　

明
治
四
十
四
年
八
月　

神
奈
川
・
大
島
貞
益
発
行　

兵

庫
・
明
石
合
同
印
刷
活
刊

一
八
三
六　

�

下
里
小
品　

一
巻
一
冊　

下
里
世
民
著　

下
里
芝
夫
／
下

里
公
民
編　

明
治
四
十
年
十
一
月　

兵
庫
・
下
里
芝
夫
発

行　

兵
庫
・
名
村
梅
吉
名
村
活
版
所
活
刊　

朱
墨
套
印�

＊
本
来
は
一
六
三
八
で
あ
る
べ
き
も
の
。
鶚
軒
詩
文
の
ラ�

ベ
ル
の
印
字
「
一
六
三
八
」
を
抹
消
し
鉛
筆
で
「
一
八
三�

六
」
と
記
し
、
コ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
は
後
者
を
採
用
す
る
。

一
八
四
三　

�

慎
斎
文
鈔　

附
遊
豆
日
録
／
三
州
探
勝
録　

三
巻
三
冊　

小
島
守
政
（
正
卿
（
著　

大
正
七
年
六
月　

東
京
・
小
島

孝
発
行　

東
京
・
斎
木
真
三
郎
好
運
堂
石
印

一
八
五
七　

�

親
灯
餘
影
（
毅
堂
甲
集
（
四
巻
四
冊　

鷲
津
宣
光
著　

明

治
十
五
年
十
月　

東
京
・
鷲
津
俊
三
郎
発
行　

東
京
・
林

安
之
助
刊　

蔵
書
印
「
致
高
舘
記
」「
本
城
蔵
書
」

▼
一
八
五
八　

�

仁
山
寿
海
録
［
緒
方
正
清
古
稀
祝
賀
詩
文
］
一
巻
一
冊　

緒
方
正
清
（
南
湫
（
編　

明
治
三
十
八
年
三
月　

大
阪
・

緒
方
正
清
発
行　

大
嵩
・
大
阪
活
版
製
造
所
活
刊

一
八
六
〇　

�

壬
戌
雅
会
集　

一
巻
一
冊　

国
府
種
徳
（
犀
東
（
編　

大

正
十
一
年　

国
府
種
徳
発
行　

活
刊

一
八
六
五　

�

松
菊
遺
稿　

一
巻
一
冊　

木
戸
孝
允
著　

木
戸
孝
正
編　

明
治
二
十
八
年
四
月　

東
京
・
木
戸
孝
正
発
行　

木
邨
嘉

平
刊

一
八
六
七　

�
翠
巖
文
集　

一
巻
一
冊　

田
村
醇
著　

明
治
二
十
三
年
九

月　

山
梨
・
田
村
昇
発
行　

同
活
刊
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一
八
八
三　

�

酔
石
先
生
遺
稿　

二
巻
二
冊　

鎌
田
景
弼
著　

池
辺
吉
太

郎
編　

明
治
三
十
六
年
九
月　

東
京
・
池
辺
吉
太
郎
発
行　

東
京
・
野
村
宗
十
郎
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
刊　

蔵
書

印
「
鶚
軒
文
庫
」　

書
袋
附
属

一
八
九
三　

�
登
極
大
典
賀
詩
（
随
鷗
集
大
典
紀
盛
詩
（
一
巻
一
冊　

土

居
通
豫
編　

大
正
四
年
十
一
月
十
日　

活
刊

一
九
一
四　

�

西
遊
紀
勝　

一
巻
一
冊　

秋
葉
斐
（
子
磋
・
猗
堂
（
著　

明
治
三
十
一
年
九
月　

東
京
・
秋
葉
猗
堂
発
行　

東
京
・

吉
田
章
五
郎
日
新
舎
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

▼
一
九
一
七　

�

西
游
詩
再
続
稿　

一
巻
一
冊　

永
井
久
一
郎
（
禾
原
（
著　

明
治
三
十
五
年
一
月
刊
記　

東
京
・
永
井
久
一
郎
来
青
閣

発
行　

清
国
刊

一
九
二
二　

�

西
遊
詩
草　

附
録　

一
巻
一
冊　

佐
藤
孝
郷
（
謙
堂
（
著　

明
治
三
十
九
年
十
一
月　

東
京
・
島
田
善
一
発
行　

東

京
・
右
田
石
版
所
石
印

▼
一
九
二
三　

�

西
游
詩
草　

一
巻
一
冊　

阪
本
釤
之
助
（
蘋
園
（
著　

大

正
十
年
七
月　

東
京
・
阪
本
釤
之
助
発
行　

活
刊

一
九
二
四　

�

西
遊
絶
句
鈔　

二
巻
一
冊　

佐
久
間
鼎
（
安
国
・
華
邨
（

著　

大
沼
枕
山
評　

明
治
二
十
六
年
四
月　

千
葉
・
佐
久

間
鼎
発
行　

東
京
・
岡
本
利
三
郎
活
刊

一
九
二
六　

�

西
苑
記　

一
巻
一
冊　

菊
池
純
（
子
顕
・
三
渓
（
著　

明

治
十
七
年
一
月　

東
京
・
竹
中
邦
香
天
香
楼
発
行　

同
刊

一
九
二
七　

�

西
海
游
記　

二
巻
一
冊　

河
村
禎
（
鹿
之
祐
・
竹
渓
（
著　

西
毅
一
評　

明
治
四
十
三
年
一
月　

山
口
・
河
村
益
三
発

行　

名
古
屋
・
横
山
円
太
郎
進
文
舎
活
刊

▼
一
九
三
一　

�

西
京
遊
草　

一
巻
一
冊　

山
田
秋
甫
（
子
詢
・
詩
禅
（
著　

大
正
十
四
年
一
月　

福
井
・
山
田
秋
甫
詩
禅
文
庫
発
行　

京
都
・
中
西
勝
太
郎
中
西
印
刷
活
刊

一
九
四
七　

�

静
園
詩
鈔　

十
四
巻
四
冊　

勝
島
仙
之
介
（
仙
坡
（
著　

大
正
六
年
四
月　

東
京
・
島
村
虎
猪
発
行　

東
京
・
凸
版

印
刷
分
工
場
活
刊　

著
者
か
ら
土
肥
慶
蔵
へ
贈
呈
の
葉
書

附
属

一
九
五
一
乙�

静
寄
軒
集　

十
二
巻
七
冊　

尾
藤
孝
肇
（
二
洲
（
著　

江

戸
後
期　

木
活
刊　

蔵
書
印
「
済
勝
館
山
内
蔵
」「
鶚
軒

文
庫
」

一
九
五
三
乙�

静
寄
餘
筆　

二
巻
二
冊　

尾
藤
孝
肇
（
二
洲
（
著　

天
明

七
年
序　

木
活
刊　

一
九
六
六
甲�

静
窓
自
楽　

一
巻
一
冊　

宇
野
陶
民
著　

贄
川
他
石
編　

大
正
十
二
年
五
月　

宇
野
朗
発
行　

秀
英
社
活
刊

▼
一
九
八
一　

�

清
斎
遺
稿
（
清
斎
詩
抄
／
清
斎
文
抄
／
清
斎
家
集
／
清
斎

随
筆
（
洋
一
冊　

小
川
宜
（
清
斎
（
著　

小
川
剣
三
郎
編　

明
治
四
十
五
年
一
月　

岡
山
・
小
川
剣
三
郎
発
行　

東

京
・
今
井
甚
太
郎
杏
林
舎
活
刊

一
九
九
八
甲��
青
山
文
鈔　

附
録　

一
巻
一
冊　

鹽
谷
時
敏
著　

明
治
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三
十
八
年
八
月　

東
京
・
野
中
彦
三
郎
／
葉
多
野
太
兵
衛

発
行　

東
京
・
三
島
宇
一
郎
弘
文
堂
活
刊　

蔵
書
印
「
本

城
蔵
書
」　

明
治
二
十
八
年
三
月
毎
日
新
聞
連
載
の
鹽
谷

時
敏
「
游
豆
餘
録
」
の
切
抜
附
属

二
〇
〇
一　

�
青
痩
集　

一
巻
一
冊　

喜
多
貞
（
橘
園
（
編　

大
正
元
年

八
月　

東
京
・
喜
多
貞
発
行　

同
油
印

二
〇
〇
四　

�

壮
絶

名
士

青
年
朗
吟
詩
集　

一
巻
一
冊　

大
畑
匡
山
（
剣
光
琴
韻

閣
（
編　

明
治
四
十
一
年
六
月
／
同
四
十
二
年
三
月
四
版　

東
京
・
岡
村
庄
兵
衛
岡
村
書
店
発
行　

東
京
・
伊
藤
勝
次

郎
活
刊

二
〇
一
三　

�

省
斎
遺
稿　

二
巻
二
冊　

平
山
敬
忠
著　

平
山
成
信
（
子

明
（
編　

明
治
三
十
二
年
十
二
月　

東
京
・
平
山
成
信
発

行　

東
京
・
中
村
政
吉
報
文
社
活
刊

二
〇
三
八　

�

成
斎
文
初
集　

三
巻
三
冊
／
同
二
集　

三
巻
三
冊　

重
野

安
繹
（
士
悳
・
成
斎
（
著　

初
集
明
治
三
十
一
年
二
月
／

二
集
同
四
十
四
年
十
一
月　

初
集
東
京
・
重
野
安
繹
／
二

集
東
京
・
重
野
紹
一
郎
発
行　

東
京
・
坂
本
嘉
治
馬
富
山

房
刊　

蔵
書
印
「
田
山
蔵
書
之
章
」「
本
城
蔵
書
」

▼
二
〇
四
三　

�

征
清
詩
文　

一
巻
一
冊　

高
橋
白
山
著　

明
治
三
十
年
七

月　

東
京
・
高
橋
作
衛
金
蘭
社
発
行　

東
京
・
足
助
房
太

郎
国
文
社
活
刊

二
〇
四
四　

�

征
台
集
／
続
征
台
集
／
続
征
台
集
附
録　

三
巻
一
冊　

土

居
通
豫
（
香
国
（
著　

大
正
十
一
年
三
月　

兵
庫
・
土
居

通
彦
発
行　

東
京
・
東
京
印
刷
活
刊

二
〇
六
七　

�

青
苔
黄
葉
舎
詩
（
天
放
集
（　

二
巻
二
冊　

小
永
井
岳

（
小
舟
・
君
山
（
著　

明
治
三
十
三
年
十
一
月　

東
京
・

小
永
井
解
太
郎
発
行　

東
京
・
吉
川
半
七
吉
川
印
刷
工
場

活
刊

二
〇
六
八　

�

小
淞
遺
稿　

二
巻
二
冊　

伊
勢
華
（
君
韡
（
著　

明
治

二
十
八
年
九
月
刊
記　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」　

書
袋
附

属

二
〇
七
一　

�

小
図
南
録　

附
録　

一
巻
一
冊　

三
島
中
洲
（
毅
（
著　

大
塚
尚
編　

明
治
十
六
年
十
一
月　

東
京
・
村
松
要
二
郎

発
行　

東
京
・
商
弘
所
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」　

▼
二
〇
九
〇　

�

焦
鹿
窩
遺
稿　

附
録　

一
巻
一
冊　

大
原
有
恒
（
観
山
（

著　

大
原
恒
忠
編　

大
正
十
二
年
四
月　

東
京
・
加
藤
恒

忠
発
行　

東
京
・
安
田
徳
治
郎
健
捷
堂
活
刊　

恒
忠
の
男

加
藤
十
九
郎
よ
り
土
肥
慶
蔵
へ
贈
呈
の
書
簡
附
属

二
〇
九
八　

�

樵
山
存
稿
（
樵
山
存
藁
文　

一
巻
／
焉
能
為
詩
集　

一

巻
（　

二
巻
二
冊　

渡
邊
魯
（
正
風
（
著　

山
井
善
校　

明
治
九
年
八
月　

渡
邊
伝
虫
魚
楼
木
活
刊

二
一
〇
九　

�

昭
代
鼓
吹　

第
一
集
／
第
二
集　

洋
二
冊　

岩
渓
晋
（
士

譲
（　

編　

第
一
集
明
治
二
十
九
年
六
月
／
第
二
集
同

三
十
一
年
五
月　

第
一
集
東
京
・
五
本
田
鶴
益
友
社
発
行　
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東
京
・
山
本
謙
蔵
日
進
舎
活
刊　

第
二
集
東
京
・
五
本
直

次
郎　

益
友
社
発
行　

東
京
・
平
島
曠
活
刊　

蔵
書
印

「
齋
藤
蔵
書
」

二
一
三
九　

�

碩
水
文
草　

二
巻
一
冊　

楠
本
孚
嘉
（
吉
甫
・
謙
三
郎
（

著　

明
治
三
十
六
年
九
月　

三
重
・
佐
治
為
善
発
行　

三

重
・
松
尾
民
治
郎
清
光
本
舎
活
刊

二
一
四
三　

�

節
庵
遺
稿　

四
巻
二
冊　

宮
原
龍
（
士
淵
・
潜
（
著　

明

治
三
十
四
年
七
月　

福
井
／
東
京
寄
留
・
宮
原
六
之
助
発

行　

東
京
・
野
村
宗
十
郎
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
刊

二
一
四
五
甲�

節
庵
初
集　

十
巻
三
冊　

武
井
亨
（
元
卿
（
著　

天
保

十
三
年
序　

武
井
氏
養
浩
堂
刊　

蔵
書
印
「
平
信
辰
印
」

「
辰
印
」「
梧
窓
」「
積
翠
」「
続
氏
蔵
書
」

二
一
四
五
乙�

節
庵
初
集　

十
巻
三
冊　

武
井
亨
（
元
卿
（
著　

天
保
十�

三
年
序　

武
井
氏
養
浩
堂
刊　

蔵
書
印
「
常
青
園
蔵
書
」

「
鶚
軒
文
庫
」

二
一
五
〇　

�

雪
炎
百
日
吟
稿　

一
巻
一
冊　

永
井
久
一
郎
（
禾
原
（
著　

明
治
三
十
八
年
五
月　

小
丁
香
館
活
刊　

蔵
書
印
「
土
肥

慶
蔵
」

二
一
六
一
甲�

雪
堂
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

中
川
肫
（
伯
淵
（
著　

明
治
十�

八
年
三
月
序　

山
形
・
中
川
氏
聚
遠
楼
発
行　

刊　

蔵
書

印
「
春
日
井
」

二
一
六
一
乙�

雪
堂
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

中
川
肫
（
伯
淵
（
著　

明
治

十
八
年
三
月
序　

山
形
・
中
川
英
右
聚
遠
楼
発
行　

東

京
・
森
江
佐
七
刊

二
一
六
二　

�

雪
泥
爪
痕　

二
巻　

附
録　

一
冊　

上
巻
重
野
安
繹
（
成

斎
（
著
／
下
巻
河
田
羆
（
柳
荘
（
著　

明
治
三
十
一
年
八

月　

新
潟
・
関
矢
文
吉
発
行　

新
潟
・
長
岡
日
進
社
活
刊

▼
二
一
九
〇　

�

渉
濤
集
／
渉
濤
続
集
／
渉
濤
三
集　

三
巻
三
冊　

中
村
忠

誠
（
伯
実
（
著　

明
治
三
十
六
年
八
月
刊
記
／
三
集
同

四
十
一
年
七
月　

台
湾
・
平
島
辰
太
郎
発
行　

東
京
・
蘆

山
信
三
郎
刊

二
一
九
一　

�

潜
庵
遺
稿　

三
巻
三
冊　

春
日
仲
襄
著　

春
日
昇
一
郎
編　

明
治
二
十
六
年
四
月　

東
京
・
青
木
恒
三
郎
嵩
山
堂
発
行　

大
阪
・
矢
部
外
次
郎
活
刊

二
一
九
四　

�

先
憂
文
編　

一
巻　

附
録
一
巻　

一
冊　

狩
野
良
知
著　

狩
野
徳
蔵
編　

明
治
二
十
九
年
十
一
月　

東
京
・
吉
川
半

七
発
行　

東
京
・
野
村
宗
十
郎
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活

刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

二
二
〇
四　

�

仙
寿
山
房
詩
文
鈔
（
仙
寿
山
房
詩
鈔　

四
巻
／
仙
寿
山
房

文
鈔　

二
巻
（
六
冊　

土
居
通
豫
（
士
順
・
香
国
（
大
正

五
年
七
月　

東
京
・
濱
田
活
三
発
行　

東
京
・
東
京
印
刷

活
刊

▼
二
二
二
七　

�
醒
心
斎
詩
集
（
雞
肋
集
／
螾
吟
集
／
驢
鳴
集
／
瓦
缶
集
／

劫
後
集
（
五
巻
二
冊　

真
下
敬
之
（
芹
水
・
明
卿
（
著　
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昭
和
五
年
三
月
序　

活
刊

二
二
三
〇　

�

蘇
元
存
稿　

二
巻
二
冊　

桐
島
像
一
著　

大
正
十
五
年
七

月　

東
京
・
伏
島
孔
次
発
行　

東
京
・
大
島
印
刷
所
活
刊　

見
返
し
に
贈
呈
の
紙
箋
貼
付

二
二
三
一　

�
蘇
山
唫
稿　

二
巻
二
冊　

義
応
著　

明
治
十
七
年
十
月　

東
京
・
天
徳
寺
秦
義
応
発
行　

青
森
教
黌
刊　

蔵
書
印

「
松
洲
釣
徒
」「
有
芳
斎
」「
土
肥
慶
蔵
」

二
二
四
一　

�

蘇
門
文
鈔　

一
巻
／
放
言　

一
巻　

二
冊　

服
部
天
游

（
伯
和
（
著　

明
和
八
年
九
月　

京
都
・
林
伊
兵
衛
文
錦

堂
刊　

蔵
書
印
「
守
山
蔵
書
」

二
二
四
九　

�

楚
辞
考　

四
巻
四
冊　

岡
松
辰
（
君
盈
・
甕
谷
（
著　

明

治
四
十
三
年
一
月　

東
京
・
岡
松
参
太
郎
発
行　

東
京
・

中
野
鍈
太
郎
東
洋
印
刷
活
刊

二
二
六
一　

�

宗
海
先
生
遺
稿
（
宗
海
先
生
文
鈔　

一
巻
／
宗
海
先
生
詩

鈔　

一
巻
（　

一
冊　

皆
川
盛
貞
著　

文
鈔　

蒲
生
重
章

編
／
詩
鈔　

坂
田
丈
撰　

明
治
二
十
七
年
七
月　

東
京
・

松
本
常
磐
発
行　

東
京
・
曲
田
成
東
京
築
地
活
版
製
造
所

活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

二
二
八
八　

�

速
成
詩
文
学
独
習
書　

第
十
五
号
至
第
二
十
八
号　

一
冊　

総
生
寛
（
古
道
人
（
編　

明
治
二
十
年
至
同
二
十
一
年　

東
京
・
宮
武
南
海
東
京
詩
文
学
館
発
行　

東
京
・
高
田
重

助
活
刊

二
二
九
五　

�

村
居
三
十
律　

一
巻
一
冊　

斎
藤
馨
（
子
徳
・
竹
堂
（
著　

首
藤
良
治
校　

明
治
十
四
年
九
月　

宮
城
・
斎
藤
大
三
郎

発
行　

宮
城
・
鈴
木
丙
二
刊　

蔵
書
印
「
孔
石
山
房
主
人

秋
田
氏
図
書
記
集
散
任
天
然
永
為
四
海
宝
」

二
二
九
九　

�

損
窓
先
生
遺
稿　

二
巻　

附
伝
記
／
逸
事　

洋
一
冊　

久

保
田
精
一
著　

古
島
一
雄
／
下
村
三
四
吉
編　

明
治

二
十
八
年
四
月　

東
京
・
下
村
三
四
吉
発
行　

東
京
・
高

田
乙
三
秀
英
舎
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

二
三
〇
五　

�

他
山
文
鈔　

一
巻
一
冊　

工
藤
主
善
（
他
山
（
著　

外
崎

覚
編　

明
治
十
七
年
七
月　

青
森
・
小
笠
原
精
一
発
行　

東
京
・
吉
川
半
七
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

二
三
〇
八　

�

苔
園
遺
稿　

二
巻
一
冊　

田
部
密
著　

田
部
芳
編　

大
正

十
一
年
十
月　

東
京
・
藤
原
惣
太
郎
明
治
図
書
発
行　

東

京
・
阿
賀
寛
爾
国
光
印
刷
活
刊

二
三
一
五　

�

太
平
唱
和　

一
巻
一
冊　

大
槻
清
崇
（
磐
翁
（
編　

成
島

柳
北
批　

明
治
八
年
五
月　

東
京
・
奎
章
閣
刊

二
三
二
二
丙�

大
正
五
百
家
絶
句　

四
巻
四
冊　

内
野
悟
（
皎
亭
（／
仁

賀
保
成
人
（
香
城
（／
土
屋
久
泰
（
竹
雨
（
編　

昭
和
二

年
七
月　

東
京
・
内
野
悟
／
仁
賀
保
成
人
／
土
屋
久
泰
発

行　

東
京
・
守
岡
功
凸
版
印
刷
本
所
分
工
場
活
刊

▼
二
三
三
一　

�
大
朴
遺
稿　

前
集
／
同
後
集　

二
巻
二
冊　

森
村
宜
民

（
大
朴
（
著　

前
集
明
治
三
十
八
年
十
一
月
刊
記
／
後
集
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明
治
四
十
四
年
三
月
刊
記　

稲
香
邨
舎
発
行　

同
活
刊

▼
二
三
三
四　

�

対
牀
唱
和
集　

一
巻
一
冊　

橋
本
綱
常
（
簣
山
（
編　

明

治
四
十
年
五
月　

東
京
・
橋
本
綱
常
発
行　

東
京
・
本
原

定
次
郎
小
林
印
刷
所
活
刊�

二
三
三
五　

�
対
竹
斎
詩
集　

一
巻
一
冊　

山
本
章
夫
著　

真
下
敬
之
編

明
治
四
十
五
年
六
月　

京
都
・
山
本
規
矩
三
山
本
読
書
室

発
行　

大
阪
・
谷
口
黙
次
大
阪
活
版
製
造
所
活
刊

二
三
三
七　

�

退
享
園
詩
鈔　

二
巻
一
冊　

江
馬
聖
欽
（
正
人
・
天
江
（

著　

明
治
三
十
四
年
三
月　

京
都
・
江
馬
達
三
郎
発
行　

京
都
・
塚
本
弥
蔵
／
山
田
茂
助
刊　

蔵
書
印
「
土
肥
慶
蔵
」

二
三
四
〇　

�

耐
軒
詩
草　

二
巻
二
冊　

曾
我
景
章
（
子
明
（
著　

明
治

十
五
年
八
月　

静
岡
・
曾
我
政
次
郎
発
行　

愛
知
・
伊
藤

小
文
司
環
翠
堂
刊

二
三
四
七　

�

台
水
遺
文　

二
巻
二
冊　

町
井
治
著　

町
井
鐵
之
介
編　

大
正
六
年
六
月　

東
京
・
町
井
鐵
之
介
発
行　

東
京
・
川

出
金
一
秀
英
舎
活
刊

二
三
四
八　

�

苔
巖
詩
鈔　

洋
一
冊　

林
工
（
苔
巖
（
著　

堀
内
虎
友
編　

昭
和
二
年
四
月　

東
京
・
堀
内
虎
友
発
行　

東
京
・
小
川

邦
孝
東
京
製
本
活
刊

▼
二
三
五
〇　

�

台
島
詩
程　

一
巻
一
冊　

阪
本
釤
之
助
（
蘋
園
（
著　

昭

和
二
年
岩
渓
晋
識
語　

活
刊

二
三
五
三　

�

題
画
百
絶　

一
巻
一
冊　

田
邊
華
（
碧
堂
（
著　

大
正
九

年
七
月
刊
記　

東
京
・
四
谷
区
須
賀
町
活
刊

二
三
五
四　

�

宕
陰
存
稿　

六
巻
六
冊　

塩
谷
世
弘
著　

明
治
三
年
五
月　

東
京
・
塩
谷
氏
晩
香
廬
発
行　

東
京
・
岡
田
屋
嘉
七
等
刊

二
四
二
四　

�

盗
泉
詩
稿
（
摸
壁
集
／
北
遊
吟
艸
／
南
游
存
稿
／
赤
奮
若

集
／
摂
提
集
／
単
閼
集
／
執
除
集
／
大
荒
駱
集
／
途
中
雑

詩
／
敦
牂
集
／
協
洽
集
／
涒
灘
集
（
十
二
巻
一
冊　

小
泉

政
以
（
盗
泉
（
著　

大
正
三
年
四
月　

東
京
・
本
荘
堅
宏

発
行　

東
京
・
仙
葉
元
太
郎
秀
英
舎
第
一
工
場
活
刊　

表

紙
に
「
進
上　

鶚
軒
先
生
梧
右　

発
行
者
」
の
墨
書

▼
二
四
五
二　

�

丹
邱
詩
藻　

二
巻　

附
録
一
巻　

二
冊　

徳
永
鉉
（
鼎

卿
（／
柴
田
文
芳
（
思
卿
（
編　

明
治
二
十
八
年
七
月　

淡
水
社
活
刊

二
四
五
三　

�

丹
山
小
稿　

一
巻
一
冊　

高
島
正
（
丹
山
（
著　

明
治
三�

十
六
年
六
月　

福
井
・
高
島
正
発
行　

京
都
・
大
森
幾
治

郎
京
都
印
刷
活
刊　

蔵
書
印
「
玉
雲
堂
福
田
氏
」

▼
二
四
七
〇　

�

談
笑
餘
響
［
江
木
衷
遠
近
山
荘
唱
和
集
］
一
巻
一
冊　

岩

渓
晋
（
裳
川
（
編　

明
治
四
十
二
年
十
月　

東
京
・
岩
渓

晋
発
行　

東
京
・
守
岡
功
凸
版
印
刷
活
刊

二
四
七
一　

�

談
水
話
山　

二
巻　

附
録　

二
冊　

山
口
銀
造
（
雲
梯
（

編　

明
治
十
七
年
七
月　

大
阪
／
東
京
寄
留
・
山
口
銀
造

有
終
社
発
行　

東
京
・
同
労
社
活
刊

二
四
七
二　

�
談
藪
（
談
叢
（
巻
一　

洋
一
冊　

依
田
百
川
（
学
海
（
著　
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明
治
三
十
三
年
九
月　

東
京
・
吉
川
半
七
発
行　

東
京
・

吉
川
印
刷
工
場
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

二
四
七
九　

�

知
雨
楼
詩
存　

十
巻　

補
遺
一
巻　

三
冊　

秋
月
新
（
大

愚
・
天
放
（
著　

大
正
元
年
十
一
月　

東
京
・
秋
月
新
太

郎
発
行　

東
京
・
高
木
恒
吉
東
京
国
文
社
活
刊

二
四
八
一　

�

致
遠
斎
遺
稿　

一
巻
一
冊　

大
島
永
清
（
時
卿
・
三
次

郎
（
著　

明
治
九
年
十
二
月　

新
潟
・
大
島
和
三
郎
発
行　

同
刊　

蔵
書
印
「
萬
古
刀
菴
」

二
四
九
六　

�

中
洲
先
生
寿
筵
纂
録　

洋
一
冊　

財
団
法
人
二
松
義
会
編　

大
正
六
年
十
二
月　

東
京
・
二
松
義
会
池
田
四
郎
次
郎
発

行　

東
京
・
高
橋
与
四
郎
活
刊

二
四
九
七　

�

中
洲
文
稿　

第
一
集
／
第
二
集
／
第
三
集
／
第
四
集　

各

三
巻
三
冊　

三
島
毅(

遠
叔
・
中
洲)
著　

第
一
集
明
治

三
十
一
年
十
月
／
第
二
集
同
三
十
三
年
十
一
月
／
第
三
集

同
四
十
四
年
三
月
／
第
四
集
大
正
六
年
四
月　

東
京
・
三

島
毅
発
行　

第
一
集
第
二
集
東
京
・
吉
川
半
七
刊　

第
三

集
東
京
・
博
文
館
凸
版
印
刷
分
工
場
活
刊　

第
四
集
東

京
・
佐
藤
憲
斌
博
文
館
印
刷
所
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵

書
」（
第
二
集
（　

第
三
集
に
三
島
復
の
土
肥
慶
蔵
宛
書

簡
附
属　

書
袋
附
属

二
五
〇
七　

�

竹
雨
山
房
文
鈔　

三
巻
三
冊　

五
十
川
淵
（
士
深
（
著　

木
崎
愛
吉
編　

明
治
三
十
年
七
月　

大
阪
・
吉
岡
平
助
発

行　

大
阪
・
矢
野
松
之
助
大
阪
製
本
印
刷
活
刊　

蔵
書
印

「
本
城
蔵
書
」

二
五
一
七　

�

竹
渓
詩
文
鈔　

二
巻
二
冊　

藤
谷
英
（
竹
渓
（
著　

明
治

三
十
五
年
三
月　

兵
庫
・
藤
谷
英
（
竹
渓
（
発
行　

大

阪
・
上
野
松
龍
舎
活
刊

二
五
一
九　

�

竹
渓
先
生
遺
稿　

一
巻
一
冊　

元
田
彝
（
竹
渓
（
著　

元

田
直
編　

明
治
三
十
五
年
五
月　

東
京
・
元
田
直
発
行　

東
京
・
青
木
弘
秀
英
舎
活
刊

▼
二
五
二
五　

�

竹
沙
詩
稿　

一
巻
一
冊　

岡
田
希
信
（
伯
順
（
著　

明
治

四
十
年
九
月　

愛
知
・
吉
彌
候
部
少
発
行　

愛
知
・
野
村

武
七
活
刊　

蔵
書
印
「
鶚
軒
文
庫
」

二
五
三
一　

�

竹
堂
游
記　

二
巻
二
冊　

斎
藤
馨
（
子
徳
（
著　

明
治

十
七
年
六
月　

宮
城
・
斎
藤
大
三
郎
発
行　

東
京
・
文
学

社
刊

二
五
三
三　

�

竹
堂
詩
鈔　

二
巻　

附
録　

一
冊　

斎
藤
馨
（
子
徳
・
順

治
（
著　

宮
城
・
斎
藤
大
三
郎
発
行　

宮
城
・
伊
勢
斎
助

静
雲
堂
刊　

蔵
書
印
「
念
佛
菴
」

二
五
三
六　

�

竹
香
遺
稿　

一
巻
一
冊　

樋
口
敬
之
（
子
徳
（
著　

岩
渓

晋
（
裳
川
（
批　

昭
和
三
年
十
一
月　

東
京
・
樋
口
勘
蔵

樋
口
竹
香
翁
建
碑
事
務
所
発
行　

東
京
・
金
井
直
造
活
刊

二
五
四
二　

�
茶
前
酒
後　

巻
一　

一
冊　

久
保
得
二
（
天
随
（
著　

昭

和
四
年　

東
京
・
久
保
氏
秋
碧
吟
廬
発
行　

同
活
刊
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▼
二
五
四
六　

�

聴
雲
餘
響　

一
巻
一
冊　

吹
野
信
履
（
士
行
・
聴
雲
（
著　

大
正
八
年
序　

活
刊

二
五
四
七　

�

聴
秋
書
閣
集　

二
巻
二
冊　

伊
藤
起
雲
（
士
龍
（
著　

明

治
二
十
四
年
十
月　

東
京
・
伊
藤
介
一
発
行　

東
京
・
中

村
佐
太
郎
金
花
堂
刊　

蔵
書
印
「
榲
邨
之
章
」「
す
き
そ
の
」

二
五
五
二
乙�
暢
園
詠
物
詩　

四
巻
一
冊　

岡
田
挺
之
（
新
川
（
著　

岡

田
守
常
校　

寛
政
十
年
序　

尾
張
・
永
楽
屋
東
四
郎
刊　

蔵
書
印
「
笠
斎
」
「
御
風
散
人
」

▼
二
五
七
一　

�

椿
花
集
［
中
尾
靖
軒
古
稀
祝
賀
詩
文
］
一
巻
一
冊　

中
尾

準
一
郎
編　

明
治
四
十
三
年
五
月　

和
歌
山
・
中
尾
準
一

郎
発
行　

大
阪
・
今
村
乙
人
大
阪
国
文
社
活
刊

二
五
七
二　

�

続
椿
花
集
［
中
尾
靖
軒
七
十
七
歳
祝
賀
詩
文
］
一
巻
一
冊　

中
尾
充
夫
編　

大
正
六
年
一
月　

和
歌
山
・
中
尾
肇
発
行　

岐
阜
・
河
田
貞
次
郎
西
濃
印
刷
活
刊

二
五
七
五　

�

枕
山
先
生
遺
稿　

一
巻
一
冊　

大
沼
厚
（
枕
山
（
著　

大

沼
嘉
禰
編　

明
治
二
十
六
年
十
二
月　

東
京
・
大
沼
嘉
年

発
行　

東
京
・
下
谷
吟
社
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

二
五
七
七
乙�

枕
上
初
集
（
詩
（
四
巻
二
冊
／
枕
上
初
集
文　

六
巻
二
冊　

柴
野
升
（
応
登
・
碧
海
（
著　

天
保
八
年
正
月　

柴
野
氏

九
松
書
屋
刊　

蔵
書
印
「
内
藤
耻
叟
」「
照
顔
書
屋
」

▼
二
五
八
〇　

�

豆
山
臥
游
詩　

二
巻
一
冊　

邨
岡
良
弼
（
櫟
斎
（
著　

明

治
四
十
一
年
九
月　

東
京
・
邨
岡
良
弼
発
行　

東
京
・
野

村
宗
十
郎
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
刊　

蔵
書
印
「
允
亭

居
士
珍
蔵
」「
和
」「
泉
南
」

二
五
八
一　

�

豆
洲
詩
鈔　

一
巻
一
冊　

村
瀬
豆
洲
著　

明
治
三
十
三
年

十
一
月　

愛
知
・
村
瀬
立
斎
杏
夢
書
屋
発
行　

東
京
・
野

村
宗
十
郎
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
刊　

二
五
九
〇　

�

梯
雲
取
月
集　

巻
三
巻
四　

附
録
（
梯
雲
取
月
集
第
二

篇
（
二
巻
一
冊　

喜
多
貞
（
橘
園
（
編　

明
治
四
十
四
年

十
月
跋　

活
刊　

封
面
に
「
呈
鶚
軒
博
士
」
の
墨
書
あ
り

二
六
〇
二　

�

超
海
集
（
房
山
楼
別
集
巻
一
（
一
巻
一
冊　

鱸
元
邦
（
彦

之
（
著　

明
治
九
年
一
月　

東
京
・
鱸
氏
松
塘
釣
閣
発
行　

同
刊

二
六
一
三　

�

掇
英
園
如
蘭
吟
草　

二
巻
二
冊　

大
賀
旭
川
閲　

森
光
円

／
花
山
大
安
編　

明
治
十
四
年
十
月　

三
重
・
伊
藤
善
太

郎
宝
雲
堂
刊

二
六
一
七　

�

鐵
槍
斎
詩
抄　

三
巻
二
冊　

青
山
延
寿
（
季
卿
（
著　

明

治
二
十
九
年
七
月　

東
京
・
青
山
延
寿
発
行　

東
京
・
島

連
太
郎
秀
英
舎
活
刊

二
六
一
八　

�

鐵
槍
斎
文
抄　

五
巻
四
冊　

青
山
延
寿
（
季
卿
（
著　

明

治
二
十
一
年
十
一
月　

東
京
・
青
山
延
寿
発
行　

東
京
・

青
山
氏
松
陽
家
塾
活
刊

二
六
二
一　

�
鐵
石
詩
存　

二
巻
二
冊　

大
澤
真
吉
（
士
誠
（
著　

昭
和

二
年
十
二
月　

東
京
・
勝
島
仙
之
助
発
行　

静
岡
・
福
田
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安
知
開
明
堂
活
刊

二
六
二
四　

�

鐵
欞
詩
存
（
京
獄
稿
／
投
北
稿
上
／
投
北
稿
下
（
三
巻
一

冊　

大
江
卓
（
元
良
（
著　

明
治
三
十
六
年
九
月
初
版
同

三
十
九
年
四
月
再
版　

東
京
・
上
村
才
六
発
行　

東
京
・

中
野
鍈
太
郎
帝
国
印
刷
活
刊　

蔵
書
印
「
待
鶯
堂
図
書

記
」

二
六
三
二　

�

恬
堂
詩
文
鈔　

四
巻
四
冊　

秋
山
彜
（
二
郎
・
恬
堂
（
著　

秋
山
文
吉
（
松
南
（
編　

大
正
八
年
六
月　

愛
知
・
秋
山

文
吉
発
行　

愛
知
・
田
中
啓
三
郎
活
刊　

牧
田
環
宛
て
秋

山
章
一
書
簡
附
属

▼
二
六
三
六　

�

天
鏡
餘
影　

附
天
鏡
閣
記
碑　

洋
一
冊　

三
島
毅
（
遠

叔
（
著　

明
治
四
十
二
年　

東
京
・
三
島
復
二
松
学
舎
発

行　

東
京
・
明
昇
舎
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

二
六
三
九　

�

天
山
七
十
七
絶
句　

一
巻　

附
録　

一
冊　

永
日
祥
（
蓮

癡
（
著　

明
治
四
十
一
年
三
月　

岐
阜
・
三
浦
廣
五
郎
天

山
上
人
喜
寿
祝
賀
会
事
務
所
発
行　

岐
阜
・
武
藤
貞
一
一

信
社
活
刊

二
六
四
三　

�

天
放
存
稿　

一
巻
一
冊　

秋
月
新
（
新
太
郎
・
天
放
（
著　

秋
月
昱
校　

明
治
三
十
年
四
月　

東
京
・
佐
久
間
衡
治
秀

英
舎
工
場
活
刊

▼
二
六
四
四　

�

天
飆
遺
響　

一
巻
一
冊　

柏
田
盛
文
（
天
飆
（
著　

柏
田

哲
男
編　

明
治
四
十
四
年
八
月　

鹿
児
島
／
在
奉
天
・
柏

田
哲
男
発
行　

東
京
・
中
村
貞
臣
元
真
社
活
刊

二
六
四
八　

�

天
籟
餘
響　

二
巻　

附
録
寸
誠
詩
史　

二
冊　

市
野
天
籟

著　

中
北
治
友
編　

明
治
三
十
一
年
四
月　

東
京
・
中
北

治
友
観
生
書
屋
発
行　

東
京
・
山
口
米
吉
益
世
舘
活
刊

二
六
五
一　

�

田
園
四
時
雑
興
一
百
首
（
田
園
雑
詩
（
一
巻
一
冊　

江
帾

通
寛
（
味
右
衛
門
・
晩
香
（　

明
治
十
二
年
十
一
月　

秋

田
・
江
帾
運
蔵
発
行　

江
帾
氏
晩
香
園
刊

▼
二
六
七
九　

�

戸
塚
仁
渓
遺
稿　

一
巻
一
冊　

戸
塚
仁
渓
著　

戸
塚
貢
編　

明
治
三
十
四
年
九
月　

静
岡
・
戸
塚
貢
発
行　

静
岡
・
荒

井
武
寿
荒
井
活
版
所
活
刊

二
六
九
〇　

�

東
遊
日
録　

一
巻
一
冊　

豊
島
毅
（
静
修
・
洞
斎
（
著　

明
治
十
年
十
二
月　

石
川
・
豊
島
毅
発
行　

石
川
・
吉
本

二
郎
兵
衛
活
刊

二
七
一
〇　

�

東
岳
遺
稿　

附
録
詩
鈔　

一
冊　

織
本
履
道
（
坦
卿
・
東

岳
（
著　

明
治
二
十
五
年
八
月　

千
葉
・
織
本
泰
造
発
行　

東
京
・
根
岸
高
光
秀
英
舎
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」　

巻
頭
南
摩
綱
紀
「
東
岳
織
本
翁
碑
銘
」
に
改
稿
の
朱
訂
あ

り

二
七
一
一　

�

東
嶽
文
抄　

四
巻
四
冊　

石
幡
貞
（
子
幹
（
著　

熊
坂
六

郎
兵
衛
／
高
城
亀
三
郎
編　

明
治
四
十
三
年
三
月　

東

京
・
石
幡
富
子
発
行　

東
京
・
宮
城
伊
兵
衛
活
刊

二
七
一
七　

�
東
京
新
詠　

一
巻　

附
録
一
巻　

二
冊　

関
根
癡
堂
著　
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明
治
十
三
年
二
月　

東
京
・
関
根
録
三
郎
聊
自
娯
窩
発
行　

蔵
書
印
「
楳
潭
杉
浦
氏
蔵
書
記
」

二
七
二
九　

�

東
山
頌
寿
録
［
谷
如
意　

頼
支
峰　

神
山
鳳
陽　

江
馬
天�

江
頌
寿
詩
文
］
一
巻
一
冊　

頼
潔
（
支
峰
（／
江
馬
肇

（
天
江
（
編　

明
治
二
十
一
年
四
月　

京
都
・
頼
龍
三
／

江
馬
達
三
郎
発
行　

京
都
・
柳
瀬
岩
三
活
刊　

蔵
書
印

「
本
城
蔵
書
」

二
七
三
五　

�

東
仙
詩
抄　

五
巻
二
冊　

竹
内
貞
（
誠
甫
（
著　

竹
内
松

治
編　

明
治
三
十
一
年
一
月　

東
京
・
芳
野
兵
作
裳
華
書

房
発
行　

東
京
・
石
崎
安
蔵
活
刊　

書
袋
附
属

二
七
五
一　

�

東
洋
詩
史　

一
巻　

別
集
一
巻　

一
冊　

織
田
完
之
（
鷹

洲
（
著　

明
治
二
十
九
年
三
月　

東
京
・
織
田
完
之
発
行　

東
京
・
近
藤
圭
造
近
藤
活
版
所
活
刊

▼
二
七
五
八　

�

藤
陰
遺
稿　

三
巻
三
冊　

野
村
煥
（
士
章
（
著　

明
治
四�

十
一
年
十
月　

東
京
・
平
野
豊
次
郎
発
行　

岐
阜
・
岡
本

豊
次
郎
大
垣
活
版
活
刊

二
七
五
九　

�

藤
公
詩
存　

一
巻
一
冊　

伊
藤
博
文
（
春
畝
（
著　

末
松

謙
澄
（
青
萍
（
編　

明
治
四
十
三
年
五
月　

東
京
・
大
橋

新
太
郎
博
文
館
発
行　

東
京
・
大
瀧
由
次
郎
東
京
国
文
社

活
刊

二
七
六
〇　

�

藤
公
詩
存　

一
巻
一
冊　

伊
藤
博
文
（
春
畝
（
著　

末
松

謙
澄
（
青
萍
（
編　

明
治
四
十
四
年
四
月
増
補
再
版　

東

京
・
大
橋
新
太
郎
博
文
館
発
行　

東
京
・
大
瀧
由
次
郎
東

京
国
文
社
活
刊

二
七
六
三　

�

凍
渓
遺
稿　

一
巻　

附
録　

一
冊　

山
口
直
哉
（
次
郎

平
・
凍
渓
（
著　

明
治
二
十
七
年
四
月　

長
崎
・
一
瀬
前

義
発
行　

長
崎
・
浅
田
次
郎
活
刊

▼
二
七
八
二　

�

同
人
詩
集　

附
録　

一
巻
一
冊　

藤
波
千
渓
選
評　

大
正

三
年
七
月　

広
島
・
高
田
似
壟
発
行　

広
島
・
瀬
川
岩
太

郎
佐
伯
便
利
堂
活
刊

二
七
八
六　

�

得
庵
詩
文　

二
巻
一
冊　

鳥
尾
小
彌
太
（
得
庵
（
著　

三

輪
清
吉
編　

明
治
二
十
四
年
三
月　

鳥
取
／
東
京
寄
留
・

川
合
清
丸
発
行　

東
京
・
根
岸
高
光
秀
英
舎
活
刊　

蔵
書

印
「
鶚
軒
文
庫
」

二
七
八
八　

�

得
閒
集　

二
巻
一
冊　

森
川
鍵
蔵
（
雲
卿
（
著　

明
治
二�

十
四
年
四
月　

東
京
・
鷗
夢
吟
社
発
行　

東
京
・
中
村
壮

秀
英
舎
活
刊

▼
二
七
九
八　

�

独
往
縦
情
集　

五
巻
一
冊　

永
田
淳
（
孝
成
（
著　

昭
和

三
年
九
月　

大
阪
・
永
田
淳
治
郎
聴
泉
斎
発
行　

大
阪
・

聚
珍
倣
宋
印
書
局
日
本
総
代
理
店
昭
和
公
司
活
刊

▼
二
八
〇
一　

�

独
抱
楼
詩
文
稿　

三
巻
三
冊　

附
録
棧
雲
峡
雨
日
記　

二

巻
／
棧
雲
峡
雨
詩
草　

一
巻　

二
冊　

竹
添
光
鴻
（
井

井
（
著　

平
野
彦
次
郎
校　

大
正
元
年
十
一
月　

著
作
権

者
堤
藤　

東
京
・
吉
川
半
七
吉
川
弘
文
館
発
行　

東
京
・
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新
井
電
新
堂
活
刊

二
八
一
六　

�

訥
軒
遺
稿　

附
遺
文　

一
巻
一
冊　

近
藤
真
鋤
（
訥
軒
（

著　

高
橋
剛
吉
編　

明
治
二
十
六
年
二
月　

東
京
・
近
藤

愿
吉
／
高
橋
剛
吉
発
行　

東
京
・
曲
田
成
東
京
築
地
活
版

製
造
所
活
刊　

蔵
書
印
「
後
楽
人
」

二
八
四
四　

�

南
陔
遺
稿　

六
巻
三
冊　

丸
岡
成
章
（
南
陔
（
著　

丸
岡

成
徳
編　

明
治
三
十
五
年
五
月　

新
潟
・
丸
岡
重
五
郎
発

行　

東
京
・
吉
川
半
七
吉
川
印
刷
工
場
活
刊

二
八
七
一　

�

南
竹
文
集　

一
巻
一
冊　

井
上
鐵
英
（
光
卿
・
南
竹
（
著　

大
正
二
年
四
月　

東
京
・
井
上
哲
次
郎
／
福
岡
・
井
上
成

美
発
行　

東
京
・
小
林
照
雄
丸
利
印
刷
所
活
刊

二
八
八
一　

�

南
豊
詩
鈔　

一
巻
一
冊　

元
田
直
著　

明
治
三
十
三
年
八

月　

東
京
・
元
田
直
発
行　

東
京
・
青
木
弘
秀
英
舎
活
刊

二
八
八
三　

�

南
豊
文
集　

附
録
帝
道　

不
分
巻
洋
一
冊　

元
田
直
（
温

卿
・
南
豊
（
著　

村
里
貞
範
編　

大
正
二
年
七
月　

東

京
・
弘
道
館
辻
本
卯
蔵
発
行　

東
京
・
渡
邊
八
太
郎
日
清

印
刷
活
刊　

見
返
し
に
「
贈
呈
土
肥
先
生
坐
右　

元
田

識
」
の
墨
書

二
九
〇
九　

�

日
本
詠
史
百
律　

一
巻
一
冊　

大
沼
厚
（
枕
山
（
著　

大

沼
嘉
禰
／
大
沼
新
吉
編　

明
治
十
六
年
四
月　

東
京
・
大

沼
厚
下
谷
吟
社
発
行　

木
邨
嘉
平
刊

二
九
一
〇　

�

日
本
英
跡
題
図
詩
史　

二
巻
二
冊　

中
山
政
陽
（
績
園
（

編　

阪
谷
朗
廬
閲　

石
井
南
橋
評　

明
治
十
五
年
一
月　

東
京
・
岩
崎
好
正
巖
々
堂
発
行　

活
刊

二
九
一
三　

�

日
本
英
雄
百
絶　

一
巻
一
冊　

谷
合
翬
（
飛
卿
・
南
涯
（

著　

明
治
十
年
五
月　

神
奈
川
・
谷
合
量
平
発
行　

神
奈

川
・
安
田
臧
宗
刊

二
九
二
七　

�

日
本
同
人
詩
選　

四
巻
四
冊　

陳
鴻
誥
（
曼
寿
（
編　

明

治
十
六
年
三
月　

大
阪
・
土
屋
弘
発
行　

大
阪
・
柏
原
政

治
郎
／
鹿
田
静
七
刊　

見
返
し
に
「
巖
本
琴
城
先
生
蔵
書

／
明
治
女
学
校
図
書
館
／N

o.2501

」
の
蔵
書
票
貼
付

二
九
三
六　

�

日
本
名
勝
吟
詠
集　

詩
之
部
（
日
本
名
勝
詩
集
（
洋
一
冊　

永
松
木
長
（
豊
山
（
編　

明
治
二
十
九
年
十
月　

大
阪
・

矢
島
嘉
平
次
誠
進
堂
書
店
発
行　

大
阪
・
後
藤
庄
兵
衛
活

刊

二
九
三
七　

�

日
本
名
勝
詩
選　

六
巻
三
冊　

行
徳
貫
（
仁
卿
・
玉
江
（

編　

明
治
三
十
五
年
十
月　

大
阪
・
青
木
恒
三
郎
嵩
山
堂

発
行　

大
阪
・
嵩
山
堂
印
刷
部
活
刊　

蔵
書
印
「
水
哉
館

印
」

二
九
四
三　

�

如
意
遺
稿　

九
巻
四
冊　

谷
鐵
臣
（
百
錬
・
如
意
（
著　

明
治
四
十
一
年
二
月　

京
都
・
谷
静
也
／
東
京
・
広
田
真

次
郎
発
行　

東
京
・
野
村
宗
十
郎
東
京
築
地
活
版
製
造
所

活
刊

二
九
四
九　

�
寧
静
閣
三
集
（
磐
渓
文
鈔
三
集　

二
巻
二
冊
／
昨
夢
詩
曆　
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二
巻
一
冊
／
国
詩
史
略　

二
巻
一
冊
（
四
冊　

大
槻
清
崇

（
士
広
・
磐
渓
（
著　

大
槻
清
修
（
如
電
（／
大
槻
清
復

（
文
彦
（
編　

明
治
三
十
年
六
月　

東
京
・
大
槻
文
彦
発

行　

磐
渓
文
鈔　

東
京
・
野
村
宗
十
郎
東
京
築
地
活
版
製

造
所
活
刊　

昨
夢
詩
曆　

慶
應
二
年
序
刊
／
国
詩
史
略　

明
治
五
年
序
刊　

明
治
三
十
年
六
月
印

▼
二
九
五
〇　

�

寧
静
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

木
村
利
（
寧
静
（
著　

大
正
八

年
一
月
木
村
庫
（
天
南
（
跋　

東
京
・
審
美
書
院
活
刊　

巻
頭
に
「
呈
土
肥
先
生　

木
村
庫
之
助
」
の
墨
書
あ
り

二
九
五
一　

�

寧
静
楼
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

江
帾
通
静
（
致
遠
・
澹
園
（

著　

明
治
三
十
九
年
十
一
月　

秋
田
・
瀧
澤
庫
治
発
行　

秋
田
・
松
本
譲
明
治
活
版
所
活
刊

二
九
五
二　

�

念
貽
堂
詩
集
（
藤
江
詩
稿
（
一
巻
一
冊　

日
笠
哲
夫
（
藤

江
（著　

大
正
四
年
三
月　

岡
山
・
日
笠
哲
夫
発
行　

岡

山
・
安
井
宇
吉
山
陽
活
版
所
活
刊

▼
二
九
五
八　

�

破
天
荒
斎
小
稿　

一
巻
一
冊　

松
平
康
国
著　

活
刊　

蔵

書
印
「
本
城
蔵
書
」

二
九
八
四　

�

梅
花
源　

一
巻
一
冊　

荒
浪
坦
（
煙
崖
（
編　

大
正
十
四

年
十
一
月　

東
京
・
荒
浪
市
平
発
行　

東
京
・
野
田
文
之

助
松
雲
堂
印
刷
部
活
刊

二
九
八
六　

�

梅
外
詩
鈔
二
編　

二
巻
二
冊　

附
録
春
堂
遺
稿
／
竹
香
閣

小
詩　

一
巻
一
冊　

長
允
文
（
世
文
（
著　

長
炗
／
長
冰

校　

春
堂
遺
稿　

長
黄
（
君
裳
・
華
南
（
著　

竹
香
閣
小

詩　
［
長
梅
外
妻
八
幡
氏
千
里
］
著　

明
治
十
四
年
一
月　

東
京
・
長
氏
韻
華
楼
発
行　

東
京
・
須
原
鐵
二
刊

二
九
八
七　

�

梅
外
詩
鈔
三
編　

二
巻
二
冊　

附
録
古
雪
遺
稿　

一
巻
一

冊　

長
允
文
（
世
文
（
著　

長
炗
校　

古
雪
遺
稿　

長
冰

著　

長
炗
校　

明
治
十
九
年
三
月　

東
京
・
長
氏
韻
華
楼

発
行　

東
京
・
須
原
鐵
二
刊

▼
二
九
九
三　

�

梅
山
先
生
寿
詞
［
川
北
梅
山
八
十
賀
詩
文
］
一
巻
一
冊　

本
城
蕡
編　

明
治
三
十
五
年
八
月　

東
京
・
本
城
蕡
発
行　

東
京
・
安
井
幸
四
郎
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

二
九
九
六　

�

梅
村
詩
集　

二
巻　

附
録
水
月
吟
社
詩
一
巻　

二
冊
／
同

二
編
二
巻　

附
録
一
巻　

二
冊
／
同
三
編
二
巻　

附
録
一

巻　

二
冊　

村
田
多
門
（
梅
村
（
著　

明
治
十
二
年
十
月　

愛
知
・
服
部
知
雄
発
行　

愛
知
・
栗
田
東
平
刊　

二
編
同

十
六
年
五
月　

愛
知
・
堀
田
準
介
／
氷
室
鍵
太
郎
／
伴
延

太
郎
発
行　

愛
知
・
鈴
木
兎
毛
刊　

三
編
同
二
十
年
十
二

月　

愛
知
・
堀
尾
恭
／
市
古
春
平
発
行　

刊　

蔵
書
印

「
鹽
田
氏
蔵
書
印
」

三
〇
一
九　

�

放
鷳
集　

一
巻
一
冊　

荒
浪
坦
（
煙
崖
（
著　

大
正
六
年

四
月　

静
岡
／
東
京
寄
留
・
荒
浪
市
平
雪
蕉
軒
発
行　

東

京
・
金
沢
求
也
元
真
社
活
刊

三
〇
二
五　

�
抱
樸
園
文
存　

二
巻
二
冊　

倉
田
施
報
（
務
卿
・
幽
谷
（
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著　

中
村
忠
誠
／
小
島
守
政
編　

大
正
五
年
五
月　

東

京
・
倉
田
武
夫
発
行　

東
京
・
斎
木
真
三
郎
妙
運
堂
石
印

三
〇
二
六　

�

方
谷
遺
稿　

三
巻
三
冊　

山
田
球
著　

三
島
毅
編　

山
田

準
校　

明
治
二
十
三
年
十
二
月　

東
京
・
山
田
準
発
行　

東
京
・
新
山
七
之
助
刊　

蔵
書
印
「
鶚
軒
文
庫
」　

山
田

方
谷
著
「
示
書
生
文
及
詩
（
己
巳
九
月
十
月
（」
の
二
紙

附
属

三
〇
二
七　

�

方
山
遺
稿　

一
巻　

附
録
睨
北
詩
抄　

一
冊　

内
垣
末
吉

（
方
山
（
著　

附
録　

内
垣
一
方
（
睨
北
（
著　

大
正
六

年
七
月　

東
京
・
内
垣
末
吉
発
行　

東
京
・
倉
谷
鎮
夫
東

洋
印
刷
活
刊　

朱
墨
套
印

三
〇
三
一　

�

報
桑
録　

一
巻
一
冊　

斎
藤
馨
（
子
徳
・
竹
堂
（
著　

明

治
十
三
年
四
月　

京
都
・
中
西
嘉
助
松
香
書
屋
刊　

蔵
書

印
「
本
城
蔵
書
」

▼
三
〇
三
二　

�

彭
殤
集　

一
巻
一
冊　

服
部
政
世
（
甫
庵
（
編　

明
治

十
三
年
二
月　

下
毛
・
服
部
甫
庵
発
行　

同
活
刊

三
〇
四
九　

�

は
た
の
刈
草　

一
巻
／
廉
堂
遺
稿　

一
巻　

一
冊　

旗
野

餘
太
郎
（
公
綽
・
廉
堂
（
著　

明
治
二
十
九
年
十
一
月　

新
潟
・
旗
野
蓑
織
発
行　

東
京
・
橘
磯
吉
三
協
合
資
会
社

活
刊

三
〇
五
八　

�

白
山
詩
集　

六
巻
三
冊　

高
橋
敬
十
郎
（
子
和
・
白
山
（　

著　

高
橋
作
衛
（
子
煕
（
編　

明
治
四
十
三
年
五
月　

東

京
・
高
橋
作
衛
発
行　

東
京
・
神
谷
岩
次
郎
東
京
印
刷
活

刊

三
〇
六
一　

�

白
山
楼
詩
文
鈔　

八
巻
（
欠
巻
五
至
巻
八
（
存
巻
一
至
巻

四　

二
冊　

高
橋
貞
（
敬
十
郎
（
著　

明
治
十
六
年
八
月

序　

長
野
・
高
橋
敬
十
郎
発
行　

長
野
・
小
諸
活
版
所
活

刊

▼
三
〇
七
九　

�

白
蓮
社
詩
集　

一
巻
一
冊　

浅
井
日
昇
（
黙
堂
（
著　

林

霅
法
／
宮
崎
慈
照
編　

明
治
四
十
年
十
二
月　

長
崎
・
浅

井
円
淳
発
行　

長
崎
・
喜
多
璋
太
郎
活
刊

三
〇
八
六　

�

博
物
新
詩　

一
巻
一
冊　

伊
藤
謙
（
三
山
半
落
青
天
外

史
（
編　

佐
伯
志
津
磨
（
一
笑
碌
碌
瀛
州
仙
客
（
批　

明

治
十
年
五
月　

東
京
・
佐
伯
志
津
磨
発
行　

東
京
・
橘
屋

安
之
助
擁
書
城
刊

▼
三
一
〇
二　

�

陪
鶴
餘
音　

一
巻
一
冊　

三
島
毅
（
中
洲
（
著　

明
治

三
十
二
年
五
月　

東
京
・
三
島
廣
／
三
島
復
発
行　

東

京
・
弘
文
堂
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

三
一
一
二　

�

半
峯
楼
詩
鈔　

一
巻
一
冊　

堀
江
章
（
希
達
（
著　

堀
江

九
郎
編　

明
治
三
十
七
年
三
月　

福
島
・
堀
江
九
郎
発
行　

福
島
・
福
島
活
版
所
活
刊

三
一
一
七　

�

飯
峰
文
鈔　

三
巻
三
冊　

浅
見
資
深
（
逢
原
・
省
吾
（
著　

明
治
三
十
六
年
二
月　

東
京
・
浅
見
倫
太
郎
発
行　

東

京
・
小
林
又
七
小
林
又
七
支
店
活
刊
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三
一
二
〇　

�

晩
香
詩
文
鈔
晩
（
晩
香
文
鈔　

一
巻
／
晩
香
詩
鈔　

一
巻

／
附
録
交
友
詩
文　

一
巻
（
三
冊　

錦
織
積
清
著　

明
治

十
八
年
五
月　

東
京
・
森
江
佐
七
発
行　

同
活
刊

三
一
二
二　

�

晩
翠
居
詩
草　

一
巻　

附
録
短
歌
詠
草　

一
冊　

湯
河
元

臣　

大
正
十
四
年
一
月　

東
京
・
湯
河
元
臣
発
行　

東

京
・
福
田
安
智
開
明
堂
活
刊

三
一
二
五　

�

今
世
諸
名

家
批
評

晩
翠
堂
文
詩
稿　

四
巻
四
冊　

橋
本
惟
孝
（
子
友
・

矢
五
郎
（
著　

明
治
十
五
年
三
月　

大
阪
・
柳
原
喜
兵
衛

／
花
井
卯
助
刊　

蔵
書
印
「
韜
菴
図
書
之
印
」「
水
松
亭

松
室
氏
蔵
書
印
」「
本
城
蔵
書
」

三
一
二
七　

�

晩
翠
楼
詩
集　

二
巻
一
冊　

斎
藤
順
（
祥
甫
・
星
軒
（
著　

明
治
二
十
九
年
十
月　

東
京
・
吉
川
半
七
発
行　

東
京
・

野
村
宗
十
郎
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
刊

三
一
三
〇
甲�

晩
晴
楼
詩
鈔　

二
巻
二
冊
合
一
冊　

土
屋
弘
（
伯
毅
・
鳳

洲
（
著　

明
治
十
九
年
四
月　

大
阪
・
鹿
田
静
七
松
雲
堂

発
行　

同
刊　

題
簽
に
著
者
に
よ
る
「
合
冊
」
の
墨
書
あ

り

三
一
三
〇
乙�

晩
晴
楼
詩
鈔　

二
巻
存
巻
一　

一
冊　

土
屋
弘
（
伯
毅
・

鳳
洲
（
著
（
明
治
十
九
年
四
月
（
大
阪
・
鹿
田
静
七
松
雲

堂
発
行　

同
刊

三
一
三
一　

�

晩
晴
楼
詩
鈔
二
編　

七
巻　

附
載
土
屋
鳳
洲
伝　

一
冊　

土
屋
弘
（
伯
毅
（
明
治
四
十
一
年
九
月　

東
京
・
辻
太
発

行　

東
京
・
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
刊

三
一
三
二
甲�

晩
晴
楼
文
鈔　

三
巻
三
冊　

土
屋
弘
（
伯
毅
・
鳳
洲
（
著　

明
治
十
九
年
四
月　

大
阪
・
鹿
田
静
七
松
雲
堂
発
行　

同

刊

三
一
三
三　

�

晩
晴
楼
文
鈔
二
編　

八
巻
三
冊　

土
屋
弘
（
伯
毅
・
鳳
洲
（

著　

大
正
二
年
八
月　

東
京
・
鼎
義
暁
発
行　

東
京
・
東

京
築
地
活
版
製
造
所
活
刊　

書
袋
附
属　

蔵
書
印
「
本
城

蔵
書
」

三
一
三
四　

�

晩
邨
遺
稿
（
駿
陽
雑
詠　

一
巻
／
詩
抄　

文
抄　

各
一
巻
（

三
巻
二
冊　

村
松
粛
（
簡
卿
・
晩
村
・
良
粛
（
著　

戸

塚
正
広
（
子
胖
・
積
斎
（／
小
川
宜
（
士
慶
・
清
斎
（
編　

明
治
二
十
一
年
四
月　

静
岡
・
村
松
良
粛
発
行　

静
岡
・

広
瀬
市
蔵
刊

▼
三
一
四
八　

�

薇
山
遺
稿
（
上
巻　

薇
山
遺
稿　

下
巻　

蟲
声
鳥
語
第
一

集
／
同
第
二
集
／
忙
仙
子
伝
（　

二
巻
二
冊　

西
毅
一

（
薇
山
（
著　

大
正
三
年
三
月
序　

東
京
・
西
虎
夫
発
行　

同
活
刊

三
一
四
九　

�

薇
山
摘
葩　

二
巻
二
冊　

水
越
成
章
（
耕
南
（
著　

明
治

十
四
年
一
月　

兵
庫
・
水
越
成
章
発
行　

兵
庫
・
熊
谷
幸

祐
刊

▼
三
一
六
九　

�
二
十
四

家
纂
評

百
梅
花
詩　

二
巻
二
冊　

長
澤
範
（
松
雨
（
著　

昭

和
四
年
六
月　

新
潟
・
長
澤
範
男
千
秋
庵
発
行　

東
京
・
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圓
谷
三
之
助
活
刊　

多
色
套
印

三
一
七
二　

�

平
井
復
斎
詩
稿　

一
巻
一
冊　

平
井
復
斎
著　

大
正
二
年

九
月　

石
川
・
平
井
松
二
郎
発
行　

東
京
・
渡
邊
八
太
郎

日
清
印
刷
活
刊

三
一
八
四　

�
富
岳
詩
集　

一
巻
一
冊　

小
西
行
直
（
古
香
（
編　

大
正

五
年
二
月　

秋
田
・
小
西
理
兵
衛
発
行　

東
京
・
今
村
扶

凸
版
印
刷
本
所
分
工
場
活
刊

▼
三
二
〇
一　

�

舞
村
遺
稿　

二
巻　

附
録　

一
冊　

三
宅
玄
達
（
舞
村
（

著　

明
治
四
十
四
年
九
月　

徳
島
・
三
宅
速
発
行　

徳

島
・
小
川
只
平
徳
島
毎
日
新
聞
社
活
刊

▼
三
二
一
〇　

�

復
軒
詩
文
集
（
復
軒
詩
集
／
復
軒
文
集　

各
一
巻
（
二
巻

一
冊　

吉
富
置
国
（
亀
次
郎
（
著　

明
治
四
十
三
年
四
月　

福
岡
・
復
軒
吉
富
先
生
表
徳
事
務
所
発
行　

福
岡
・
江
上

浪
四
郎
活
刊

▼
三
二
一
二　

�

復
原
遺
稿　

附
録　

一
巻
一
冊　

河
西
健
次
著　

昭
和
三

年
五
月　

東
京
・
渋
谷
正
美
発
行　

東
京
・
尾
藤
光
之
介

開
明
堂
活
刊

三
二
四
五　

�

仏
山
堂
遺
稿　

二
巻
一
冊　

村
上
剛
（
大
有
（
著　

大
正

三
年
七
月　

東
京
・
末
松
謙
澄
発
行　

東
京
・
大
瀧
由
次

郎
東
京
国
文
社
活
刊

▼
三
三
一
一　

�

文
枰
遺
稿　

二
巻
二
冊　

堀
口
貞
遵
著　

明
治
十
二
年
五

月　

群
馬
・
堀
口
貞
歙
発
行　

東
京
・
青
山
清
吉
／
森
田

鐵
五
郎
刊　

蔵
書
印
「
成
蹊
館
」

▼
三
三
一
四　

�

文
明
餘
韻　

二
巻
二
冊　

高
橋
基
一
／
澤
田
直
温
編　

明

治
八-

九
年　

東
京
・
朝
野
新
聞
活
刊

▼
三
三
一
七　

�

鳬
翁
居
吟
艸　

一
巻　

附
あ
か
ね
艸　

一
巻　

一
冊　

納

三
治
（
明
浦
（
著
／
納
秀
子
著　

昭
和
四
年
一
月　

東

京
・
尾
藤
光
之
介
発
行　

東
京
・
開
明
堂
支
店
活
刊

▼
三
三
二
一　

�

平
城
吟
社
存
稿　

一
巻
一
冊　

古
澤
滋
（
介
堂
（
著　

明

治
三
十
八
年
九
月
跋　

活
刊　

裏
表
紙
に
見
返
し
に
「
丁

未
新
年　

耕
雲
先
生
ニ
贈
る　

安
井
九
皋
」
の
墨
書
あ
り

三
三
三
一　

�

弊
帚
集　

一
巻
一
冊　

中
里
日
勝
（
峻
峰
（
著　

明
治
四�

十
三
年
七
月　

東
京
・
圓
通
寺
中
里
日
勝
発
行　

東
京
・

飯
田
三
千
太
郎
秀
英
舎
第
一
工
場
活
刊

三
三
四
五　

�

猫
尾
百
絶　

一
巻
一
冊　

藤
森
遜
（
黙
釣
（
著　

明
治
十�

九
年
六
月　

東
京
・
藤
森
脩
蔵
発
行　

東
京
・
前
田
道
活

刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

三
三
四
八　

�

碧
海
絶
句　

一
巻
一
冊　

佐
藤
勤
也
（
碧
海
（
著　

大
正

十
年
五
月
跋　

佐
藤
久
発
行　

佐
藤
氏
玉
壷
氷
斎
活
刊

三
三
五
〇　

�

碧
梧
翠
竹
居
文
鈔　

一
巻
一
冊　

中
村
鼎
五
（
確
堂
（
著　

明
治
二
十
九
年
十
月　

京
都
・
中
村
氏
俟
命
斎
発
行　

京

都
・
大
谷
仁
兵
衛
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

三
三
五
一　

�
碧
堂
絶
句
（
上
冊
（
一
巻
一
冊　

田
邊
華
（
秋
穀
（
著　

大
正
三
年
二
月　

東
京
・
田
邊
為
三
郎
発
行　

東
京
・
中
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田
福
三
郎
秀
英
舎
第
一
工
場
活
刊

三
三
五
二　

�

碧
堂
絶
句
（
上
冊
（
一
巻　

附
録
故
事
熟
語　

一
巻　

一

冊　

田
邊
華
（
秋
穀
（
著　

大
正
三
年
二
月　

東
京
・
田

邊
為
三
郎
発
行　

東
京
・
中
田
福
三
郎
秀
英
舎
第
一
工
場

活
刊

三
三
五
三　

�
碧
堂
絶
句
（
第
一
集　

第
二
集
（
二
巻
一
冊　

田
辺
華

（
秋
穀
（
大
正
十
年
八
月
序　

田
邊
為
三
郎
発
行　

活
刊

三
三
五
四　

�

別
天
詩
稿
（
前
編
／
後
編　

渡
米
後
所
作
（
二
巻
一
冊　

牛
島
謹
爾
（
細
卿
・
別
天
（
著　

吹
野
信
履
（
士
行
（
校　

大
正
十
五
年
一
月
跋　

活
刊

▼
三
三
七
五　

�

豊
城
存
稿　

二
巻
二
冊　

星
野
世
恒
（
徳
夫
（
著　

大
正

二
年
十
一
月　

東
京
・
星
野
教
授
在
職
二
十
五
年
祝
賀
会

代
表
服
部
宇
之
吉
発
行　

東
京
・
七
條
愷
金
属
版
印
刷
石

印

▼
三
三
七
六　

�

豊
城
賸
稿　

一
巻
一
冊　

星
野
世
恒
（
徳
夫
（
著　

大
正

二
年
十
一
月　

東
京
・
星
野
教
授
在
職
二
十
五
年
祝
賀
会

代
表
服
部
宇
之
吉
発
行　

東
京
・
七
條
愷
金
属
版
印
刷
石

印

▼
三
三
八
五　

�

鳳
文
会
誌　

第
二
／
同　

第
三　

各
一
冊　

石
川
鴻
斎
編　

第
二
明
治
十
七
年
三
月　

第
三
同
十
七
年
四
月　

東
京
・

前
田
圓
鳳
文
館
発
行　

同
刊

三
三
九
〇　

�

鳳
陽
遺
稿　

一
巻
一
冊　

神
山
述
古
著　

神
鞭
知
常
／
南

挺
三
編　
　

明
治
三
十
二
年
十
月　

京
都
・
神
山
甲
次
郎

発
行　

東
京
・
島
保
蔵
秀
英
舎
工
場
活
刊　

蔵
書
印
「
本

城
蔵
書
」

▼
三
三
九
六　

�

蓬
左
一
家
集　

一
巻
一
冊　

奥
田
孝
英
（
俊
良
・
珉
山
（

／
奥
田
世
文
（
仲
献
・
珉
川
（／
奥
田
永
業
（
叔
建
・
鶯

谷
（／
奥
田
鳳
文
（
夢
得
・
桐
園
（／
奥
田
亮
（
亮
斎
（／

奥
田
淑
（
季
清
・
大
観
（／
奥
田
（
抱
生
（
著　

長
澤
範

（
松
雨
（
編　

昭
和
四
年
六
月　

新
潟
・
長
澤
範
男
千
秋

庵
発
行　

東
京
・
圓
谷
印
刷
所
活
刊　

二
色
套
印

▼
三
四
〇
三　

�

北
海
游
草　

一
巻
一
冊　

柴
原
和
著　

明
治
二
十
二
年
八

月
跋　

柴
原
和
孤
山
楼
発
行　

活
刊　

全
篇
に
本
田
種
竹

に
よ
る
朱
筆
批
評
あ
り　

巻
末
「
辱
知
生
本
田
幸
妄
批
僭

評
」

▼
三
四
〇
九　

�

北
荘
遺
稿　

一
巻
一
冊　

斯
波
有
造
（
積
（
著　

斯
波
貞

吉
編　

大
正
二
年
十
一
月　

東
京
・
斯
波
貞
吉
発
行　

活

刊

三
四
一
九　

�

北
総
詩
史
（
東
省
小
稿
（
二
巻
二
冊　

邨
岡
良
弼
（
賚
卿
（

著　

明
治
二
十
三
年
四
月　

東
京
・
青
山
清
吉
青
山
堂
発

行　

東
京
・
根
岸
高
光
秀
英
舎
活
刊

三
四
二
〇　

�

北
総
詩
誌
（
繹
総
餘
事
（
一
巻
一
冊　

清
宮
秀
堅
（
棠
陰
（

著　

明
治
二
十
一
年
十
一
月
訂
正
再
版　

千
葉
・
清
宮
氏

撫
松
亭
発
行　

活
刊
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三
四
二
八　

�

牧
山
楼
遺
稿
（
牧
山
楼
中
庸
説　

一
巻
／
牧
山
楼
文
稿　

牧
山
楼
詩
稿　

一
巻
（
二
巻
一
冊　

佐
藤
楚
材
（
晋
用
（

著　

明
治
三
十
四
年
四
月　

徳
島
・
佐
藤
雲
韶
発
行　

愛

知
・
丹
羽
辰
之
丞
新
愛
知
印
刷
活
刊　

蔵
書
印
「
よ
こ
ゐ

と
き
ふ
ゆ
」

三
四
二
九　

�

牧
山
楼
文
鈔　

二
巻　

附
録
［
佐
藤
牧
山
選
評
諸
家
文

鈔
］
一
巻　

三
冊　

佐
藤
楚
材
（
晋
用
（
著　

明
治
十
四

年
三
月　

愛
知
・
辰
巳
守
／
藤
井
籛
／
大
田
元
遵
／
椎
尾

佺
／
服
部
富
三
郎
発
行　

愛
知
・
片
野
東
四
郎
／
栗
田
東

平
／
川
瀬
代
助
刊

三
四
三
二　

�

木
斎
遺
稿　

二
巻
二
冊　

山
本
居
敬
（
公
簡
（
著　

明
治

三
十
四
年
十
一
月　

福
井
・
木
斎
翁
追
遠
会
代
表
高
島
茂

平
発
行　

東
京
・
山
本
鍈
次
郎
秀
英
舎
活
刊

三
四
四
二　

�

墨
水
三
十
景
詩　

二
巻
二
冊　

溝
口
恒
（
桂
巖
（
著　

明

治
十
九
年
八
月　

東
京
・
鈴
木
吉
蔵
文
選
楼
／
埼
玉
・
溝

口
恒
湖
光
山
色
詩
閣
発
行　

東
京
・
吉
川
半
七
文
玉
圃
刊

三
四
四
五　

�

墨
水
廿
四
景
記　

二
巻
二
冊　

杉
山
令
（
三
郊
（
／
依
田

貞
継
（
畊
雨
（
編　

依
田
学
海
（
百
川
（
纂
補
圏
点　

明

治
十
五
年
五
月　

東
京
・
依
田
学
海
／
杉
山
令
／
依
田
貞

継
発
行　

東
京
・
吉
川
半
七
文
玉
圃
刊　

蔵
書
印
「
本
城

蔵
書
」

三
四
六
七　

�

梵
暇
贅
言　

二
巻
二
冊　

月
鑑
（
清
兮
上
人
（
著　

雲
庵

潮
郁
／
三
籟
堯
惇
編　

明
治
二
十
五
年
一
月　

武
見
日
恕

発
行　

活
刊

▼
三
四
六
八　

�

麻
渓
唱
和
集
［
白
石
直
治
華
甲
自
寿
詩
唱
和
］
一
巻
一
冊　

白
石
直
治
（
南
岳
（
著　

岩
渓
晋
（
裳
川
（
編　

大
正
六

年
序　

活
刊

三
五
一
四　

�

夢
醒
集　

一
巻
一
冊　

久
保
田
日
亀
（
霊
亀
（
著　

明
治

二
十
七
年
七
月　

千
葉
・
法
華
経
寺
久
保
田
日
亀
発
行　

東
京
・
吉
川
半
七
活
刊

三
五
三
一　

�

近世

名
家
詩
文　

三
巻
三
冊
／
同
後
編　

三
巻
三
冊　

三
宅
虎�

太
編　

明
治
十
年
八
月　

後
編
同
十
一
年
一
月　

東
京
・

三
宅
虎
太
発
行　

東
京
・
文
会
堂
／
柳
心
堂
刊　

蔵
書
印

「
服
部
」「
服
部
之
印
」「
朝
武
士
印
」

三
五
三
三　

�

皇
朝

古
今

名
家
小
体
文
範　

三
巻
三
冊　

渡
邊
碩
也
編　

明
治
十�

九
年
四
月　

大
阪
・
岸
本
栄
七
発
行　

大
阪
・
吉
岡
平
助

刊

三
五
四
四　

�

明
星
山
房
詩
抄　

一
巻
一
冊　

大
江
卓
（
元
良
（
著　

明

治
四
十
一
年
二
月　

東
京
・
大
江
卓
発
行　

東
京
・
中
野

鍈
太
郎
帝
国
印
刷
活
刊

三
五
四
六　

�

明
治
偉
臣
金
玉
音
譜　

一
巻
一
冊　

田
島
象
二
編
併
画　

明
治
十
年
八
月　

東
京
・
田
島
象
二
富
春
山
房
発
行　

東

京
・
玉
養
堂
刊

三
五
四
九　

�
明
治
詩
史�

二
巻
二
冊　

高
井
長
能
編　

明
治
十
一
年
一

―�185�―

カリフォルニア大学バークレー校所蔵の土肥鶚軒旧蔵日本漢詩文書目録（稿）



月　

東
京
・
牧
野
善
兵
衛
静
風
閣
／
稲
田
源
吉
玉
海
堂
刊　

蔵
書
印
「
吉
富
」　

「
吉
富
安
之
助
求
之
」
の
識
語
あ
り

三
五
五
〇　

�

明
治
詩
抄　

三
巻
三
冊　

髙
橋
易
直
編　

明
治
十
一
年
五

月　

東
京
・
山
中
市
兵
衛
甘
泉
堂
発
行　

同
刊

三
五
五
一　

�
新選

明
治
詩
文　

一
巻
一
冊　

久
保
田
梁
山
編　

石
川
正
身
閲�

明
治
十
一
年
四
月　

東
京
・
内
田
弥
兵
衛
発
行　

東
京
・

内
田
氏
正
栄
堂
刊　

蔵
書
印
「
知
新
」「
田
尻
」

三
五
五
三　

�

明
治
詩
話　

二
巻
二
冊　

籾
山
逸
（
季
才
・
逸
也
（
著　

明
治
二
十
八
年
十
月　

大
阪
・
青
木
恒
三
郎
嵩
山
堂
発
行　

大
阪
・
谷
口
黙
次
大
阪
活
版
製
造
所
活
刊

三
五
五
五　

�

批評

明
治
諸
大
家
文
選　

四
巻
四
冊　

奥
宮
庸
人
編　

杜
居

光
華
校
閲　

明
治
十
五
年
二
月　

東
京
・
東
涯
堂
富
田
彦

次
郎
発
行　

東
京
・
東
涯
堂
／
高
山
堂
刊　

蔵
書
印
「
本

城
蔵
書
」

三
五
五
六　

�

明
治
戦
亡
碑
文　

一
巻
一
冊　

平
井
保
正
（
枕
嶺
（
編　

明
治
十
二
年
十
一
月　

東
京
・
平
井
保
正
発
行　

東
京
・

稲
田
佐
兵
衛
／
岡
村
庄
助
刊　

蔵
書
印
「
本
郷
区
駒
込
西

片
町
十
番
地　

川
口
嘉
」

三
五
五
七　

�

明
治
中
興
憾
旧
編　

一
巻
一
冊　

田
島
象
二
著
併
画　

明

治
十
二
年
三
月　

東
京
・
田
島
象
二
任
天
書
院
発
行　

東

京
・
若
林
喜
兵
衛
玉
養
書
堂
刊

三
五
六
〇　

�

明
治
百
家
文
鈔　

三
巻
三
冊　

島
田
均
編　

明
治
二
十
五

年
五
月　

東
京
・
牧
野
善
兵
衛
発
行　

東
京
・
松
栄
堂
書

店
刊　

蔵
書
印
「
稲
富
朝
吉
郎
印
」「
小
川
」「
本
城
蔵
書
」

三
五
六
一　

�

明
治
百
二
十
家
絶
句　

六
巻
六
冊　

谷
喬
（
嚶
斎
（
編　

巻
一
至
巻
三
明
治
十
六
年
二
月　

巻
四
至
巻
六
同
十
六
年

八
月　

大
阪
・
松
村
九
兵
衛
／
森
本
専
助
発
行　

大
阪
・

松
村
氏
文
海
堂
刊

三
五
六
二　

�

明
治
名
家
詩
選　

三
巻
三
冊　

城
井
国
綱
（
錦
原
・
豊

城
（
編　

明
治
十
三
年
十
二
月　

福
岡
／
東
京
寄
留
・
城

井
国
綱
発
行　

東
京
・
内
外
兵
事
新
聞
局
刊

三
五
六
四　

�

鳴
原
堂
論
文　

二
巻
二
冊　

曽
国
藩
著　

曽
国
荃
編　

岸

田
吟
香
校
刻　

明
治
十
五
年
四
月　

東
京
・
岸
田
吟
香
楽

善
堂
発
行　

同
活
刊　

蔵
書
印
「
服
部
蔵
書
」

三
五
六
八　

�

溟
北
文
稿　

三
巻
三
冊　

円
山
葆
（
子
光
（
著　

明
治

二
十
二
年
八
月　

佐
渡
・
円
山
聿
学
古
塾
発
行　

東
京
・

吉
川
半
七
活
刊

三
五
七
二　

�

毛
山
探
勝
録　

三
巻　

附
録
寄
贈
詩
文　

一
巻　

二
冊　

野
口
常
共
著　

明
治
十
四
年
八
月　

東
京
・
森
泰
二
郎
発

行　

野
口
氏
多
羅
山
房
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

▼
三
六
〇
一　

�

野
梅
餘
香　

一
巻
一
冊　

奥
津
廣
（
野
梅
（
著　

明
治

三
十
四
年
十
一
月　

東
京
・
斯
文
学
院
主
奥
津
廣
発
行　

東
京
・
柴
田
活
版
所
活
刊

三
六
〇
八　

�
揚
鶴
詩
稿　

一
巻
一
冊　

大
江
卓
（
元
良
（
著　

明
治
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三
十
九
年
五
月　

東
京
・
上
村
才
六
発
行　

中
野
鍈
太
郎

帝
国
印
刷
活
刊　

蔵
書
印
「
待
鶯
堂
図
書
印
」

▼
三
六
〇
九　

�

陽
斎
詩
文
稿　

二
巻
二
冊　

平
尾
亨
（
鍒
蔵
（
著　

平
尾

歌
子
編　

明
治
二
十
二
年
十
一
月　

東
京
・
平
尾
鍒
蔵
発

行　

東
京
・
松
崎
正
文
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

▼
三
六
一
〇　

�

陽
和
洞
記
［
岩
崎
弥
之
助
大
磯
別
墅
記
文
］　

一
巻
一
冊　

重
野
安
繹
／
三
島
毅
著　

明
治
四
十
年
五
月
成　

活
刊

三
六
二
九　

�

蓉
塘
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

橋
本
寧
（
勝
甫
（
著　

明
治
十�

四
年
三
月
序　

橋
本
氏
翫
古
斎
刊　

蔵
書
印
「
金
井
氏
図

書
記
」

▼
三
六
三
二　

�

謡
曲
二
百
十
番
絶
句　

一
巻
一
冊　

木
村
芥
舟
著　

昭
和

四
年
九
月　

東
京
・
仁
賀
保
成
人
発
行　

東
京
・
圓
谷
三

之
助
圓
谷
印
刷
所
活
刊

三
六
四
一　

�

来
青
閣
集　

十
巻　

附
詞
一
巻　

四
冊　

永
井
久
一
郎

（
禾
原
（
著　

大
正
二
年
十
二
月
刊
記　

活
刊

三
六
四
二　

�

籟
山
詩
鈔　

一
巻
一
冊　

我
孫
子
三
五
郎
（
籟
山
（
著　

明
治
四
十
二
年
七
月　

山
形
・
我
孫
子
三
五
郎
発
行　

東

京
・
青
山
藤
四
郎
青
山
活
版
所
活
刊

三
六
四
四
甲�

朗
廬
全
集　

洋
一
冊　

阪
谷
素
（
子
絢
・
朗
廬
（
著　

阪

田
丈
夫
／
阪
谷
芳
郎
編　

明
治
二
十
六
年
五
月　

東
京
・

阪
谷
芳
郎
発
行　

東
京
・
斎
藤
章
達
製
紙
分
社
活
刊　

蔵

書
印
「
黄
石
斎
蔵
書
記
」「
本
城
蔵
書
」

三
六
四
四
乙�

朗
廬
全
集　

三
巻
三
冊　

阪
谷
素
（
子
絢
・
朗
廬
（
著　

阪
田
丈
夫
／
阪
谷
芳
郎
編　

明
治
二
十
六
年
五
月　

東

京
・
阪
谷
芳
郎
発
行　

東
京
・
斎
藤
章
達
製
紙
分
社
活
刊　

三
六
四
五　

�

朗
廬
文
鈔　

三
巻
三
冊　

阪
谷
素
（
子
絢
（
著　

阪
田
丈

平
編　

明
治
十
八
年
十
一
月　

東
京
・
阪
谷
次
雄
発
行　

東
京
・
吉
川
半
七
／
須
原
鐵
二
／
博
聞
社
刊　

蔵
書
印

「
本
城
蔵
書
」

三
六
四
七　

�

老
谷
遺
稿　

六
巻
六
冊　

木
原
元
礼
著　

明
治
四
十
四
年

三
月　

埼
玉
・
木
原
守
三
郎
発
行　

東
京
・
三
戸
謙
吉
刊

三
六
六
四　

�

蘭
城
遺
稿　

二
巻　

附
録　

一
冊　

大
作
延
寿
（
鎮
卿
（

著　

明
治
二
十
七
年
十
月
序　

活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵

書
」

三
六
七
七　

�

藍
田
遺
稿　

一
巻
／
藍
田
谷
口
先
生
伝　

一
巻　

一
冊　

谷
口
中
秋
（
大
明
（
著　

谷
口
豊
（
季
章
（
校　

明
治

三
十
六
年
六
月　

東
京
・
谷
口
豊
五
郎
発
行　

東
京
・
熊

田
宜
遜
熊
田
活
版
所
活
刊

三
六
九
九　

�

柳
橋
竹
枝　

一
巻
一
冊　

長
谷
川
正
直
（
城
山
仙
史
（
著　
　

明
治
二
十
七
年
七
月　

東
京
・
長
谷
川
正
直
発
行　

東

京
・
安
井
臺
助
刊

▼
三
七
〇
六　

�

柳
顰
集　

一
巻
一
冊　

松
村
鶴
如
著　

松
村
茂
隆
（
半
川
（

編　

大
正
六
年
六
月　

福
井
・
松
村
茂
隆
発
行　

東
京
・

斎
藤
章
達
東
京
印
刷
活
刊
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▼
三
七
一
五　

�

琉
渓
唱
和　

一
巻　

附
録
一
巻　

一
冊　

竹
内
敬
義
（
源

太
郎
（
編　

明
治
四
十
四
年
十
二
月　

京
都
・
竹
内
源
太

郎　

京
都
・
中
川
印
刷
所
活
刊

三
七
一
八　

�

留
丹
稿　

一
巻
一
冊　

小
山
朝
弘
（
毅
卿
・
春
山
（
著　

明
治
十
一
年
十
月　

東
京
・
森
春
濤
発
行　

東
京
・
擁
書

城
／
萬
青
堂
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

三
七
二
一　

�

栗
園
先
生
詩
存　

二
巻
二
冊　

浅
田
宗
伯
著　

三
浦
宗
春

／
伊
藤
誠
得
編　

明
治
十
年
三
月　

東
京
・
伊
藤
誠
得
発

行　

浅
田
氏
勿
誤
塾
刊　

蔵
書
印
「
廣
部
精
」「
廣
部
」

三
七
二
二　

�

栗
園
文
稿　

三
巻
二
冊　

中
村
和
（
栗
園
（
著　

中
村
鼎

五
編　

明
治
十
四
年
六
月　

滋
賀
・
藪
音
次
郎
含
章
堂
発

行　

同
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

三
七
三
三　

�

栗
水
漁
唱　

二
巻　

附
録
一
巻　

二
冊　

並
木
正
韶
（
左

門
・
栗
水
（
著　

明
治
二
十
一
年
二
月　

千
葉
・
清
宮
利

右
衛
門
発
行　

東
京
・
蔵
田
仙
之
助
活
刊　

蔵
書
印
「
本

城
蔵
書
」

三
七
三
四　

�

立
軒
存
稿　

三
巻
三
冊　

矢
島
剛
（
禹
年
（
著　

明
治
十�

八
年
十
二
月　

東
京
・
矢
嶋
平
格
煥
文
塾
発
行　

東
京
・

森
田
政
武
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

三
七
三
六　

�

茅
海
逸
老
詩
存
（
立
誠
堂
詩
文
存
（
二
巻
一
冊　

相
馬
肇

（
元
基
・
九
方
・
逸
老
（
著　

明
治
十
八
年
四
月　

大

阪
・
土
屋
弘
晩
晴
楼
発
行　

大
阪
・
鹿
田
静
七
松
雲
堂
刊

三
七
六
一　

�

幽
竹
園
龍
水
余
興
（
龍
水
遺
稿
（
一
巻
一
冊　

酒
井
勧
空

（
龍
水
（
著　

明
治
四
十
年
十
一
月　

岐
阜
・
亀
甲
山
立

政
寺
酒
井
勧
空
発
行　

岐
阜
・
安
田
広
造
安
田
印
刷
工
場

活
刊

三
七
六
二　

�

龍
泉
遺
稿　

一
巻
一
冊　

川
路
利
良
著　

川
路
利
恭
／
平

田
常
彦
校　

明
治
十
四
年
四
月
刊
記　

大
澤
鉞
三
郎
刊　

蔵
書
印
「
尾
本
良
三
号
精
匕
」

三
七
六
四
甲�

龍
蛇
握
奇
集　

一
巻
一
冊　

塚
原
周
造
（
夢
舟
（
著　

明

治
三
十
八
年
九
月　

東
京
・
塚
原
周
造
寒
翠
荘
発
行　

同

活
刊

三
七
七
四
甲�

凌
滄
集　

二
巻
二
冊　

田
邊
華
（
秋
穀
・
碧
堂
（
著　

大

正
十
三
年
六
月
序　

東
京
・
田
邊
氏
精
研
閣
発
行　

上

海
・
中
華
書
局
活
刊

▼
三
七
七
五
甲�

凌
滄
集
［
松
村
半
川
華
甲
自
寿
詩
唱
和
］
一
巻
一
冊　

松

村
茂
隆
（
半
川
（
著　

大
正
十
年　

福
井
・
松
村
茂
隆
発

行　

活
刊

▼
三
七
七
六　

�

菱
池
遺
稿
（
文
／
詩　

附
追
悼
集　

詩
歌
（
洋
一
冊　

奥

並
継
著　

明
治
三
十
一
年
二
月
跋　

奥
豊
彦
発
行　

活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

三
七
七
九　

�

緑
漪
園
詩
鈔　

一
巻
一
冊　

川
島
忠
平
（
小
泉
（
著　

川

島
知
二
編　

大
正
元
年
十
二
月　

岐
阜
・
川
島
知
二
発
行　

岐
阜
・
住
広
造
日
清
印
刷
活
刊
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三
七
八
〇　

�

緑
猗
園
詩
鈔　

二
巻
二
冊　

中
野
南
強
（
君
教
（
著　

笠

間
益
三
編　

明
治
十
五
年
十
月　

福
岡
・
笠
間
益
三
発
行　

東
京
・
富
田
彦
次
郎
東
崖
堂
木
活
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵

書
」

三
七
八
六
乙�
林
谷
山
人
遺
稿
（
林
谷
詩
鈔　

一
巻
／
林
谷
印
譜　

一

巻
（
一
冊　

細
川
潔
（
氷
壷
・
林
谷
（
著　

嘉
永
元
年
四

月
序　

有
竹
家
発
行　

同
刊

三
七
八
八　

�

林
叟
遺
稿　

一
巻
一
冊　

林
田
温
（
良
平
（
著　

林
田
翠

（
呉
卿
（
編　

大
正
十
五
年
十
月　

大
阪
・
林
田
安
平
発

行　

大
阪
・
太
陽
日
報
社
活
刊

▼
三
七
九
七　

�

涙
痕
詩
集　

三
巻　

附
録
一
巻　

一
冊　

菊
池
義
清
著　

宮
崎
来
城
評　

大
正
元
年
十
二
月　

福
岡
・
菊
池
義
清
発

行　

大
分
・
三
重
昇
太
郎
活
刊

三
八
〇
一
甲�

冷
灰
遺
稿　

一
巻
一
冊　

江
木
衷
著　

岩
渓
晋
編　

大
正

十
五
年
三
月　

東
京
・
江
木
栄
子
発
行　

東
京
・
守
岡
功

凸
版
印
刷
本
所
分
工
場
活
刊

三
八
〇
二　

�

冷
雲
詩
鈔　

三
巻
三
冊　

石
田
果
（
碩
宗
（
著　

明
治

十
七
年
九
月　

和
歌
山
・
石
田
冷
雲
発
行　

同
刊

三
八
〇
七　

�

了
庵
賸
稿　

二
巻　

附
録
一
巻　

二
冊　

今
村
亮
（
了
庵
（

著　

明
治
十
四
年
八
月　

東
京
・
今
村
亮
敬
業
館
発
行　

東
京
・
北
畠
茂
兵
衛
／
稲
田
佐
兵
衛
／
小
林
新
兵
衛
／
小

林
新
造
刊

▼
三
八
一
一　

�

櫟
斎
小
品
（
拝
陵
日
録　

一
巻
／
房
総
游
乗　

一
巻
／
小

金
紀
行　

一
巻
（
三
巻
一
冊　

邨
岡
良
弼
（
櫟
斎
（
著　

大
正
四
年
一
月　

東
京
・
邨
岡
良
臣
日
頭
山
房
発
行　

東

京
・
今
井
忠
一
秀
英
舎
第
一
工
場
活
刊　

書
袋
に
「
邨
岡

良
弼
七
十
賀
紀
念
印
行
」
の
印
字
あ
り

三
八
一
二　

�

櫟
山
詩
存　

二
巻
二
冊　

倉
木
雄
（
起
業
（
著　

原
口
泰

（
大
来
（
校　

明
治
二
十
二
年
五
月　

兵
庫
・
倉
木
雄
三

発
行　

京
都
・
北
村
四
郎
兵
衛
刊

三
八
一
四　

�

歴
劫
詩
存　

一
巻
一
冊　

薄
井
龍
之
（
飛
虹
（
著　

明
治

十
三
年
八
月
刊
記　

東
京
・
薄
井
氏
宝
呉
閣
発
行　

同
活

刊

三
八
一
五　

�

歴
代
詠
史
百
律　

一
巻
一
冊　

大
沼
厚
（
枕
山
（
著　

大

沼
嘉
禰
／
大
沼
新
吉
校　

明
治
十
八
年
十
二
月　

東
京
・

大
沼
新
吉
下
谷
吟
社
発
行　

同
刊　

書
袋
附
属　

蔵
書
印

「
本
城
蔵
書
」

三
八
二
二　

�

礫
水
遺
稿　

二
巻
二
冊　

岩
村
英
俊
著　

明
治
二
十
三
年

一
月　

東
京
・
岩
村
通
俊
発
行　

東
京
・
吉
川
半
七
刊　

表
紙
に
「
斎
藤
修
一
郎
蔵
書
」
の
墨
書
あ
り

三
八
二
三　

�

蓮
葉
集
［
末
松
謙
澄
追
悼
集
］　

附
し
の
ふ
く
さ　

一
巻

一
冊　

末
松
春
彦
編　

大
正
十
年
十
月　

活
刊

▼
三
八
五
〇　

�
六
石
居
遺
稿
（
上
篇
詩
集
／
下
篇
文
集
（
洋
一
冊　

伊
東

希
元
著　

大
正
元
年
九
月　

神
奈
川
・
伊
東
尚
孝
女
子
敬
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業
学
舎
発
行　

東
京
・
遠
藤
廉
治
公
木
社
活
刊

三
八
五
一　

�

六
石
山
房
詩
文
鈔　

十
四
巻
五
冊　

佐
藤
寛
（
公
綽
（
著　

昭
和
四
年
一
月　

東
京
・
佐
藤
微
雄
随
鷗
吟
社
発
行　

東

京
・
圓
谷
三
之
助
圓
谷
印
刷
所
活
刊

三
八
五
二　

�
六
石
亭
詩
文
鈔　

四
巻
二
冊　

片
山
達
（
直
造
・
元
章
・

冲
堂
（
著　

明
治
十
六
年
八
月　

東
京
・
水
谷
弓
夫
発
行　

東
京
・
稲
田
佐
兵
衛
／
京
都
・
遠
藤
平
左
衛
門
／
大
阪
・

岡
島
真
七
刊　

蔵
書
印
「
本
城
蔵
書
」

三
八
五
八　

�

鹿
友
荘
文
集　

六
巻
六
冊　

日
下
寛
（
子
栗
・
勺
水
（
著　

舘
森
鴻
（
子
漸
（
校　

大
正
十
三
年
八
月　

東
京
・
日
下

寛
発
行　

東
京
・
野
田
文
之
助
活
刊

三
八
六
三　

�

論
画
絶
句　

一
巻
一
冊　

薄
井
龍
之
（
飛
虹
（
著　

明
治

三
十
五
年
八
月　

東
京
・
敬
業
社
代
表
柴
田
勝
文
発
行　

東
京
・
仁
科
衛
厚
信
舎
活
刊

三
八
六
五　

�

論
戦
新
詠　

一
巻
一
冊　

藤
澤
南
岳
著　

明
治
三
十
七
年

六
月　

東
京
・
青
木
恒
三
郎
嵩
山
堂
発
行　

大
阪
・
嵩
山

堂
印
刷
部
活
刊

三
八
六
六　

�

論
俳
絶
句　

一
巻
一
冊　

横
川
徳
（
唐
陽
（
著　

明
治

四
十
四
年
二
月　

東
京
／
静
岡
寄
留
・
横
川
徳
郎
発
行　

静
岡
・
松
下
十
七
六
開
明
堂
活
刊　

朱
墨
套
印

▼
三
八
八
四　

�

王
香
遺
絶　

一
巻
附
録
一
巻
一
冊　

島
村
賛
（
子
襄
・
襄

輔
（
著　

島
村
継
夫
編　

明
治
四
十
二
年
十
二
月　

福

岡
・
島
村
継
夫
発
行　

東
京
・
小
西
常
三
郎
活
刊　

巻
末

に
「
明
治
辛
亥
六
月
念
六　

桜
井
児
山
所
贈
」
の
墨
書

▼
三
九
三
〇　

�

指
翠
堂
絶
句
鈔　

一
巻
一
冊　

逸
見
三
省
（
希
曽
・
魯

斎
（
著　

西
川
道
光
編　

明
治
三
十
六
年
十
二
月　

山

形
・
逸
見
荘
左
衛
門
（
盛
義
（
発
行　

東
京
・
青
山
藤
四

郎
青
山
活
版
所
活
刊

四
〇
三
六　

�

雲
林
遺
稿　

二
巻
二
冊　

西
脇
惟
親
（
不
及
斎
（
著　

明

治
三
十
四
年
十
二
月　

新
潟
・
西
脇
済
三
郎
発
行　

東

京
・
池
上
喜
之
助
弘
道
軒
活
刊　

「
土
肥
慶
蔵
殿　

〆
西

脇
済
三
郎
」
と
墨
書
の
あ
る
封
筒
附
属

四
〇
三
七　

�

越
山
遺
稿　

四
巻
二
冊　

芳
川
顕
正
著　

大
正
十
三
年
七

月
例
言　

東
京
・
芳
川
氏
発
行　

東
京
・
日
英
印
刷
所
活

刊

四
〇
三
八　

�

煙
厓
文
鈔　

二
巻
二
冊　

荒
浪
坦
（
市
平
（
著　

昭
和
五

年
五
月　

東
京
・
圓
谷
三
之
助
圓
谷
印
刷
所
活
刊　

贈
呈

紙
箋
附
属
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